
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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これまでのあらすじ




　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリ──そのゲームにおいて坂さか本もと拓たく真まは圧倒的な強さと、雰囲気のある演技ロールプレイにより『魔王』と呼ばれていた。

　ある日、拓真はゲームそっくりの異世界に召喚される。

　目を覚ますと、豹ひよう人じん族ぞくの少女レムと、エルフの少女シェラが〝召喚主は自分だ〟と言い争っていた。

　拓真は優秀なゲーマーだが、コミュニケーション能力は絶無だ。素で女性と話すことができず、ゲーム内でやっていたように魔王の演技ロールプレイをする。

「くだらん争いはやめるがいい。貴様らは今、ディアヴロの前にいるのだぞ」




　エルフの宗主国グリーンウッドのキイラ王子が、妹シェラを連れ戻そうとする。

　ディアヴロは秘宝の召喚獣フオースヒユドラを撃破し、ファルトラ市の領主ガルフォードとも戦い、シェラを守り抜くのだった。

　魔族の儀式により、レムから魔王クレブスクルムを取り出す。復活したのは、なんとビスケットが大好きな幼女だった!?　クルムと名付ける。

　しばらくは平穏な日々を過ごすが……国家騎士アリシアの裏切りにより、クルムが魔王として覚醒し、大暴れしてしまう。なんとか落ち着かせたディアヴロは、もう暴れないという約束の証として、クルムに《奴隷魔術》をかけるのだった。




　大だい主しゆ神しん官かんルマキーナを助ける。そのために、自作ダンジョンを攻略したディアヴロは、グラスウォーカーのホルンや魔導機マギマテイツクメイドのロゼを仲間にし、無数の武具も手に入れた。

　王都の大教会から、腐敗した《枢すう教きよう院いん》を一掃する。

《盗賊シーフ》として活躍したホルンだが、魔術師に憧れ、学院に入学するのだった。




　エルフ王（シェラの父親）が崩御した。祖国へ戻ったシェラは、望まぬ結婚を迫られてしまう。それを阻止したディアヴロは、なんとシェラと結婚することに!?

　彼女に《結婚指輪マリツジリング》を渡し、グリーンウッド王に即位するのだった。

　ディアヴロは次なる強敵《大魔王モディナラーム》のため、戦士系のレベルを伸ばすべく、剣聖を訪ねる。今代はササラというドワーフの少女だった。

　修行の最中──辺境都市ファルトラに、大魔王軍が襲来。

　領主や冒険者たちが倒れ、劣勢に陥ったところへディアヴロは駆けつけた。ササラやロゼを前衛として、モディナラームを粉砕する。

　そして、囚われていたレムを救出するとき、彼女にも《結婚指輪》を渡すのだった。




　大魔王討伐の報は、リフェリア王ダルーシュ・サンドロスにも届く。ディアヴロは王城へ来るように命令を受けるものの……

「笑止！　我に拝謁を望むならば、王が来ればよかろう！」

　偉い人に会うのが苦手なディアヴロは、魔王らしく尊大な態度を取りつつ逃げ回る。

　仕方なく、妻となったレムとシェラが王都セヴンウォールへと向かった。

　ディアヴロは二人に渡した《結婚指輪》が対であることを、ロゼから教えられる。意図せずレムとシェラを結婚させてしまった!?　バレる前に何とかしよう、と冒険者協ギ会ル会マ長スシルヴィと《深緑の大聖堂》へ。

　いろいろあって、王都を訪ねたディアヴロは、事件解決クエストクリアのために魔術学院へ。ひさびさに会ったホルンを助け、召喚された超級モンスターを撃破するのだった。

　もうファルトラ市に戻ろうかと考えるが……

　王宮騎士の団長マキシマムが強引に要求してきたため、ディアヴロは王城へ向かうことにする。

　シルヴィたちと離れ、一人で黒塗りの馬車へ乗りこむのだった。

「フンッ……我を招いたからには、相当の饗きよう応おうを用意してあるのだろうな？」





プロローグ




　獣の遠とお吠ぼえが響き渡る。

　別の聲こえが重なる。

　さらに、別の吠ほえ聲ごえが。

　それを聞いて、城壁の上の兵士たちが騒然となった。

「敵襲！　敵襲だ！　スプリガンが来るぞッ!!」

　月明かりの中に、何者かが蠢うごめく。

　大地を揺らす巨体。

　地面が隆起したような、ずんぐりした体格で、太い腕には槌つちのような拳があった。

　目も口も穴しかなく、どこを見ているのかもわからない。

　──スプリガン。

　大地を守護する妖精と言われている。

　その背を押すように、獣たちの吠ほえ聲ごえが増し、やかましくなった。

　城壁の兵士たちが弓を構える。

「斉射！」

　無数の火矢が放たれた。鏃やじりに油で濡ぬらした布を巻き、火を点つけてある。獣には効果的な武器のはずだが、乾いた金属音をたててスプリガンの表皮に弾かれてしまった。

　魔術師が召喚獣を喚んだ。

　大型のサラマンダーが炎を吐き、空を舞うシルフが突風を起こす。

　しかし、頑強な巨体には傷ひとつ付けられず、その前進を止めることはできなかった。

　兵士たちがどよめく。

　彼らは恐怖に駆られて一歩二歩と下がり、とうとう城壁から逃げはじめる。

　指揮官が声高に叫んだ。

「攻撃しろ！　背を向けるな！　貴様ら、それでも王国軍人か!?　リフェリア王国の威信を──」

　巨人スプリガンが拳を振りかぶった。

　叩たたきつける。

　城壁が、槌のような拳によって砕き散らされた。

　無数の悲鳴が、それよりも多い咆ほう吼こうに搔かき消される。

　闇の中から、獣が駆けてきた。

　城内へ入ってくる。

　頭は狐きつねのようだった。

　容姿は獣でありながら、剣や槍やりなどの武器を手に持ち、器用に使いこなす。鎧よろいを纏まとっている者もいた。

　しかし、人ひと族ぞくの言葉は通じない。

　コボルトと呼ばれる獣人──人に近しい野獣だった。

　獣人たちに蹂じゆう躙りんされ、リフェリア王国軍は指揮官も城壁も失い、兵士たちは逃げ惑うばかりだ。

　リフェリア暦一六四年十一月十九日──南方新地カリュティアに築いた要塞は、一夜にして陥落してしまったのだった。




　過日、宮廷占星術師ビナシェンは病床にありながら、王に進言している──天てん領りように踏み入らば国に災いあり、と。





第一章　王城に行ってみる




　リフェリア暦一六五年一月十日──

　レムとシェラは、王城グランディオス貴賓棟の一室にいた。

　昼食として用意された料理が、大きなテーブルいっぱいに並んでいる。

「ここのゴハン、美味しいねー」

　頼めば頼むだけ用意される贅ぜいを尽くした美食に、シェラが舌鼓を打っていた。

　レムは肩をすくめる。

「……せめて服装くらい整えておきなさい」

　シェラの格好は、シャツにパンツという寝間着のままだった。

「でもさー、今日も王様に会えないんでしょ？」

「……謁見は陛下の気分ひとつですが、今すぐ呼ばれるということはないでしょうね」

　詳しくは教えられていないが、まだ数日ぶんは順番待ちがある──と老執事から聞いていた。

　年が明けてからリフェリア王は体調が優れず、政治軍事で変事もあり、予定よりも謁見が進んでいないとのことだ。

　シェラが果物を吞みこんでから言う。

「会えるときに呼んでほしいよねー」

「……そうですね。出直したいとは言ったのですが」

「ダメなの？」

「……〝もう登城された旨は内奏を済ませております。謁見を終えずに退城したとなると陛下の心証がいかがなることか。お勧めいたしかねます〟とのことで」

　シェラが首をかしげた。

「何語？」

「……リフェリア王国の共通語です。つまり、わたしたちが城にいることは、もう国王陛下に伝えたから、会わずに帰ったら怒らせてしまう──という意味です」

「そうやって普通に言えばいいのにねー」

「……立場と場所の格に相応しい言葉遣いというものが」

「まぁ、せっかく来たんだから、会っといたほうがいいよね。二度も来るの大変だし」

　たしかに、辺境都市ファルトラと、王都セヴンウォールとは馬車で五日ほどの距離がある。天候が崩れたら、もっと日数が必要だ。簡単に往復できる場所ではなかった。

「……行き来が大変なのは否定はしませんが……あなたが王城に留まりたい理由は、食事のせいではありませんか？」

「え？　えへへ……そんなことないよー。でも、レムも食べたら？」

「……わたしは、適量以上の食事は嫌いです。動きが鈍くなりますから」

「あたしも適量ぅ～」

「……シェラ、ちょっと太ったんじゃありませんか？」

「えー？　あたし、太ったことなんてないよー」

　レムはジト目を向けた。

「……早く謁見していただかないと、シェラが樽たるのようになってしまいそうです」

「太ってないってヴァ!?」




　白色の扉が丁寧にノックされた。




『お食事中に、失礼いたします』

　なにかと世話を焼いてくれている老執事の声だった。

　レムは扉を開ける。

「……なにかありましたか？」

　彼がうやうやしく一礼した。

「ご休憩のところ失礼いたします。シェラ・Ｌ・グリーンウッド様、レム・ガレウ様に、お目通りを希望されている方がいらしております」

「……何者ですか？」

「ノア・ギブン公爵閣下であらせられます」

　レムはシェラと顔を見合わせる。お互いに首を横に振った。

　どうやら、どちらの知り合いでもない。

「……存じ上げない方のようですが？」

「ギブン公は、まだお若いにもかかわらず優れた叡えい智ちの持ち主で、国王陛下に最も重用されている大臣です。公爵号を賜っただけでなく、いずれ宰相に叙せられるという噂うわさも聞き及ぶほど。僭せん越えつながら、謁見の前に大切なお話があるのではないかと拝察いたします」

「……なるほど」

　謁見に足る人物か品定めしておこう、という意図だろうか？

　老執事が言葉を重ねる。

「地方貴族や豪商のなかには、ギブン公の面識を得るために、多大な努力をしている者もいるほどです。今回は大変に幸運かつ栄誉のあることかと」

「……それほどの大物が何用でしょうね？　すぐ支度するので、少々お待ちいただけますか？」

「畏まりました。では、ラウンジを準備しておきます。三十分後に案内が参りますので」

「……わかりました」

　老執事に安あん堵どの顔色が浮かんだ。

　公爵を盛んに持ち上げ、幸運だの栄誉だのと言ったのは、レムたちが面会を断らないようにとの配慮か。

　未来の宰相を追い返す無礼があれば、取り次いだ老執事まで不興を買うかもしれない。

　職務熱心な彼のためにも、ギブン公とやらに会うことにした。

　老執事が退室し、扉が閉じられる。

　レムは鍵をかけた。

「……シェラ、服を」

「はーい」

　ぽんぽん、と彼女が寝間着を脱ぎ散らかす。

　そして、いつもの緑色の服をまとったところで、事件は起きた。

「ヴッ!?」

「……どうしました？」

「む、胸が苦し……くて……」

「まさか、病気ですか!?」

　あるいは、料理に毒でも盛られたか!?

　シェラが服の背にある革かわ紐ひもをゆるめながら言う。




「おっぱいが、おっきくなっちゃってるかも」




　レムの目つきが冷たくなった。

「……無駄肉エルフが」

「ひどい!?」

「さっさと用意してください。いえ、あなたは、ここで食料を過剰摂取しているといいです。公爵には、わたしだけが会ってきましょう──ディアヴロの妻として」

「わわっ、あたしだって妻だよ！」

「ちゃんと服を着なさい。あなたの恥は、ディアヴロの恥でもあるのですから」

「うぐぐ……この服、体型に合わせて革紐で調節できるんだけど……もう限界かも」

　エルフは瘦身が種族特徴で、女性は胸が控えめだ。

　シェラだけが特異で、やたら胸が大きい。そのせいで、エルフ王族の衣装に豊満な身体が入りきらなくなりつつあった。

　ぎちぎちと服の革紐が軋きしむ。

「ううー、おっぱいが大きすぎて動きにくいよー」
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「……くっ」

　衣服の着脱でひっかかりのない自身を見下ろし、レムは奥歯を嚙かむのだった。

　──いえ、このほうが軽快ですから！





†






　王城グランディオスのティーラウンジは個室になっており、まるで美術館の一室だった。

　中央に四人掛けの丸テーブルがある。

　青水晶を削り出したもので、継ぎ目が見つからなかった。元がどれほど巨大な水晶だったのか、想像を絶する。

　ドラゴンの卵殻を半分に割って背もたれにした椅子に、グレートベアーの毛皮を張った座面。

　円筒形の部屋の壁には、ぐるりと庭園風景が描かれている。その壁画の精緻さは、小川のせせらぎが聞こえ、咲きほこる花が香り、小鳥が羽ばたくかのようだった。

　レムは圧倒されて声を失う。

「……」

「このお茶、美味しいね」

　シェラは物怖じせず、出された紅茶を楽しんでいた。彼女が指先でつまんでいる真っ白なティーカップは、おそらく東方異国より取り寄せた陶磁器で、一客が自分たちの年収を超える。

　シェラは地上の楽園《恵みの森グリーンウツド》で生まれ育った王族なのだな──と妙なところで感心してしまうレムだった。

　しばらくは、二人だけで待つ。

　ほどなく、立木の描かれた一ヵ所が開かれる。そこが扉になっていた。

　護衛を連れることもなく、男が一人だけで入ってくる。

　豪ごう奢しやな肩掛けはリフェリア王国公爵号を示していた。

　──ノア・ギブン公爵。

　金髪碧へき眼がんの整った美形だが、冷たい印象はなく、むしろ柔和な笑みを浮かべていた。髪を短くした少女のようにも見える。

「…………」

　レムは不思議と、ディアヴロを思い出した。

　まったく似ていないのに。歪ゆがみのない完璧すぎる目鼻立ちのせいだろうか。それだけは共通していた。

　椅子から立ち、淑女としての礼をする。

「……」

　今は冒険者レム・ガレウではなく、グリーンウッド王ディアヴロの王妃であり、名代という立場だ。

　シェラは座ったまま、小さく首をかしげた。

「ん？」

　対照的な二人に、どちらへ向けるともなくノアがお辞儀をする。

「己この身みはノア・ギブンと申します。お目にかかれて光栄です」

「あたしは、シェラ・Ｌ・グリーンウッド」

「本日は大変に急な訪問になりましたこと、ご無礼をどうぞお許しいただきたい」

「大丈夫だよー」

　あまりに自然なやり取りに、レムは気後れした。むしろ、畏まっている自分のほうが場違いなのかと不安になってしまう。

「……レム・ガレウです」

　どうにか、名前は告げた。

　一瞬、ノアが意外そうな顔をする。

　考えてみれば、今の姓を名乗るべきだったか。ディアヴロはグリーンウッド王になったから、姓名はディアヴロ・グリーンウッドとなる。
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　その妻になったのだから……




　レム・グリーンウッド？




　ぼっ、とレムは頰が熱くなった。

　シェラが不思議そうに首を傾ける。

「どうしたの？」

「……な、なんでも……ありません」

　レムは頭を左右に振ると、浮かんでしまった妄想を振り払った。

　ちなみに、シェラ・Ｌ・グリーンウッドの〝Ｌ〟は、グリーンウッド王家の血筋に連なっていることを示す。

　ディアヴロやレムが婚姻により王族となっても、王家の末まつ裔えいではないので付かない。

　グリーンウッド王国には王家の血脈が重要な意味を持つので、明確に区別されているのだった。

　レムは問う。

「……わたしたちに、いかなるご用がおありでしょう？」

　ノアが人の善さそうな笑みを浮かべた。

「陛下のご意向がどうあれ、謁見の前には、己身のような臣下がお客様からお話を伺っておく決まりがございます。形式的なものですから、ご容赦ください」

「……なるほどです」

　彼の視線が、二人の首元に向く。

「それは《隷従の首輪》だという噂うわさを聞きました。本当でしょうか？」

　思わず、レムは両手で首輪を隠すような仕草をした。

　改めて指摘されると、まだ恥ずかしい。

　細かいことを気にしないシェラがうなずいた。

「うん、そうだよ」

　ノアが質問を重ねてくる。

「ディアヴロ様の魔術反射により、貴女たち自身に嵌はまってしまった──という噂も、真実ですか？」

　レムは腰を浮かせた。

　心臓が脈打つ。

「……ギブン公爵……あなたは、いったい!?」

　彼は穏やかな笑みを崩さなかった。

「己身はリフェリア王国の繁栄と安あん寧ねいのためにあります。魔王と比ひ肩けんするほどの重要人物について情報収集も監視もしていないほど、怠惰ではありません」

「いつから……」

「質問に答えていただけますか？」

　レムは少し悩んでから、隠し立ては無意味だと判断する。

「……噂うわさは真実です。わたしたちはディアヴロを召喚獣のように隷従させようと考えて、《隷従の儀式》を反射された結果、この首輪が嵌まってしまいました」

　興味深い──とノアがつぶやいた。

　それから、質問に答える。

「ディアヴロ様に目を向けた時期について、でしたね？　それは、ディアヴロ様がジルコンタワー市に襲来した魔王軍を退けてからです」

「……なるほど」

　あの戦いは、多くの兵が見ていた。

　戦争というものは、その結果にかかわらず、詳細に王都へ報告される。

　強大な魔術によって無数の魔族を屠ほふり、さらに不死身とさえ思われた敵将を討ち果たしたディアヴロが、関心を向けられたのは当然のことだった。

　レムは口元に手をやる。

　その会戦の直後に、ディアヴロは王都で教会の枢すう教きよう院いんと対たい峙じした。

　ノアが薄く微笑んでいる。

「なにか、気になることでも？」

「……ディアヴロと王都に来たときのことを。……わたしたちは、枢教院から教会を取り戻すために戦いました」

「そう報告を受けております。教会には陛下であろうとも手出しできません。大だい主しゆ神しん官かんを助け、正常化に尽力してくださったこと、感謝と尊敬の念に堪えません」

　レムは思う。

　──あのとき、逃げ出した枢教院の者たちを暗殺したのは、《王宮騎士団》だった。

　ディアヴロの動きを監視していたなら、絶妙な機で現れたのも納得だ。そして、だとすれば……




　暗殺を指示したのは、このノアなのでは？




　彼は微笑んだまま、レムの言葉を待っている。

　ここは王城だ。

　ひとつ発言を間違えれば、怪物の胃袋の中のようなものである。

　余計なことは言わないほうがいいだろう。

　沈黙……

　唐突に、シェラが口を開いた。

「このケーキ、美味しいね！　もう一個もらっていい!?」

　糸の張りつめたような緊張感が切れる。

　何を言い出すかと思えば……

　ノアが笑みをこぼす。

「気に入っていただけてよかった。そのアップルタルトは己身の出身地の味を再現させたものでして。いくらでも用意させますよ」

「やったー!!　ディアヴロへの、お土産にしよっと」

　ファルトラ市まで五日もかかるのだから、悪くなってしまうでしょうに──とレムは、ため息をついた。

「……いずれにせよ、わたしたちは呼ばれたから来ただけで……ディアヴロは冒険者としてもグリーンウッド王としても、リフェリア王国と対立する意志はありません。命がけで大魔王から人々を守ったことでも証明されているかと」

　ノアがうなずく。

「ええ、もちろんです。ディアヴロ様を疑ったことなどありません。先程も言ったとおり、御仁を気に掛けたのは魔王軍を討ち払ったとき。そして、今回の招しよう聘へいは大魔王の討伐を機に……おそらく、陛下からは賞しよう讃さんの御言葉を賜ることでしょう」

「そうでしたか……」

　ホッ、とレムは胸をなで下ろした。

　ノアが声を潜める。

「……ところで、ひとつだけ懸念がございまして」

「え？」

「その《隷従の首輪》なのですが」

「な、なんでしょうか？」

「経緯を知らぬ者たちからは《奴隷の首輪》に見えてしまいます。グリーンウッド王国が陛下との謁見に奴隷を遣わしたとなれば、宣戦布告にも匹敵する非礼」

「うっ……」

　考えてはいたが、外せないものは仕方がない。

　シェラまで不安そうな顔をする。

「そんなぁ……」

　彼が提案してくる。

「己身は少々魔術にも通じております。余人に見えなくする程度のことはできますが、いかがでしょう？　おかしな命令が為されていないことを確認する必要もありますし」

　以前、婚礼の儀式に合わせて、シェラの首輪を不可視にしたことがある。

　あのときは、グリーンウッド王国の宰相ドュランゴが隠蔽の魔術をかけた。非常に高度な魔術で、簡単に真似できるものではない。

　レムは思案するが、他に手はなさそうだった。

「……わかりました」

「そだねー」

　シェラが同意し、話がまとまる。

　ノアがうなずいて、右手を伸ばしてきた。

「ふむ…………なるほど……」

　彼が真剣な表情を見せる。

　知らない人を家に招くような居心地の悪さを感じたが、あちらも仕事だ。

　どれほど立場や言動に問題がなくとも、《隷従の首輪》に暗殺などの命令をされている者を国王に会わせたら、国家存亡に関わる。

　おかしな命令がないことを確認し、彼は隠蔽の魔術を使った。

「《ディスガイズ》」

　ノアのつぶやきと同時に、首輪が不可視になった。

　それだけで、ドュランゴよりも優れた魔術師であることがわかる。

　大臣という立場にもかかわらず、これほど高レベルの魔術師だとは！

　首輪に触れば、存在していることはわかるが、周りに見られることはないだろう。

　ノアが一礼する。

「お手数をおかけしました。これで、陛下のお心を乱すことも、重臣たちからつまらぬ誤解を受けることもなかろうかと……」

　ズシン！　と部屋が揺れた。

　レムは怪け訝げんな表情を浮かべる。

　シェラが小首をかしげた。

「地震？」

「……揺れは一度だけでした。まるで、魔術の爆発のような」

　ここは王城の中でも、とくに中心部に近い場所だ。そこまで届くほどの爆発となると、相当の規模だろう。

　それほどの爆発が起こせる魔術師など、そうそう居るものではなかった。

　──まさか、ディアヴロ!?

　しかし、彼はファルトラ市にいるはずだ。

　扉がノックされた。

　向こう側から、緊張感のある声がする。

『閣下、至急のご報告が』

　ノアが微笑みを浮かべたまま、再びレムたちに一礼した。

「忙せわしないことで申し訳ありません。なにやら騒動が起きたようですので、失礼いたします。この場所の安全は、己身が保証いたしますから、ご心配には及びません。どうぞ謁見の日まで、ごゆるりとおくつろぎ下さい」

「……わたしたちは冒険者です。手伝えることがあるかもしれません」

「ふむ。辺境都市ファルトラではどうかわかりませんが……この王城においては、客人は客人らしく、己身と国家騎士たちを信用していただきたい」

　口調こそ丁寧だったが、明確な拒絶だった。

「……そうですか」

　レムは引き下がる。ここで不興を買っては意味がない。謁見までに、まだ数日は滞在するのだろうし。

　ところが、その日の夜には、謁見の間に呼ばれるのだった。
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　王都セヴンウォールを揺らすほどの爆発。

　それは、破壊神エウロパを撃破した合成魔術によるものだった。

　ディアヴロは馬車に揺られ、王城グランディオスに入る。

　ゲームでは、そう感じなかったが……

　荘厳だ。

　巨大な建築物というのは、それだけで人の気分を高揚させるものだ。

　ふと、城壁の造りが独特であることに気付いた。辺境都市ファルトラの城壁は、石を積み重ねたものだった。

　ディアヴロの暮らしていた元世界でも、同じような造りの中世の城はある。

　グランディオスの城壁には継ぎ目がない。

　まるで、コンクリートの建築物だ。

「…………」

　ゲームでは気にしなかったが。

　この異世界は、ゲームではない。

　建物があるからには、誰かが建造し、手入れして維持している。

　──まぁ、銃のある世界だからな。コンクリートみたいな建材もあるかもな？

　馬車の客室には二人だけ。

　ディアヴロの向かい側には、大男が座っていた。その大男──マキシマム・エイブラムスが尋ねてくる。

「ディアヴロ殿は、どこでそれだけの実力を身につけたのかな？」

　彼は屈強な肉体とは不釣り合いなことに顔は理知的だ。黒髪を七三分けにし、黒ぶち眼鏡をかけていた。

「フンッ……冒険者をしていれば、自然と実力は身につく」

　ゲームでの話だけど。

「さて、ディアヴロ殿が冒険者登録をしたのは、昨年のことだ。それより前は……異国で冒険者を？」

　細かいことまで調べられていた。

　やりにくいな、とディアヴロは思う。

「フッ……」

　否定も肯定もしないで、鼻で笑って誤魔化した。

〝ゲームでレベル上げしてたら、キャラの姿で異世界に召喚された〟と言っても、理解してもらえないだろう。

　自分でも、いまだに理解できていなかった。

　逆に尋ねる。

「俺のことを詮索するが……むしろ、怪しいのは貴様のほうだ。それほどの実力をどうやって身につけた？」

　王宮騎士はなかなかの実力者揃ぞろいだ。レベル１００以上は確実だろう。そいつらを束ねているマキシマムも、かなりの腕前に間違いない。

　この異世界は、ゲームとは違う。

　死んだら復活できないし、ダメージは本当に痛いし、治癒や回復はクリック一発という簡単なものではない。

　ディアヴロも、この異世界に来てから、戦士系を伸ばしたから理解している。

　マキシマムが唇を歪ゆがめた。

「ふふ……ディアヴロ殿と同じだ」

　──貴様もゲームのキャラクターだったのか!?

　などと言ったりはしなかった。

　典型的な〝釣り〟だ。その程度の引っかけで口を滑らせているようでは、魔王ロールプレイはできないのだった。

　自分と同じなら、元世界の言語を使っているはず。

　唇の動きからして、マキシマムはリフェリア王国語で話していた。

　理屈は不明だが──ディアヴロは元世界の言語を使っているにもかかわらず、この異世界の者たちと会話ができている。

　文字は読めないが。

　つまり、必要もないのに現地の言葉を使っているマキシマムは、間違いなく自分とは違うのだった。

「くだらぬ戯たわ言ごとを」

「そうでもないさ。ディアヴロ殿には、俺のことを同じ境遇ではないと断じる根拠があるようだ。興味深いな」

「フッ……」

　余裕ぶった態度を貫いたが、内心では驚きよう愕がくしていた。

　──この男、やべえええ！

「その根拠とは……おっ、着いたようだな」

　馬車が停止した。

　扉が開けられ、マキシマムが先に降りる。

　待ち構えるように、真っ赤なロングコートの男がいた。金髪のエルフで黒塗りの剣を提げている。

「不審な行動は慎むことだな。怪しい真似をしたら、この不死身のタナトスが斬る！」

　中二病をこじらせたような名乗りだが……

　本当に不死身かもしれない。一度はエウロパに殺されたように見えたのに、無傷で生きていた。

「タナトス、今は陛下のお客人だぞ？」

「それは、そうだが……」

　マキシマムがジロリと睨にらみつけると、タナトスが引き下がる。

　彼の態度からして、やはりマキシマムは相当の実力者なのだろう。やっかいな相手だ。なるべく対立したくない。

　ディアヴロは馬車を降りた。

「我は忙しい。さっさと、国王とやらと会わせるがいい」

「さて、自分は〝連れてこい〟と命じられただけなのでね。あとは陛下しだいだ」

　場所は王城の中庭だ。ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリで何度も訪れた。

　背後には、立派な城門がある。

　マキシマムとタナトスの他、警備兵や馬丁など周りに意外なほど人がいた。

　待つこともなく、老執事が歩いてくる。

　深々と一礼。

「ようこそ、おいで下さいました。グリーンウッド王国国王──ディアヴロ・グリーンウッド陛下」

「うむ」

「リフェリア王ダルーシュ・サンドロス陛下がお待ちです。どうぞ、こちらへ」

　タナトスが驚きの声をあげる。

「すぐに謁見を!?」

「陛下が、事の軽重をわかっておいでとはな……」

　マキシマムまで意外そうな顔をしていた。

　口調こそ丁寧だが、なかなか不遜な物言いではなかろうか。

　老執事に連れられて、ディアヴロは建物の中へ。

　マキシマムたちは付いてこなかった。

「ふぅ……」

　そっと息をつく。

　できれば、マキシマムとは対たい峙じしたくないと思った。一対一のバトルで負けるとは思わないが、演技は看破されそうだ。

　魔王のキャラクターを被っていないと、ディアヴロは普通に会話することも難しい。

　ハッキリ演技だと断言されたら、〝あーうー〟としか返せなくなりそうだった。
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　美術品の並ぶ廊下を進む。

　こういう場所には、美女の絵画を飾るか、せめて男女半々くらいが普通かと思ったが、裸の男の絵画や彫刻ばかりだ。

　美しい少年、すらりとしたイケメン、筋肉質なマッチョ……

「……王の趣味か？」

　仲良くなれそうになかった。

　老執事が困惑した様子で言う。

「本来ならば、数日は城内でお待ちいただくところなのですが……」

「は？」

「今回、陛下の御意向により、ただちに執り行われる運びとなりましたこと心よりお詫わび申し上げます。隣国の国王陛下と、リフェリア王国の国王陛下が会談されるという重大事に何の準備もできておらず、慚ざん愧きの念に堪えません」

「あ、いや……」

　一度は謁見を断ったのはディアヴロだ。

　結局、ホルンやルマキーナを人質に取られる形で、マキシマムに強引に連れてこられてしまったが。

「グリーンウッド王国とリフェリア王国の新しい国王陛下──御二人が会談する。このような歴史的な行事……伝統に則れば一ヵ月以上は準備期間を設け、周辺諸国にまで大々的に呼びかけて、十万人が入る王立競技場に特設会場を設けるべきところ」

「フ、フフフ……」

　そんなことされたら、逃げ出す。

　十万人の注目を浴びつつ、国王と会談するなんて。

　無理！

　巨大な扉の前で、老執事が深々と頭を下げた。

「国主同士による会談にもかかわらず相応しい準備ができず、謁見の間となりましたこと大変に心苦しく。しかしながら、どうぞ両国の平和と繁栄のために御容赦いただきたく存じます」

「フンッ……些さ事じだな。我は形にこだわるような小物ではない」

　魔王のキャラクターを被ってはいるが、平和が一番という気持ちはある。

　リフェリア王も、ディアヴロの強さは理解しているはず。

　おそらく、当たり触りのない会談になるだろう。なるといいな。

　扉が開けられた。

　赤あか絨じゆう毯たんがまっすぐ続く。

　左右に並ぶのは槍やりを持った重装歩兵と、何人もの大臣や将軍などの臣下たち。

　そして壇上には、壮年の男が玉座に腰掛けていた。

　歳は三十代後半か。

　リフェリア王国の人間ヒユーマンは、だいたい六十歳くらいまで生きるというから、王としては若いほうだろう。

　ガルフォードのような貫かん禄ろくがあるわけでもなく、溢あふれるような魔力も視えなかった。

　──指導力はわからないけど、個人の戦闘力は普通っぽいな。

　ディアヴロの噂うわさは伝わっているらしく、居並ぶ臣下たちが、ひそひそと言葉を交わしている。


「……あれが？」




「大魔王を倒した冒険者か」




「なんだ、あの角は？」




「混魔族デイーマンなんぞが」



　歓迎されている雰囲気ではなかった。

　それでも、国王の隣に立っている大臣が、言葉だけは歓迎を口にする。

「ようこそおいで下さいました、ディアヴロ・グリーンウッド様」

　中性的な顔立ちの美形だな──と思った。

　ディアヴロは知るはずもないことだったが、その大臣はノア・ギブン公爵。リフェリア王国の実質的な宰相だ。王に代わって国政の大半を執り行っている。

〝名乗りをあげるときが一番の鬼門だ〟と思っていたので、名前を出してくれて助かった。

　安あん堵どの吐息をつく。

「フッ……」

　ところが、その態度に一部の臣下たちから「無礼な」という声がこぼれてきた。

　ディアヴロは、ギョッとする。

　なにか言うべきことがあったのか？

　内心で歯は嚙がみした。

　──仕方ないじゃん!?　こっちはヒキコモリでニートのゲーマーなんだ。国王の前での正しい振る舞い方なんて知らないっての！　強引に呼びつけておいて、無礼者扱いかよ。どっちが無礼だよ！　まぁ、俺が無知なのが悪いんだろうけど……

　魔王ロールプレイをしていなければ、怯ひるんで俯うつむいていただろう。昔から、落ちこみやすい性格だった。

　言いたいことは山ほどあったが、グリーンウッド王国とリフェリア王国の戦争になっては困る。

　ここは忍耐だ。

　国王の隣にいる大臣ノアが、話を進める。

「まず、ディアヴロ様が最も気に掛けているであろう方々をお呼びしております」

「む？」

　彼が合図すると、別の扉が開いた。

　二人の女性が入ってくる。

　黒色の豹ひよう耳みみと尻尾のある小柄な少女と、金髪ではちきれるような胸を持つエルフ。
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　レムとシェラだ！

　ただし、服装がいつもと違う。

　まるで貴族令嬢のようなドレスを着こんでいた。レムのは赤ワインのような色で、かわいらしいフリルがあしらわれている。

　シェラのは水色で、あいかわらず巨大な胸が、こぼれ落ちそうだった。

　正直なところ、我が目を疑った。それくらい普段と印象が違って、美しく気高く威厳に満ちている。なによりも……

《隷従の首輪》がない!?　とディアヴロは驚いた。

　レムが目を見開く。

「……ディ!?」

「ディアヴロー!!」

　駆けてきたのは、シェラのほうだった。

　盛装であることも忘れたように、胸を揺らしながら走ってきて、抱きついてくる。

「お、おい……シェラ!?」

「うわーん、ディアヴロ！　ディアヴロ！　ディアヴロ！」

《隷従の首輪》に不可視の魔術がかけられているのは、魔力を視てわかった。謁見の間だから、それは理解できるが……

「な、なにかあったのか!?」

　あまりの反応に、酷いことでもされたのではないか、と不安になる。

　シェラが首を横に振った。

「ひさしぶりに会えて、嬉うれしいだけだよ」

「そ、そうか」

　ため息まじりに、レムが言う。

「……あなたは……状況を考えてください。国王陛下の御前ですよ？」

「あ」

　国王だけでなく多くの大臣や将軍や衛兵にも、ジロジロ見られていた。さすがのシェラも照れ笑いを浮かべつつディアヴロから身体を離す。

　なんということだ。

　──やはり、爆発すべきは、俺なのか？

　ディアヴロは密かに動揺していた。

　リフェリア王と対たい峙じするために用意していた気力が、すっかり萎えている。そんな気分だった。

　レムが踵かかとを揃そろえて立ち、国王へ深々と礼をする。

「リフェリア王、ダルーシュ・サンドロス陛下、お目通りが叶かない、恐悦至極に存じます。わたしはレム・ガレウ。こちらはシェラ・Ｌ・グリーンウッド。どちらも、ディアヴロの妻であります」

　思わず見とれてしまうくらい、凜り々りしい姿だった。

　先程、ディアヴロの態度に怒りを露わにしていた者たちから、今度は文句が出ない。

　つまり、レムの礼儀作法は正解ということか。

　国王が小さくうなずいた。

「うむ」

　それだけで、あとはノアが話すようだ。

「大魔王が復活し、魔族や魔獣が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする昨今、さまざまな経緯があったようですが、グリーンウッド王家の皆様が再会できたこと、大変に喜ばしい」

　──いやいや、大魔王なんて関係なくて、俺が国王の謁見から逃げ回ってたからだ。つーか、再会が喜ばしいとか言うけど、そもそも別行動してたのは王都に来いなんて命令のせいなんですけど!?

　そう思ったものの、思うだけにしておいた。できるだけ穏便に済ませたい。

　レムが応じる。

「……陛下の御心遣いと、ノア様のご配慮に感謝いたします」

　やはり、臣下たちからの批判はない。

　シェラが小さな声で言う。

「さすがレムだね」

「そうだな」

　宿屋や馬車屋と交渉ができ、野宿の知識もあり、国王陛下の御前での礼節もわきまえている。

　──すごいことなのでは？

　以前から、ただの冒険者ではないと思っていたが……

　ノアが本題に入る。

「ディアヴロ様は、ファルトラ市に襲来した大魔王との戦いにおいて、多大なる貢献をしたと伺っております……」

　返答に迷う。

　しかし、いつもと同じ。

　ディアヴロと対立するのは危険だと思わせておいたほうがいいだろう。

　尊大な態度で返す。

「フッ……我に刃向かった者は大魔王であろうと殲せん滅めつする。それだけのことだ」

　臣下たちが、ざわめいた。

　噂うわさ話ばなしは聞いていても、本人が答えると違うものらしい。

「やはり本当だったのか」「しかし、元素魔術師だという話だが？」「英雄か」「まさか混魔族デイーマンだぞ」「魔術師協会に所属してもいないのに……」

　馬鹿馬鹿しい、とディアヴロは嘆息する。

　──敵と戦うときに、種族や立場が何の役に立つ？

　臣下たちがこの調子では、王の器も知れていた。

　嗚あ呼あ、帰りたい……

　喩えるなら、最初はサービス残業くらいの帰りたさだったのが、もう休日出社くらいの帰りたさになっていた。ニートには耐え難がたい。

　ノアが尋ねてくる。

「報告によれば、城のごとき姿に変貌した大魔王に単身で突入し、これを討ち果たしたとか」

　形勢を決したのは《グラビティアビス》だが、最もダメージを与えたのは魔術反射してやった《覆滅の炎》だろう。

　なにより、トドメは《エリクサー》などと言って信じるかどうか。

　結局、細かいことは語らない。

「フンッ……相手がどのような姿になろうと、関係はない。不遜にも、我が拠点に侵攻してきたので、叩たたき潰してやっただけのこと！」

　また臣下たちに不穏な空気が流れる。

〝我が拠点？〟

　隣国の王が、ファルトラ市の防衛を根拠に、その領有権を主張する気か──と緊張が走った。

　──細かいとこ、ツッコミすぎだろ!?

　ディアヴロは内心で泣きそうになる。

　国主の言動は、単語ひとつでも国際問題になるものだが、自分は一般人でしかない。政治スピーチのスキルなんて持っていなかった。

　レムが急いでフォローする。

「……ディアヴロはグリーンウッド王ではありますが、人ひと族ぞくの安寧を守る冒険者でもあるのです！　ファルトラ市を活動の拠点としている」

　ざわめきが小さくなった。

「冒険者を」「王が？」「グリーンウッドは傭よう兵へいの産地でもある」「王、自ら？」「冒険者が王になったと」「小国らしい話ではあるな」

　ノアが問うてくる。

「ディアヴロ様は、元素魔術で大魔王を倒したのだとか？」

「そうだな」

　リフェリア王国において、魔術といえば召喚魔術を指す。

　元素魔術は弱くて使い物にならない──と考えている者が大半だった。
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　とうとう、列席している者の一人が前に出てきた。まだ若く、ギラギラした目つきの男だ。ごちゃごちゃ飾りのついた軍服を着ている。

「到底、信じられませんな！」

「む？」

　ディアヴロは睨にらみつけた。

　相手は、張り合うように睨み返してくる。

「私はリフェリア王国軍少佐、ハロルド・ウィリアムだ！　元素魔術なんぞ、いくらレベルを上げたところで大型召喚獣には及びはしない！　まして、大魔王を倒したなどと噓うそに決まっている！　陛下、この男はペテン師です。そもそも、あの気位の高いエルフたちが、混魔族デイーマンを王にしたというのも疑わしい！」

　言われてみると、たしかに……

　ディアヴロの言動も存在も、この異世界の常識からは、かなり外れていた。

　シェラが反論する。

「噓じゃないよ！　ディアヴロは王になったんだもん。あたしと、け……けっこん……したんだから」

「エルフは瘦身な種族！　この女がエルフであるかも疑わしい」

「ひどいよ!?」

　意外と気にしていたのか、シェラが涙目だ。

　レムが目を見開く。

「……たしかに」

「ちょっと、レムまで!?」

　ウィリアム少佐が、ドヤ顔で煽あおってくる。

「角の生えた混魔族デイーマン！　お前の言葉が噓でないと言い張るのなら、証を出すがいい！」

　ディアヴロは肩をすくめた。

「信じぬのなら、それでもよい」

「なぬ!?」

　昔から、信用されないことには慣れている。多くの人は、主張の内容よりも、その主張をした人物を見る。自分は友達がいなかったから……

「貴様の言のとおりなら、我は大魔王を討伐したわけでも、グリーンウッド王でもないわけだ。ならば、ここに呼ばれる理由はなかろう？」

　レムが肩をすくめた。

「……そういうことになりますね。わたしたちも、陛下に謁見する理由がありません」

　彼女も内心では、ディアヴロやシェラを疑われたことに腹を立てていたらしい。口調に険があった。

　ディアヴロは王に背を向ける。

「帰らせてもらうぞ」

　シェラが腕にしがみついてきた。

「置いてかないでよー」

　臣下たちが騒然となるが、引き留めようという者はいない。

　ノアが冷ややかな声で言う。

「ウィリアム少佐……？」

　弾かれたように、ギラギラした目つきの軍人が、ディアヴロたちの前に飛び出してきた。

「ま、待て！」

「フンッ……ケガをしたくなければ、どくがいい、小物」

「小物!?　この三十歳で少佐になった、私を!?」

「知らんな」

　このリフェリア王国で、何歳でどの階級にいたらすごいのか、知ったことではなかった。

　ウィリアムが腰の剣を引き抜く。

「陛下に虚言を吐いたならば、不敬罪！　見逃すことはせぬぞ！」

　シェラがディアヴロの後ろに隠れる。

「きゃあ!?」

「……剣を抜いたのは、そちらが先ですよ」

　レムが身構えた。

　ディアヴロは片手を突き出す。

「貴様、レベルは？　死にたくなければ、正直に答えるがいい」

「な、なんだと!?」

「答えろ。あまりレベルが低すぎると、我の魔術で消し飛ばしてしまうからな」

「栄えあるリフェリア王国軍の少佐である私を愚弄するか！　役立たずの元素魔術師で、卑ひ賤せんな混魔族デイーマンごときが！」

　ウィリアムが剣を振り上げる。

　遅い。

　レベル40くらいか？　この異世界の戦士としては、平均より上だろうけど。

「愚物め……《グラキエスカノン》ッ!!」

　氷の塊を飛ばす魔術。

　ただし、ディアヴロの強大な魔力により発生した氷は、大人一人ぶんよりも巨大な氷塊だ。

　それが高速で飛んでいく。

　直撃すれば、人の形すら残ったかどうか。

　狙いを外して、ウィリアムが振り上げた剣だけに命中させた。刃を砕く。そして、氷塊は彼の背後へと飛んでいった。

　謁見の間の壁を貫く。

　轟ごう音おんが響き渡る。

　それでは終わらなかった。

　城壁はコンクリートのような外見だが、それほど固くなかったのか？　それとも、想像していたよりも《グラキエスカノン》の威力が大きかったのか？

　派手に穴を開け、その向こう側の壁も抜き、何枚もの壁を貫通する。

　穴から、夕焼けに染まる空が見えた。

　ウィリアムが目を血走らせ、泡を噴きながら、へたりこむ。

「ひっ……ひいぃぃぃぃぃぃ～～～～～!?」

　失禁した。

　大臣たちが、慌てふためいて逃げ惑う。

　同じように逃げそうになった将軍や重装歩兵たちだったが、さすがに職分を思い出したのか、剣や槍やりを構えた。

　シェラとレムが顔を青ざめさせる。

「ディ、ディアヴロ～!?」

「こんなところで、そんなにも強力な攻撃魔術を使うなんて……やりすぎではありませんか!?」

　──壁にヒビくらいで済むと思ったんだ。

　しかし、動揺しては魔王らしくない。余裕ぶった態度で鼻を鳴らす。

「フッ……攻撃魔術だと？　今のは、ちょっとした挨拶だ。我が本気で攻撃したら、この城ごと消し飛ばしてしまうゆえ」

　ノアが目を細める。

　ウィリアムをけしかけたのは、彼だ。こんな状況を予想していたのか、慌てた様子はなかった。

「さすがです。報告によれば、ディアヴロ様は混魔族デイーマンではなく、このように自称しているのだとか？」

「む」

「──異世界の魔王、と」

　今までで一番、臣下たちが騒がしくなった。悲鳴さえあげる者もいた。

　ディアヴロは焦る。

　──マズイ。この混乱を鎮めるような話術は持っていない。

　王城で戦闘になったら、レムとシェラを守り切れるか怪しい。兵士たちだって不必要には殺したくない。

　威圧して、ビビらせ、戦闘を回避するしかない！

　叫ぶ。




「そうだ！　我が名はディアヴロ！　異世界より来た、魔王であるッ!!」




　とびっきり凶悪そうな顔で言い放った。

　内心では頭を抱える。

　あーあーあー、やっぱり、こうなったかー。リフェリア王の前で、魔王と名乗ってしまった。

　こうなると思ったから、謁見から逃げ回ったのに。

　犯罪者？　お尋ね者？　デッドオアアライブ？　さらば、まったり異世界ライフ。こんにちは、逃亡生活。
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　笑い声があがった。

　誰かと思えば、ずっと動かず、そろそろ人形でも置いてあるのではないかと疑いはじめていた国王──ダルーシュ・サンドロスだ。

「くはははは！　まさか、魔王とは！」

「……」

　ディアヴロは様子を窺うかがった。

　王が問うてくる。

「冒険者で、グリーンウッド王で、魔王なのか？」

「そういうことだ。我は、こそこそと噓うそや言い逃れをするような小物ではない」

　──魔王は演技ですけど。

　ダルーシュが身を乗り出す。

「大魔王モディナラームを倒したのも、本当なのだろう？」

「くどい。我が真の力を見せてやろうか？」

「いやいや、もう充分だ。数々の力自慢や技自慢を見てきたが、グランディオスの壁を貫いて空を見せたのは、貴公が初めてだ」

「フンッ……雑魚ばかりということだな」

　──まぁ、王城を破壊するような非常識な者が、他にいなかった──というだけかもしれないが。

「面白い男よな、ディアヴロ。魔王を名乗りながら、人ひと族ぞくの街を守るとは。魔王とは人ひと族ぞくを殺す者ではないのか？」

　──ビスケット大好きな魔王もいるぞ？

「フンッ……人ひと族ぞくの生き死になどに興味はない」

　ノアが控えめな声で言う。

「ディアヴロ様は異世界の魔王。この世界の魔王とは違う……ということでしょう」

　ダルーシュが納得顔でうなずいた。

「なるほどな。で、あれば──ディアヴロよ、余に仕える気はないか？」

「はあ!?」

　臣下たちが色めき立つ。

　ノアが眉をひそめた。

　しかし、ダルーシュは意見を改めない。

「余は伝統が嫌いなのだよ。様式だの格式だの、誰がいつ決めた？　住む場所も食う物も言動のひとつまで、あれもこれも過去に決められたことばかり。余は王ではないのか？　なぜ、過去の王の決めたことに従わねばならぬ」

「……」

「リフェリア王国の歴史の中で、魔王を召し抱えた王はいない。ディアヴロよ、余に仕えるがいい」

　彼は興奮気味だった。

　ディアヴロは言葉を返す。

「お──」

　お断りだ！

　そう口にする前に、ノアが進言する。

「陛下、ディアヴロ様はグリーンウッド王であり、異世界のとはいえ魔王です。国主を臣下とするのは、すなわち異国を支配するも同義。あたら平穏を乱し、国家間の軋あつ轢れきを生むがごとき言動は御身の為になりませぬ」

「しかしだな！」

「陛下、過去の王の何者も、魔王と和睦したことはありません。召し抱えずとも、充分に歴史に名を刻んでおられるではありませんか」

「……ふむ……たしかに」

　話が落ちつきそうで、ディアヴロは安あん堵どする。

　臣下たちも。

　そして、レムやシェラも、息をついた。

　ダルーシュが、ノアに問う。

「余は、どうすべきか？」

「ディアヴロ様をグリーンウッド王と認め、両国の変わらぬ親睦を確認するのが、ひとつかと」

「他には？　魔王と和睦したことを周辺国の諸侯に知らしめるような案はないのか」

　ノアが少し思案した。

「ディアヴロ様は冒険者でもあるとか。陛下の御み名なにおいて依頼をしてはいかがでしょうか？　ちょうど、今朝の案件が」

　ダルーシュが顔色を明るくする。

「おお！　さすがはノアだ。妙案である！」

　なんだか、面倒そうな話になってきたな──とディアヴロは思う。

　しかし、犯罪者として追われたり、リフェリア王国とグリーンウッド王国の戦争になったりするよりは、マシか。

　シェラは黙って聞いていた。

　基本的に話すのが苦手なディアヴロに代わり、レムが尋ねる。

「……陛下が、ディアヴロを冒険者と認めて、依頼を下さるのでしょうか？」

「うむ！」

　詳細をノアが説明する。

「先頃、南方新地カリュティアの要塞が、野獣の群れに襲われて陥落いたしました」

「……カリュティア」

　レムの声が、わずかに震えた。

　ノアが続ける。

「人ひと族ぞくの街を襲う野獣を退治する──まさに、冒険者に相応しい依頼ではありませんか。ただし、敵は王国軍が駐留していた要塞を四つも落とすほどの強さ。巨人スプリガンも現れたとか……簡単ではないでしょう」

　彼の顔から表情が消え、まるで仮面のような印象を受けた。

　──スプリガンか。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、重要な場所へ踏みこむのを阻む番人だった。人ひと族ぞくの要塞に攻めてくるとは……ゲームとは違うようだ。

　レムが不安げに尋ねてくる。

「……いかがしますか、ディアヴロ？」

　敵は強そうだが、犯罪者や戦争は嫌だし、王の臣下になるなんて、もっと嫌だ。

　異世界で悠々自適……でもないが、好きな時間に起きて、好きな時間にメシを食って、気が向いたらクエストを受けて。

　やっと自由になったのに。

　気楽な生活を捨てて、どうして就職しなければいけないのか!?

　──他人と話すのは苦手だが、仕事場に出社して働くのは、もっと無理だ。

　ディアヴロは腕組みしつつ。

「面倒だがな……まぁ、クエストだと言うのなら受けてやってもいい」

　レムがうなずいて、具体的な交渉に移る。

「……報酬は、どうなりますか？」

「無論、相応の額を用意しております。先頃、グリーンウッド王国は魔族の襲撃を受け、少なからぬ犠牲者が出たと聞き及んでおります。リフェリア国王から支援金を送らせていただくというのは、いかがでしょうか？　諸外国に恥じない金額を用意できるかと存じます」

「……お心遣い、ありがとうございます」

　実は最初から考えてあったのではないか？　そう思わせるほど、ノアからの提案は淀よどみなく出てきた。

　シェラが目を伏せる。

「ん……」

　いつも何も考えずに口を開くような彼女が、言葉を吞のみこむなど珍しいことだった。

　よし！　とダルーシュが手を叩たたく。

「ディアヴロよ、カリュティアを襲った野獣どもを駆逐せよ！」

　結論は無難だった。

　普通なら、頭を下げて退室するのだろう。

　──だがな！

　ディアヴロは《トネールアンペラール》を取り出した。

「ふんっ！」

「む？」

　ダルーシュが怪け訝げんな顔をし、ノアが初めて焦燥感を滲にじませる。

「な、なにをする気です、ディアヴロ様!?」

　たとえ、まとまる話がまとまらなかったとしても──これを譲ったら、魔王ではない。

　魔ま杖じようを王へと向ける。




「勘違いせぬことだ！　我は貴様に従うのではない。請こわれたから、力を貸してやるだけのこと。魔王を従えられたなどと思いあがるな！」




「ディ……」

「……アヴロ!?」

　レムとシェラが絶句した。

　額に汗を浮かべて、ノアが肩を震わせる。

「……ッ」

　臣下の中には、今にも斬りかかってきそうな者たちもいた。

　殺気だった緊張が走る。

　しかし、ダルーシュだけは違った。

　彼は破顔する。

「クハハッ！　よい！　しかと覚えておこう。だがな、余はリフェリア王──人ひと族ぞくを統すべる者である。魔王に震えあがることなど、ありえぬ！」

「フッ……どうやら、城に引っ込んでいるだけの腰抜けではないようだな」

「大魔王を倒したという実力……本物であることを示してもらうぞ？」

「誰に言っている！」

　互いに睨にらみ合い、不敵な笑みを浮かべた。

　ディアヴロは背を向け、謁見の間から出る。

「あ、待ってよー」

　シェラが早歩きでついてきた。

　レムが慌てて王に深々と礼をし、急いで追いかけてくる。

　笑みを浮かべるダルーシュの隣で、ノアが氷のように冷たい表情を浮かべていた。





第二章　南方新地へ行ってみる




　増援一万の軍勢と同行するか、馬車で先に向かうか。

　問われたディアヴロは、先行を即答した。

　理由は、一刻も早く人ひと族ぞくの街を野獣どもから守るため──ではなく、大勢の知らない人と一緒に旅をするなんて絶対に嫌だったからだ。

　もちろん、人ひと族ぞくの犠牲者は少ないほうがいいが。

　そのようなわけで、ディアヴロたちは四頭引きの大型馬車に乗り、南方を目指すのだった。

　謁見（公式には会談）の翌日に出発し、王都を出てから七日後──




　街道とは呼べないような山中の道だった。

　左手側は山で、右手側は谷だ。

　木々が茂り、ときどき大きな枝が行く手を塞ぐので、護衛が下りて伐採せねばならなかった。

　八人乗りの大型馬車だが、客室にはディアヴロとレムとシェラだけ。ベンチのような板張りの座席に並んで座っていた。

　軍用馬車なので、明かり取りの小窓しかない。ほぼ外は見えず、薄暗かった。

　屋根には、食料や水が多めに積まれている。

　外の御者台に、御者が一人と護衛が二人──彼らは軍人で、戦地までの案内役でもあった。

　おそらく監視役でもあるのだろう。食事のときですら彼らは距離を置き、ほとんど会話することがなかった。

　山道を進む。

　レムの顔色が悪かった。

「ううぅ……大型の馬車でよかったです。普通の馬車なら、もっと揺れたでしょうから、耐えられなかったかと」

「相変わらず、乗り物が苦手か」

「……はい」

　一方、シェラはいつになく静かだ。

　馬車の小窓を見つめ、ため息をついた。

　いつも脳天気が服を着て胸を揺らしているような少女なのに、珍しい。

　気にはなったが……こういうときにサッと声をかけられる性格だったら、コミュ障など患っていない。ディアヴロは無言を貫いた。

　レムが尋ねる。

「……どうかしましたか、シェラ？」

「んー」

　いつになく曖昧な返事だった。

「……あなたらしくありませんね。遠慮せずに話してください」

「遠慮とかじゃなくて……自分でも、よくわからないんだ」

「……なにが言いたいのかよくわからないのは、いつものことでしょうに」

「あぅあわぁー」

　ひどい評価だった。

　おかげで、彼女は話しやすくなったようだったが。

　しばらくして、ようやくシェラが口を開いた。

「えっとね……リフェリア王国は、昔、エルフの森を襲ったでしょ。ダークエルフたちを魔王崇拝者だと思って」

「……そう、聞きましたね」

　三代前の王が《神聖軍》という兵団を差し向けたらしい。

　結果、ダークエルフは豊かな森を追われ、毒の森で暮らしていた。

　生き残ったダークエルフたちは、攻めてきたリフェリア王国の人間ヒユーマンも、自分たちを見捨てたエルフも憎んでいる。

　今は、シェラの提案によって融和に向かっているが……

　彼女は言う。

「人間ヒユーマンには昔のことかもしれない。父さんは、もうエルフ族はリフェリア王国と和解したって言ってた。でもね、酷い目に遭ったダークエルフは、まだ生きてるんだ」

「……リフェリア王国を許せませんか？」

「ううん。そうじゃなくて、同じことが起きてほしくないな、って……あと、ダークエルフたちは魔王崇拝者じゃないって、わかってほしいんだ。みんなに」

「……そうですね」

「それを王様に言いたかったんだけど。言い出せなくって」

「……あなたにしては、ちゃんと物を考えました」

「え？」

　レムがため息をついた。

「……物事には、機というものがあります」

　シェラが小首をかしげる。

「き？」

「……何事も、人と時と場所を選ばなくてはなりません。ダークエルフたちの潔白と、今も続く苦難への救済を訴えるに──国王陛下へ直に訴えるというのは正しいでしょうか？　わたしには浅慮に思えます。場所も疑問ですね？　謁見とは、陛下に好き勝手なことを言っていい場所ではありません」

　──そうだったのか。

　ディアヴロは自分でも驚くほど、好き勝手に言ってしまった気がした。

　レムが続ける。

「……なによりも、時です。最悪です。お歴々は殺気立ち、今にも戦いになってしまいそうでした」

「うん、恐かったよね！」

　険悪な雰囲気になった原因は、もちろん、ただ一人にあるわけだが。

　レムが冷ややかな視線を向けてきた。

「……なぜ、ディアヴロは王都に？」

　ずっと溜たまっていたものを吐き出すような問い。

　──まさか、モンスター娘ソープランドの無料権をもらったから、とは言えない。

　恥ずかしい！

　風俗も浮気という意見もあるし。いや、風俗に行く気はなかったわけだが！

　そもそも、レムの指輪をすり替えるのが目的だったわけで……

　二重三重に正直なことは言えなかった。

　ディアヴロは腕組みする。

「フンッ……貴様らだけでは解決できぬ事態が起きるであろう、と思ってのことだ！」

「……たしかに、今回のクエストはディアヴロがいなければ、不可能ですね」

「そうだろう」

　誤魔化せた！

　レムがシェラとの会話に戻る。

「……落ちついて考えてみましょう。もう今は、ダークエルフの里へ、リフェリア王国が兵を差し向けることはありません」

「うん」

「……ダークエルフに対する差別意識は問題ですが、それを陛下に訴えたとしても解決することではないでしょう」

「簡単じゃないよね」

「……あなたの気持ちはわかります……しかし、正しい機を選ばなければ、期待する結果は得られません。言いたいことを言うだけなんて子供の行いです」

「わかった。ありがとう、レム」

「いえ……あなたも、少しずつ成長しているのですね」

「えへへ……」

　レムはシェラよりも少し年下なのだが、お姉さんみたいだった。

　ディアヴロにも同じ気持ちはある。

　ダークエルフたちは苦しい生活を強いられていた。彼らに魔王に関わる儀式が受け継がれていたから──という誤解によるものだ。そんなのは理不尽だし、救済されるべきだと思う。

　しかし、今回の謁見では、あやうくディアヴロ自身が、無礼者で犯罪者で反逆者になるところだった。

　──このクエストを成功させたら、訴えてみてもいいかもしれない。

　また王に会ったときの雰囲気によるが……

　ディアヴロの実力は必要だと思わせることができれば、ダークエルフたちへの救済措置も要求できるのではないか？　そんなことを、ぼんやり考えるのだった。

　ふと、シェラが話題を転じる。

「そういえばさー。これから、どこ行くんだっけ!?」

　ちょっと褒めた途端に、これだった。

　レムがジト目で睨にらむ。

「……南方新地カリュティアです」

「ふーん？　レム、そこでなんかあったの？」

「え？　どうしてですか……」

「なんか、表情が暗くなったでしょ、その名前を言ったときに」

　ディアヴロは、レムのことをまじまじと見つめる。そんな変化には気付かなかった。

　彼女が肩をすくめる。

「……あなたは、変なところで勘がいいのだから」

「やっぱり、なにかあったの？」

「……カリュティアは──」




　言いかけたとき、馬車が大きく揺れた。




「きゃあ!?」

　悲鳴をあげて飛びついてきたのは、なんとレムだ。こういうときは、いつもならシェラが頼ってくるのだが。

　ディアヴロは細い身体を受け止める。

　まだ女性に触れるのは慣れないけれど、緊急時に抱き留めるくらいはなんとか。それくらいは慣れた。

「大丈夫か、レム？」

「ううぅ……すみません。自分の足が地面についていないと不安で……そのうえ、揺れたもので」

　びくびくと震える姿は仔こ猫ねこのようだった。

「なにか起きたようだな」

　馬車の震動が増え、後ろに身体が押しつけられる。加速しているのか。

　このような不整地で飛ばすのは危険だ。目的地に急いでいるわけではないだろう。

　ディアヴロは客室の中で視線を巡らせた。

「シェラ、どこだ？」

　レムは怯おびえきっているし、その彼女をディアヴロは抱きかかえている。だから、シェラに外の様子を見てもらおうと思ったのだが……

　残念なことに、シェラは床でひっくり返っていた。揺れたとき、椅子から転げ落ちたのか。

「はらひれほれ……」

　彼女は目を回している様子だった。

　──おいおい、ぱんつ見えてるんだけど!?
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　御者台から、鋭い声があがる。

「なんだ、あの化け物は!?」

　──化け物？

　軍用馬車の窓は小さい。外を見るのには不向きだ。

　もう躊ちゆう躇ちよしている場合ではない、と判断した。

　レムを抱えたまま、ディアヴロは座席から腰を浮かせ、馬車の右側の扉を蹴り開ける。

　ごうっと風が入ってきた。

　緑の景色が背後へ流れていく。

　右手側には谷があるはずだった。

　巨大な頭が視界に入る。

　ずんぐりして首のない体型のモンスターだ。目と口らしき場所に、穴がある。

　ディアヴロには見覚えがあった。

「《スプリガン》か！」

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリでは、拠点の周辺で待っているタイプだった。こんな街道で出現するとは！

　レムが目を見開く。

「あれが、スプリガンですか……!?」

「ひっ!?」

　シェラが悲鳴をあげた。

　スプリガンが太い腕の先にある、槌つちのような拳を振り上げる。

　おそらく、馬車の速さでは逃げ切れない。むしろ、ちょうどいい標的になってしまう。

　危険を感じた瞬間、ディアヴロの思考速度が跳ね上がった。

　──魔術で撃破を！　いや、これだけ巨大な、しかも金属質の外見のモンスターを一発で撃破するだけの魔術は、相応の詠唱時間が必要だ。間に合わなければ攻撃を受ける。自分はともかく、レムとシェラは無事では済まない！

「飛び降りろ！」

　ディアヴロは御者たちへ叫んだ。

　もともとレムのほうは片手で抱えていたから、シェラを摑つかみ上げる。両手で二人を運び、馬車の外へ身を躍らせた。

《飛ひ翔しよう魔術》

　かなりの速度で走る馬車から飛び降りて、ごつごつした地面に接触したら、やはり無事では済まない。

　ディアヴロは上空へ逃げた。

　直後──

　スプリガンが槌のような拳を叩たたきつけてくる。

　馬車が潰された。

　金属の砕ける音や、木板のひしゃげる音が重なる。馬の悲鳴も。

　レムがうめく。

「……御者たちがッ」

　彼らは、飛び降りなかったらしい。

　大型モンスターに遭遇したとき、速さで振り切ろうとするのは無謀だった。馬車を捨て、森へ逃げこむべきだった。

　シェラが泣きそうな声をこぼす。

「ひどい……」

「……くっ……どうしますか、ディアヴロ？」

「俺たちだけなら、このまま飛翔魔術で逃げることは可能だがな」

「……はい。しかし」

　数日後には、リフェリア王国の援軍が、この道を通るはずだ。大型モンスターを放っておけば、大勢の犠牲者が出るだろう。

　クエスト依頼のとき、要塞に攻めてきた敵として大臣が名を挙げていた。討伐対象と考えるべきか。




「フンッ……我に刃向かいし愚か者に、相応の報いをくれてやらねばな！」




　ディアヴロは潰された馬車の近くへと降り立った。

「陽動をかけます！」

　レムがクリスタルを投げる。召喚獣《ストーンマン》を出した。石の巨人だ。

　巨人といっても人ひと族ぞくの倍ていどの大きさなので、王都の城壁よりも背丈があるスプリガンと比べたら、小さなものだったが。

　ストーンマンが山道を駆け、敵の注意を引く。

　シェラが召喚獣《ターキーショット》を使って、上空から監視する。

「近くにいるのは、この大きいのだけっぽいよ！」

　いつになく的確な働きだ。

　今まで、高レベルな敵と戦うときは離れて見ているばかりだった二人が……

　前に、ロゼとササラが前衛を務めたのを目の当たりにし、レムとシェラも自身にできることを考えたのかもしれない。

　彼女たちも冒険者だ。成長しているのだった。

　スプリガンが再び拳を振りかぶる。

　レムの操るストーンマンが、相手の顔へと飛びかかった。殴りつける。固い音が響いた。

　スプリガンの巨大な拳に殴られ、ストーンマンがあっさり砕け散る。

　黒く濁った水晶になり、レムの手に戻った。

　ろくにダメージを与えることもできず敗れたが……時間は充分に稼いでくれた。

　ディアヴロは魔ま杖じよう《トネールアンペラール》を突き出している。

　──スプリガンは土属性だったな。

　効果的なのは風属性だ。

「……大気よ唸うなれ、螺ら旋せんに捻れ、天地を貫け！　《グランドトルネイド》ッ!!」

　竜巻だった。

　山の木々を引き倒し、地面を斬り裂き、全てを渦に吞のみこんでしまう。

　スプリガンの表面が崩れ、破片が空に舞った。

　猛烈な突風に、野太い声が混じる。

　敵のうめき声か。

　全てが視界に収まりきらないほどの巨大さではあるが、まっとうな物理攻撃をしてくるし、弱点属性の魔術で効果的にダメージが与えられる。

　耐久力は高そうだが、力押しで勝てそうだ。

　攻撃も威力はあるものの、遅い。

《グランドトルネイド》の効果が収まると、はっきり金属質の表面がヒビ割れ、内側からは黒色の粘液がこぼれてきた。

　──血？　いや、むしろ、オイルのようなものか？

　こんなダメージ演出は、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにはなかったが。

　それを言ったら、ゲームでは生物がダメージを受けても欠損はなかったし、内臓が飛び散ることもなかった。

　三発目の攻撃も回避し、また魔術を叩たたきこむ。

　単純なパターンを繰り返した。

　とんでもない頑強さを誇る鋼鉄の巨人も、十発以上の高火力魔術には耐えられなかったらしい。

　振り回していた太い両腕が、音を立てて折れ曲がった。

　重さのせいか、千切れて落ちる。

　ズゥン、と地面が揺れた。

　スプリガンの動きが止まる。

　ディアヴロは額に浮いた汗をぬぐった。

「ふぅ……やっとか」

「……倒したのですか？」

「さっすが、ディアヴロだよね！」

　レムとシェラが駆け寄ってくる。

「フッ……この程度の雑魚など……むっ!?」

　言いかけて、慌ててディアヴロは地面を蹴った。馬車を飛び降りたときと同じように、両手で彼女たちを摑つかむ。

　再び、ブーツ《虚空の舞踊》に魔力を送る。飛ひ翔しよう魔術によって、その場から飛びあがった。

　スプリガンの表面が真っ赤になる。まるで熱した鉄のように。

　──なにかヤバイ！

　ゲームにはなかった特殊行動だった。

　焼けた鉄のようになったスプリガンがぐにゃりと膨らむ──弾け飛んだ。

　爆発した。

　レムとシェラが悲鳴をあげる。

　強烈な爆風を浴びた。

　車輪のようにディアヴロの視界が回転する。上も下もわからなくなってしまった。

「ぐうぅぅぅ……ッ!?」

　──スプリガンが自爆しただと!?

《飛ひ翔しよう魔術》は自動的ではない。術者が平衡感覚を失っては、正常に飛行を続けるのは難しかった。

　気付いたときには、立木の枝に足を引っかけてしまう。

「がっ!?」

「きゃああ!?」

「助けてー」
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　目を開けると、青空が見えた。

「ううぅ……」

「無事ですか、ディアヴロ？」

　心配そうな表情で、レムが覗のぞきこんでくる。

　その隣に、シェラの顔もあった。

「だいじょうぶ？」

「うむ。お前たちは？　生きてはいるようだが……ケガはないか？」

　ディアヴロは身体を起こした。

　見たところ、レムたちは無事そうだ。

「……わたしたちは平気です。落ちたとき、あなたが守ってくれましたから」

「この樹も助けてくれたしね」

　シェラの言葉に、周りを見てみれば──

　立木の枝葉が、まるで大きな手の平のように、ディアヴロたちを受け止めてくれていた。

「こんなことができるのか!?」

「優しい樹だったから」

　嬉うれしそうに彼女は言った。

　レムが肩をすくめる。

「……エルフの王族は特別なのでしょうね」

「そうじゃなくて、この子が優しい樹だったんだよー」

「……どんな樹だろうと、ふつうの人ひと族ぞくは、こんなふうに助けてもらえることはありませんよ」

「あるってばー」

「ありません」

　ひさしぶりに言い合いをしている二人を横目に、ディアヴロは谷底へと視線を向ける。

　山中の道は、爆風で崩れてしまっている。

　巨大モンスターを倒せたのはいいが、あとで軍隊が来るとすれば、ずいぶん苦労させそうだった。

　馬車の残骸も見当たらない。

　崩れた道と一緒に谷底か。

　周囲には、黒く焼けた破片が無数に転がっていた。スプリガンの残骸だろう。

　光の粒子になって消えないということは、魔族や魔獣ではなく、野獣に分類されるモンスターということか。

　──爆発の威力は高かったけど、土属性に違いはなかった。風属性の魔術《ストームウォール》あたりで防ぐのが正解だったかな。

　今回は、森の大樹のおかげで無傷で済んだが……

　飛ひ翔しよう中ちゆうに攻撃を受けると、墜落ダメージが無視できない。レムとシェラを守ることを意識しすぎて、選択を間違えた。

　単独行動ソロプレイの頃とは異なる判断が必要になる。

　自爆する敵には、《グラビティアビス》や《ナラク》などの幽閉系や、範囲で行動停止させる《アイスエイジ》という選択肢もあった。

　ゲームになかった特殊行動に驚いて間違えたことが、腹立たしい。

　──もっと、臨機応変に。慎重に。用意周到に。

　この異世界はゲームと違って、リセットも蘇そ生せいもない。一瞬の判断ミスで大切なものを失ってしまう。

　出会ったばかりの頃は、どうだったろうか？　よく覚えていなかった。

　今は？

　レムとシェラを失うかもしれない、と思うと……背筋が震えた。

　彼女たちが、枝葉でできたクッションを下りる。

「……行きましょう、ディアヴロ」

「歩くしかないもんね」

　馬車が落ちたであろう谷底を見つめ、二人は少しの時間、黙もく禱とうを捧ささげた。

　そして、ディアヴロたちは山中の道を歩く。

　しばらくは悲しそうな様子だったシェラだが、もともと悩まない落ちこまない引きずらない性格だ。

　笑みを見せた。

「こんなふうに三人で歩くの、ひさしぶりだね！」

「……そういえば、最近は馬車での移動ばかりでしたから」

「ファルトラの湖東の森を思い出すよー」

「……やはり、旅は歩いてするものです。何日かかろうとも、だんっぜん歩くほうがいいです」

　馬車を失って、日数もわからぬ徒歩の旅となったのに、むしろレムは元気になっていた。

　シェラが苦笑する。

「あたしは、楽なほうがいいけど……あ、そういえば、さっきレムが何か言いかけてなかったっけ？」

「……」

　彼女が言い淀よどんだので、ディアヴロは話すよううながす。

「南方新地カリュティアのことだろう」

「そうそう！　なんかレムが訳アリって感じだったんだよねー」

　観念したのか、彼女は語りはじめた。

「……まず、南方新地カリュティアについて、簡単に説明しておきましょう。リフェリア王国の南に広がる深い森に覆われた山岳地帯です」

「さんがく？」

「険しい山の多い土地です」

「ああ、なるほどー」

　シェラが周囲を見渡す。

　たしかに、山ばかりだった。

「……ここへ三代前のリフェリア王が領土を広げたのは、一〇〇年くらい前です。だからもう新地と呼ばれていても、新しいという印象はないのですが……それはともかく、この地方の最も大きな街は《辺境都市カリュティア》といいます」

　ああ、とシェラがうなずいた。

「ファルトラ市も、ファルトラ地方だもんね」

　そういえばそうだな──とディアヴロも考える。ゲームだと、あまり気にしない設定だった。

　レムが真剣な表情で、打ち明ける。

「……わたしは……その、辺境都市カリュティアの生まれなのです」

「へー、そうなんだー」

　レムの深刻な口調が噓うそのように、シェラが軽い調子で返した。

　ディアヴロは不思議に思う。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリにも、南方新地カリュティアは登場した。

　さほど大きくはないが、陽気な商人の集まっている街だ。領主が〝この街で買えないものはない〟と豪語していた。

　闘技場のような場所もあって、活気はあるが上品とは言えない街だが……

　カリュティア市の出身であることを後ろめたい秘密のように打ち明けるほど、酷い場所とは思えない。

　ふと気づく──そういえば、レムは両親を亡くしているのだったか。悲しい記憶があるのかもしれない。

　しっかり者で一人前の冒険者だが、まだ十四歳の少女だ。

「故郷に戻るのは、つらいか？」

　レムが戸惑ったような顔をした。

「……そういうわけでは……もしかして、二人はカリュティアを知らないのでしょうか？」

「あたしは、名前くらい聞いたことあるけど」

　シェラは細かいことを気にしないタイプだった。

　ディアヴロは考える。

　ここで〝商人の街ではないのか？〟などと返して、的外れだったら恥ずかしい。

　この異世界は、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリによく似ているが、違っている部分も多いのだった。

　フッ……とディアヴロは唇の端を歪ゆがめる。

「知らぬわけではないがな……お前は、お前だ。生まれた街がどうであろうと、なにを気にすることがある？」

「……そうですね。ありがとうございます。わたしが気にしすぎだったかもしれません」

　レムが表情をやわらげた。

　ほんのり、頰を染める。

　そんな表情を見て、ディアヴロまで照れてしまいそうになるのだった。





†






　馬車を失って二日目──

　シェラが情けない声をこぼす。

「だめー……けむってて遠くまで見えないよ」

　雨が降っていた。

　召喚獣《ターキーショット》を飛ばしたり、ディアヴロが空から見てみたが、カリュティア市どころか、小さな集落も道すらも見つからない。

　木々に覆われた山ばかりだった。

　晴れていて、視界が遠くまで通れば、また違うのかもしれないが。

　レムが苦しげに言う。

「……ぜんぜん違う方向へ進んだ可能性もありますね」

「えー!?」

　シェラが泣きそうな声をあげた。

「……鉄の巨人スプリガンと戦ったあと、わたしたちは元の街道を進んだつもりでしたが、もしかしたら別の道だったのか……あるいは、気付かなかっただけで分岐があったのか」

　たしかに、進めば進むほど道が細くなり、もう獣道という感じだ。馬車で進んでいたら、立ち往生していただろう。

「レムの故郷なんでしょ？」

「……すみません。わたしがカリュティアを出たのは十歳のときで、しかも隊商の馬車だったので」

「覚えてないかー」

「……寝込んでいましたから」

「あ、そっか。レム、乗り物に弱いもんね」

　ディアヴロは肩をすくめる。

「晴れれば、何か見えるかもしれん。しばらく待つしかないな」

「……そうですね」

　頑強な肉体を持つ自分と、冒険慣れしているレムは問題なさそうだった。

　しかし、シェラが身震いする。

「ううぅ……寒いよー」

「……南方は温かいので、防寒具は持ってきませんでしたからね」

　冬場でもある。

　雨が降ると、予想外に気温が下がった。

「お腹減ったよー」

「……残念ながら、水も食料も馬車と一緒に谷底です。飲み水は、雨水を集めればいいとして、シェラは森に果実をもらったりはできないんですか？」

「頼んでるんだけど、雨の日は水を飲むのに忙しいから話を聞いてもらいにくいんだ。それに、優しい樹ばかりじゃないし」

「……そう都合よくは、いかないものですね」

「グリーンウッド王国の森みたいに、エルフが世話をしてるわけじゃないから」

　む？　とディアヴロは上を見る。

　するする、と下りてくる物があった。

　真っ赤な果実だ。

　トマトに似ている。

　──ゲームには登場しなかったな、こんなの。

　シェラが瞳を輝かせた。

「わぁ～～～、くれるの!?　ありがとう！」

　レムが苦笑する。

「……そう都合よく、いくみたいですね。相変わらず、世界はシェラを甘やかしすぎではないでしょうか」

「そんなことないよー。あたしだって、がんばってるんだから」

　シェラが赤い果実に手を伸ばした。




「食べる、ダメッ！」




　叫び声がした。

　同時に、ヒュッと風を切る音がする。

　飛んできたのは、石いし礫つぶてだった。

　真っ赤な果実を砕く。湿った音をたてて、赤い果実は濡ぬれた地面に散らばった。まるで人の血のように赤い。

　シェラが悲鳴をあげる。

「あ～～～!?　なんてことすんの!?」

「野獣ですか!?」

　レムが身構えた。

　ディアヴロも魔ま杖じようを取り出す。

「何者だ!?」

　森の木々の間に──

　少女の姿があった。

　裸体に布を巻いただけのような格好だ。

　ディアヴロは思わず目を逸らしそうになる。

「は、はだ……あ、いや……」

　どんな格好をしていようと、もしかしたら敵かもしれない。

　油断は禁物だった。

　その少女は茶色い髪に、尖とがった耳がピンと立っている。犬耳っぽい特徴だからドワーフかと思ったが、背は低くないし、巨乳というわけでもなかった。そして、クッションにして座れそうな大きな尻尾が二本ある。

　まるで、狐きつね耳みみに狐尻尾だ。そんなドワーフはいない。

　そのうえ、人ひと族ぞくとは雰囲気の異なる目つきをしていた。

　ふと、思い出す。

　王都で行ったモンスター娘ソープランドにいた少女たちのことを……

「まさか……獣人族なのか？」

　ディアヴロの言葉に、狐きつね耳みみの少女が息を吞のんだ。

「オマエ、言うこと、わかる!?」

　少し片言だが、話すのに苦はなかった。

「当然であろう？　答えるがいい──なぜ、果実を砕いた？　それとも、シェラを狙って外れたわけか？」

「チガウ！　シカバネノキ、赤い実、食べる、絶対ダメ！　毒！」

「毒だと!?」

「一口食べる、死ぬ、腐ってシカバネノキ、育つ」

　赤い果実をくれた樹はシカバネノキといって、一口で死ぬほどの猛毒を動物に食わせ、その死体を養分にするわけか。

　ディアヴロは目の前の樹に視線を向けた。

　なんの変哲もない立木が、なにやら化け物めいて見える。

「どうやら、助けられたということか」

「アタシ、フェネリ。オマエ、何者？　なぜ、人ひと族ぞく、言うこと、わかる？」

　狐きつね耳みみの獣人族の少女はフェネリという名らしい。

「フッ……言葉くらいわかって当然だ！　我はディアヴロ、異世界より来た魔王だからな！」

「魔王!?」

　フェネリが驚きよう愕がくに目を見開いた。

　意を決したようにレムが割りこんでくる。

「ディアヴロ！　まさか、あの野獣の言葉がわかるのですか!?」

「え？　あ、無論だ。たしかに、片言だが……意味が取れないことはなかろう？」

　シェラが首を横に振る。

「ケンケン吠ほえてるだけだよ？」

　ディアヴロは改めてフェネリのほうを見た。

「話せるだろう？」

　彼女が困惑した表情を浮かべる。




『フェネリの言うこと、人ひと族ぞく、わからない。アナタ、だけ』




　結局、ディアヴロが通訳をすることで、互いに情報交換した。
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　ふむふむ、とレムがうなずく。

　とりあえず、なぜ果実を石いし礫つぶてで粉砕したのか、理由は納得したらしい。

「……そのような植物があったとは」

　故郷の地とはいえ、全ての動植物を知っているはずもない。見てみれば、地面に落ちた果実の周りに、小さな虫の死骸が増えていた。

　猛毒か。

　シェラが震えあがる。

「うわぁ～ん、ありがとう！　あぶなかったよー」

「感謝しているそうだ」

　ディアヴロが伝えてやると、フェネリがうなずいた。

『フェネリ、エルフ、嫌い、チガウ』

「エルフだから助けたらしいな」

　そんなふうに通訳をしていたら、すこしの会話で、ずいぶん仲良くなったようだった。

　彼女の里に招待される。

『食べ物、少し、ある。オマエ、ついてくる』

　レムは警戒していたが、罠わなだったとしても撃破してやれば済むこと。

　それより、食糧を分けてもらえるかもしれない。

　あと、人ひと族ぞくの街を知っているという。残念ながら、けっこう遠いらしいが……

　ディアヴロたちは立派な尻尾を持つフェネリのあとについて、獣人族の里へ向かうのだった。
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　森の中を歩きながら、レムが言う。

「……あの耳と尻尾。おそらく、彼女はコボルトだと思います」

　シェラが感心したようにうなずいた。

「ああ、コボルト！　コボルトって妖精なんでしょ？」

「……諸説あります。雌は人ひと族ぞくに近い容姿ですが、雄は獣に近いのだとか」

「人ひと族ぞくに親切にしてくれたって話を聞いたことがあるよ」

「……わたしは、人ひと族ぞくの街が襲われたという話を聞いたことがあります」

「でも、さっきは、あたしのこと助けてくれたよ？」

「……はい」

　フェネリが振り返った。

『着いた、ここ！』

　一見すると、たんなる森だ。

　今まで歩いてきた場所と、なにも変わらない。

　木々の間に小屋があったりはしないし、枝の上で暮らしている者の姿もなかった。

　冬場にもかかわらず、枝葉が生い茂っているものだから、まるで屋根のようになって、ほとんど雨粒は落ちてこなかった。

　足元には落ち葉がいっぱいで、地面は見えない。

　フェネリが腰を落とし、尻尾を振る。箒ほうきのようにして、立木の根元に積もった枯れ葉を払った。

『濡ぬれた尾、汚れる。嫌』

　はぁ～、と彼女が肩を落とす。

　枯れ葉を払った場所には、穴が空いていた。

　その穴に向かって、彼女が叫ぶ。

『帰ったー』

　やがて、わらわらと他の連中が出てくる。

　狐きつね頭あたまの男だった。

　ディアヴロたちを見て、首をかしげる。

『なぜ、人ひと族ぞくが？』

『コイツ、話せる！　食べ物、少し、あげる』

『言葉を理解する人ひと族ぞく!?』

　他の場所にも何個も穴があり、コボルトたちが現れる。総勢二〇人ほど。ディアヴロたちを囲み、物珍しそうにジロジロと眺めた。

『話せるって？　名前は？』

「我が名はディアヴロ」

『しゃべったー!?』

　彼らは目を見開き、ワァ！　と声をあげた。

　コボルトたちの大半は女性で、フェネリと同じように茶色い髪に尖とがった耳とふさふさの尻尾を持っていた。

　そして、やはり薄着だものだから、ちょっと目のやり場に困る。

　男のほうは、レムも言っていたとおり狐きつね頭あたまだ。しなやかに鍛えられた筋肉といった感じで、背中には毛が生えている。服は腰布だけだった。

『本当にしゃべった！　驚きだ！』

　毛が薄くなって、地肌が見えるくらいの男が声を荒らげた。フェネリよりも言葉が流りゆう暢ちようだ。

「貴様は？」

『この部族の長老をしている、ヨルダという者だ。まさか、人ひと族ぞくが我らの言葉を理解するとは』

「フンッ……我にとっては、造作もないこと」

　理屈はわからないが、ディアヴロは現地の言語を習得していないのに会話が可能だ。

　同じように、獣人の言葉も理解できる。

　魔獣や野獣などとは会話できないが……

　コボルトたちがレムやシェラにも話しかけるが、彼女たちには獣のうなり声にしか聞こえないようだった。

　レムが首をかしげる。

「……ディアヴロは普通に話しているように聞こえるのですが」

「うん！　あたしたちにもコボルトにも言葉が通じるって、不思議だね！」

　シェラが楽しそうに笑った。

　ディアヴロはマントを跳ね上げ、ニヤリと唇を歪ゆがめる。

「我は異世界より来た魔王だからな！」

　コボルトたちが目を丸くした。

『魔王!?』

　一瞬、固まってから──

　ドワッハッハッ！　と笑う。

『人ひと族ぞくが魔王か！　こりゃいい！　面白いヤツだ！』

　長老ヨルダだけでなく、他の者たちも腹を抱えて笑っていた。

　ディアヴロは地味に凹む。

　信用されないことは今までもあったが、ここまで爆笑されたのは初めてだった。

　つらい。

　フェネリが身振りを交えて訴える。

『コイツ、食べ物、ほしい！』

『ああ、いいぞ。たんまりあるからな』

　長老が指示すると、数名の女たちが穴に戻っていった。しばらくして、乾燥させた木の実や干し肉や干し芋が運ばれてくる。

「うっ……」

　カゴの中に、干からびた虫もあった。

　都会育ちにはハードルが高い。

　──まぁ、無理して虫を食べることもないか。

　かなりの量の食糧が運ばれてきて、まるで宴席のようになった。

　落ち葉の絨じゆう毯たんのうえに、食べ物の入ったカゴが並べられ、木の器に葡萄ぶどう酒しゆが注がれる。

『雨水より、こっちのほうがいいのだろう？』

「そうだな」

　実は、酒も苦手なのだが……

　しかし、腐りにくいアルコールと違って、水やジュースは保存が利かない。防腐剤などという便利なものは存在していない。

　酒が苦手だったディアヴロも、仕方なく吞のんでいるうちに、少しは吞めるようになったのだった。葡萄酒といってもアルコール度数は低いし。

「ん？　それは……」

　見慣れた形の酒瓶だった。リフェリア王国で造られたものだろう。

　ヨルダが酒瓶の表面をなでた。

『ヒューマン族の街にあったものだ』

「そのようだな」

　木の器にも凝った意匠が施されている。地面に穴を掘って棲すんでいるわりに、文化的な生活だった。

　干し芋や肉は美味しかったが、乾かした葉はダメだ。ただの乾燥した葉っぱだった。口の中がガサガサする。

　向かい側に座ったヨルダが虫を口に放りこむ。狐きつね頭あたまのせいか、それほど違和感はなかった。バリバリと音を立てて食べる。

『──で？　オマエは、どこから来た？』

　異世界から来た！　と言っても話が進まないか。

「ファルトラ市からだ」

『知らないな』

「まぁ、馬車で十日以上はかかるからな」

『ずいぶんと遠くから来たな！』

「この里は、ここに居るのが全員なのか？　女が多いようだが……」

『男たちは出ている。一昨日からな。困ったことが起きて』

「ふむ」

『人ひと族ぞくのなかでも、亜人はマシだ。物を交換するようなヤツもいる。穴に棲すんでるドワーフたちだ』

「岩ドワーフか」

　昔、その集落を訪ねたことがあった。

　リフェリア王国の街から離れ、隠れるように暮らしている者たちだ。ヒキコモリ気質なところは、少し自分と似ていると思った。

　──まぁ、あのときも、いろいろ大変だったけどな。

『あと、グラスウォーカーもいる。豹ひよう人じん族ぞくとエルフは、あまり見ない』

　彼がレムとシェラに視線を向けた。

　周りと言葉は交わせないが、それほど苦労せずに一緒に食事を楽しんでいる様子だ。

　そもそも、食事を取るときに無理に話す必要などないわけで。

　ヨルダが狐きつね顔がおの眉間にシワを寄せた。

『ヒューマン族はダメだ！　ヤツらはワレラを見つけると、獣を狩るかのように矢を射かけてくる』

「なんだと!?」

『ワレラは遥はるか昔から、この地で暮らしていた。ヒューマン族が来て、街を作った。それはいい。だが、ヤツラはワレラを追い出そうとしている。仲間を大勢殺された。とうてい許すことはできない』

「人間ヒユーマンたちは、なぜ敵対する？」

『おそらく、ワレラがヒューマン族の言葉を解さないからだ。そのせいで人ひと族ぞくだと認めない』

　彼が吐き捨てるように言った。

「なんと馬鹿なことを……」

『そう思うか』

「当然だ。俺は言葉がわかるゆえ、余計にな。人ひと族ぞくと貴様らに違いがあるとは思わない」

『狐きつね頭あたまでもか？』

「関係ない。外見や主義を理由に不利益を与えることを〝差別〟と言うのだ。差別は許されることではない」

『オマエ、本当に人ひと族ぞくか？』

「フッ……言ったはずだ。我は異世界より来た魔王！」

　ゲラゲラ、とヨルダがまた笑う。

　──魔術の一つも見せていなければ、こんなものかもしれないな。

　大笑いする姿が意外と愛あい嬌きようがあるものだから、憮ぶ然ぜんとしつつも、さほど嫌な気分にならなかった。
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　結局、雨は止まなかったため、里に泊まっていくことにした。

　最初は穴に飛びこむのに抵抗があったが……

　入ってみると、驚いたことに立って歩けるほどの広さがあった。

　立木を柱として組んで、表面は粘土で固めてある。

　ひんやり涼しく、それでいて適度な湿気があり、やや獣臭が籠もっているが、快適な環境だった。

　なにより、地下だから雨粒が落ちてこない。

　ディアヴロはフェネリから、詳しく人ひと族ぞくの街の場所を聞き出した。森の木々に目印が隠してあるらしい。これで天候が回復すれば、迷わないだろう。

　夜には、借りた毛布を身体に掛け、三人で土壁に背を預けつつ眠りについた。




　翌朝──

　穴の中なので陽光はなく、時間も天気もわかりにくいが。

　近付いてくる無数の足音で目を覚ました。

　正確には、気付いたのはレムで、ディアヴロとシェラは彼女に肘で突かれて起きたのだが。

「む？」

　いつの間にか、屈強なコボルトの男たちに囲まれていた。

『亜人か？』

　赤毛のひときわ大きい男が身構える。

　ディアヴロは腰を浮かせた。

　面倒なことになる前に、穴の奥から長老ヨルダやフェネリが出てくる。

　昨日、客人として招かれたことを説明してくれた。

　レムが小声で言う。

「……どうやら、あの赤いのがボスのようですね」

　言葉はわからずとも、ヨルダと赤毛の態度から、察したらしい。

　ヨルダが長老と言っていたが……なるほど、長老が一番偉いとは限らないか。

　赤毛が、ディアヴロの前に立つ。

『ワレラの言葉がわかるだと？』

「うむ。許す、名乗りをあげるがよい」

『本当にしゃべったぞ!?』

「当然だ。貴様は、言葉を理解できないのか？」

『ハンッ！　ここはオレの集落だ。偉そうなヤツめ！』

「……」

『まぁいい……オレは族長ボルボス！　まさか、人ひと族ぞくに名乗るときがあるとはな』

「うむ。それで、何かあったのか？　ただならぬ様子だったが……」

　ボルボスとヨルダが顔を見合わせた。

　ディアヴロが大勢に囲まれた客人という立場なのに、まるで王のような振る舞いをするから戸惑っているのだろう。

　しかし、仕方がない。

　最近は他人と話すことにだいぶ慣れてきたものの、まだ魔王ロールプレイでなければ、上手く言葉が出てこなかった。

　ボルボスが言う。

『オマエには関係のないことだ』

「そう言うのなら、かまわんがな……」

　一宿一飯の恩義がある。何か困っているのなら、力になりたいと思った。

　とはいえ、実力を示して無理に聞き出すというのは、違う。

　ボルボス以外の者たちに視線を巡らせた。

　ふと、男の一人が持っている物に目が留まる。

　破片だ。

　分厚い金属質な殻のようなもので、明らかに欠けた断面であり、べっとり黒色に汚れていた。焦げ跡だと気付く。

　──あれは、まさか。

「スプリガン……」

　つぶやきにボルボスが目を見開いた。

『知っているのか!?』

「あ、いや……うむ、当然であろう？　我は異世界の魔王であるからして、とてつもなく博識だからな」

　三日前、高火力の魔術を何発も叩たたきこんで、自爆に追いこんだ──とは言えなかった。

　当然、そんなことができるとは彼らも考えなかっただろう。

　ボルボスが腕組みし、口を開く。

『これは、オレたちの守護神なのだ』

「ほ、ほう……？」

　動揺を隠すのが大変だった。

　スプリガンを守護神とする野獣──それは、つまり……

『三日前だ。谷沿いの道に侵入者があった。守護神はそこへ向かった。しばらくして、大きな音がした』

「ふむ」

『どうやら、守護神は何者かと戦った。そこで、このような姿に……』

「なるほど」

　悔しそうにボルボスが地面を睨にらむ。

『理由はわからない。守護神は粉々になっていた』

　派手に自爆したからな──と思いつつ、口にはしなかった。

「見た者はいないのか？」

『今回は、急だったからな。オレたちが着いたときには』

「そうか……」

　目の周りだけ黒いタヌキみたいな顔をしたヤツが問う。

『どうする、ボルボス!?　守護神がいない。オレたち、勝てない！』

『馬鹿を言え！　ヒューマン族の大きな街まで、もう手が届く。オレたちだけで、勝つ！　この地からヤツらを追い出す！　絶対に！』

　一喝する迫力は、相当なものだった。

　ひとつ、気になる。

「人間ヒユーマンの大きな街だと？」

『ああ……たしか、連中のつけた名は──カリュティア』

「カリュティア市に攻めこむ気か!?」

　レムが顔色を変えた。

「……ッ!?」

「そんなのダメだよ！」

　シェラが声をあげ、ボルボスたちが怪け訝げんな顔をした。

『その女、何と言った？』

　あえて答えず、確かめるように問う。

「この地にあるリフェリア王国の要塞を陥落せしめた野獣というのは、貴様たちのことだったのだな？」

　ボルボスが目を細める。

『オレは野獣、チガウ！　人だ。獣人族と呼ぶなら、許す』

「質問に答えるがいい」

『フンッ……ヒューマン族の砦とりでを落としたのは、ワレラだ。守護神の力を借りはしたが』

　やはり、このコボルトたちが、クエストの討伐対象か。

　彼らの主力はスプリガンだったらしい。それをディアヴロは撃破してしまっていた。

「面倒なことになったな……」

『オマエ、亜人だ。それなのに、ヒューマン族の味方をするのか？』

　悩む。

　ディアヴロの立場としては、そういうことになる。リフェリア王から討伐を依頼されているのだから。

　人ひと族ぞくの街を襲う野獣を倒すだけのクエストだと思っていた。

　しかし、コボルトたちには恩義がある。

　そのうえ、彼らの話が本当なら、先に住んでいたのはコボルトたちだった。

　レムから聞いた話だと、一〇〇年ほど前に、リフェリア王国が版図を広げて衝突したらしい。

　人間ヒユーマン側が侵略者ではないか。

　ディアヴロはボルボスを睨にらみつけた。

「貴様らには……とくに、フェネリには世話になった。仇あだで返そうとは思わない」

『そうか。オマエはワレラの言葉がわかる。ヒューマン族ではないから、恨みもない。だが、戦になれば荒ぶる者もいる。命が惜しければ出て行け』

「…………」

　ディアヴロは返事ができなかった。

　どうするべきか、考えがまとまらない。

　ボルボスが重ねて言う。

『今、外は嵐だ。空が晴れたら、発つがいい』

　本当に、こいつらは、悪党ではなかった。困ったことに……
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　ボルボスたちは穴の奥へ向かう。

　三人だけで残された。

　レムとシェラにせがまれて、ディアヴロは詳しく事情を説明する。話すのは苦手なのだが。

　一通り聞き終わると、彼女たちも難しい表情を浮かべた。

「……やはり、コボルトたちが討伐対象の野獣だったのですね」

「そんなぁ」

「……カリュティア市の軍隊は、たびたび森へ入っていました。人ひと族ぞくを害する危険な野獣を狩っている──と聞いていましたが、獣人族を襲撃していたのかもしれません」

「そんなの、ひどいよ！」

　シェラが怒るのもわかる。

　レムが思案顔でうめく。

「……しかし、この地に暮らしている人ひと族ぞくがいるのも事実。今さら、カリュティア市を引き払うことはできないでしょう」

「そうなの？」

「……恵みの森で暮らすエルフにはわからないでしょうけど……人ひと族ぞくが暮らすには、獣が獲れる森、作物が採れる農地、充分な土地と水が必要です。それらは、簡単に用意できるものではありません。一〇〇年かけて住みよくしたカリュティア市と同じ街を作るのは、やはり一〇〇年かかるのです」

「んーでも、一〇〇年くらいなら」

「これだからエルフは！」

　レムに睨にらまれて、シェラが怯ひるんだ。

　ディアヴロも感覚として一〇〇年は長いと思う。

「もしも、人ひと族ぞくがこの地から移ったとしても──その先にも、以前から暮らしている者がいるかもしれない。カリュティアから出て行けという論は無理があるだろうな」

「はい……とはいえ、コボルトたちを討伐するというのは……わたしは反対です」

「絶対にダメだよ！」

　それも同感だ。

　この地には、もともとコボルトたちが先に住んでいたのに。

　あと、彼らには恩義がある。

　レムが拳を握りしめた。

「……カリュティア地方は広く、いくら人ひと族ぞくが増えたとはいえ、この規模のコボルトたちと領地争いをする必要があるとは思えません。和解は可能なはず」

　シェラが力強くうなずく。

「そうだよ！　エルフとダークエルフも仲良くできたもん」

「……コボルトたちに、カリュティア市を攻めるなどという無謀なことを止やめさせましょう。そのうえで、人間ヒユーマンたちにも獣人族への非道な行いを改めさせるべきです」

　少し引っかかった。

「たしかに、コボルトたちは少ないが……カリュティア市を攻めるのは無謀なのか？　要塞は落とされたようだが」

「……王都を出る前に、詳しく記録を調べました。カリュティア地方にある要塞が四つも陥落していますが、それらはスプリガンによる攻撃で城壁や指揮官を失ったのが敗因だと分析されています」

「ふむ」

　そのスプリガンは、ディアヴロが倒してしまった。

　彼らの主力は、もう失われている。

「……コボルトたちも、苦しい戦いになるのは理解しているでしょう。おそらく、負けると気付いています」

　シェラは釈然としないようだ。

「じゃあ、戦わないほうがいいよね？」

「……それでも、今しかないのですよ。時間が経てば、リフェリア王国は援軍を送ってきます。要塞は再建され、やがて森に討伐部隊が入ってくるでしょう。以前より、苛烈で徹底的な」

「そっか……」

　王都を発つとき、ディアヴロたちは軍隊と一緒に行くか、先に出るかを問われた。

　今頃、援軍が向かってきているはずだった。

　街道が失われているから、そう早くは着かないだろうけれど。

「……残念ですが……これは戦争です。もう、リフェリア王国とコボルトたちの戦争は、始まってしまっているんです」

「どうしたらいいの？」

「……さっきも言ったとおり──まず、コボルトたちを止めなければ。今の戦力でカリュティア市に攻めこんだら、全滅します」

「そんなに？」

「はい。カリュティア市には軍隊だけでなく──ん？」

　レムが口をつぐんだ。

　フェネリだった。

　相変わらず、布の少ない格好をしている。

　──まぁ、ファルトラ冒険者協会会長キルドマスターのシルヴィよりはマシだけど。

　今は水浴びのあとなのか、濡ぬれた髪を布でぬぐっていた。

『やあ』

「こんにちは、フェネリ」

　レムが挨拶をした。

　言葉は通じていないようだが、雰囲気で伝わるものだ。フェネリが笑みを返した。

『ディアヴロ、戦、もうすぐ。はじまる。危ない』

「そのことだが……戦をすると決めているのは、誰だ？」

『決めている？　んー……』

　フェネリが首を捻った。

　レムが困惑した表情を浮かべる。

「……コボルトたちには指導者や指揮系統の概念がないのでしょうか？」

「王様がいないの？」

　シェラも不思議そうだった。

　ディアヴロは問いなおす。

「一番偉いのは、ボルボスか？」

『あ、うん！　一番強い。だから、一番偉い』

　──そのあたりは、けっこう獣だな。

　とはいえ、彼らは長くリフェリア王国と戦っている。強い者が指導者になるのは必然に思えた。

「なんにしても、まずはボルボスを説得すればいいわけか」

「……やりすぎてはいけませんよ、ディアヴロ？」

　レムに釘くぎを刺された。

　穴の奥から、雄のコボルトが顔を出す。

『おい、フェネリ！　早くしろ。儀式がはじまるぞ!?』

『あ……うん……』

　ふるっ、と彼女が背筋を震わせた。

「儀式だと？」

『うん……敵、強い。戦士たち、勇気、必要。だから、儀式……やる。戦う前、儀式』

　──戦意高揚のためか。

　コボルトたちは、リフェリア王国の増援が来る前にカリュティア市を落とす必要があった。仕掛けるなら早いほうがいい。

　先程の話からして、彼らは今の嵐が去ったら、攻めこむつもりだろう。

『じゃあ』

　フェネリが穴の奥へ向かった。

　シェラがつぶやく。

「なんか、元気なかったね」

「戦を止めるなら、戦意高揚の儀式の前がよかろうな」
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　道に迷った。

　コボルトの巣穴は、思った以上に複雑で、奥へ行くほど分岐している。

　フェネリに案内してもらえばよかった。

　レムが指さす。

「……こちらから、声がします」

　覗のぞきこんでみると、たしかにコボルトたちが集まっていた。二〇〇人くらいはいるか。

　大空洞だ。

　ただし、ディアヴロたちは二階部分から見下ろす形となった。

「あ、フェネリちゃん」

　シェラが指さす。

　広い空間の前のほう──壇上に、彼女の姿はあった。

　他にも、年若い女性のコボルトが何人か。

　レムが目を細める。

「……なにやら、怪しげな雰囲気ではありませんか？」

　彼女たちの前にボルボスが立ち、コボルトの男たちに演説をぶっていた。

『勝つぞ！』

　コボルトの男たちが拳を突き上げる。

『おう！』

『絶対に勝つ！』

『おう！』

『勝つために、ワレラは、ここにいる！』

『おう！』

『気合いだ！』

『おう！』

『声が小さい！』

『うおうッ！』

　──演説というか、掛け声か。

　理屈をこねるのは歓迎されない様子だった。

　これは、損得を説いても納得してもらえなさそうだ。

　グリーンウッド王国で、エルフとダークエルフの仲を取り持ったときは、理詰めで説得できた。

　エルフは理知的だ。

　コボルトたちは、戦の前で興奮していることもあって、より野性味が溢あふれていた。

　何度かの雄叫びのあと、ボルボスが言う。

『今から、戦の前の儀式を行う』

『うおおお！』

『戦で果てる者もいるだろう。だが、オマエの魂は子に宿る』

　──んんん？

　ディアヴロは身を乗り出した。

　なにやら、うろんなことを言い出したぞ？

　ボルボスがフェネリの尻を、ピシャンと叩たたいた。

『ひゃん』

『いい艶だ！　丈夫で強い戦士を産める尻だ！』

　コボルトの男たちが、雄叫びをあげる。

『ワレラが死すとも、魂は永遠に──』

　叫びながら、ボルボスが彼女の衣服に手をかけた。引っ張ると、あっさりほどける。

　男たちの前で、フェネリが服をはだけた姿にされてしまった。

『んはぁ～』

　アクシデントなどでないことは、彼女と周りの反応から窺うかがえる。

　どうやら、こういう儀式だ。

　フェネリは赤面しつつも納得した様子で、身体を隠すことすらしなかった。

　ボルボスが腰布を緩める。

『まず、オレの魂を注いでやろう』

『……うん』

　恍こう惚こつとした表情で、フェネリが一点に視線を注ぐのだった。




　二階部分から見ていて──

　レムとシェラが赤面する。

「……なっ!?」

「なにすんの!?」

　コボルトの言葉が理解できていない二人には、全く訳がわからないだろう。

　演説を聞いていたディアヴロですら、理解が追いつかなかった。

「こういう儀式らしいのだが」

「……ありえません！」

「ダメだよ！」

　彼女たちの意見は当然だ。

　しかし、それは人ひと族ぞくの価値観だった。

　コボルトの文化を否定するのが、正しいとは言えない。

　──あ、いやいや、これは戦意高揚のための儀式だったな。戦を止めるなら、儀式の前でなくては。

　ディアヴロは二階部分から飛び降りた。

「待つがいい！」




　かぱっ、とフェネリが両脚を開く。

　思いっきり見てしまい、ディアヴロはひっくり返りそうになった。

　──あぶッ、あぶないッ！

　飛び降りてきて、いきなりズッコケルなど、格好悪い。

　ボルボスが睨にらみつけてきた。

『オマエは……』

「フッ……邪魔をするぞ」

『見ていたければ、好きにしろ。より大勢に見られたほうが、フェネリも昂たかぶる』

　マジか!?　あ、いや……

「我は〝待て〟と言ったぞ？」

『客人、これは、ワレラ戦士にとって大切な儀式だ』

「貴様らは間違っている！　戦で死にそうだから、子を残しておくだと？　馬鹿者め。そんな馬鹿げた作戦しか立てられない無能を恥じるがいい！」

　グルル……とボルボスがうなった。

『オレを馬鹿だと言ったか!?』

　やはり、理詰めでは説得できないか。

　ディアヴロは魔ま杖じよう《トネールアンペラール》を取り出した。

「フェネリから聞いたが、貴様らは〝一番強い者が一番偉い〟らしいな？　ならば、俺が勝ったら──」

『オレに挑戦するか！』

　やはり、理屈ではなかった。

　殺意を放つのと同時に、ボルボスが飛びかかってくる。

　──速ッ!?

　前足──ではなく、拳の一撃か。

　もしも、剣聖ササラの指導を受けていなければ、攻撃されたことにすら気付けずに、首をもがれていたかもしれない。

　ディアヴロは寸前に魔ま杖じようで受け止めた。

　それでも、五歩ぶんは後ろに吹っ飛ばされる。

　──速いうえに、重い。

　能力タイプとしては、豹ひよう人じん族ぞくの拳士が近かった。速くて威力がある。

　手の届く距離なら、最強だ。

　しかし、今は間合いが開いている。

　地下空洞を壊したらマズイし、フェネリも他のコボルトたちもいるので範囲攻撃は使えない。

「こいつでどうだ！　《ライトニングバレット》ッ!!」

『ハッ！』

　ボルボスはジャンプした。

　魔術を避け、そのままディアヴロに拳を見舞ってくる。

　──格闘ゲームかよ!?

　ジャンプ大パンチ。

　そこから、立ち中パンチ→大パンチ→必殺技という連続攻撃コンボを放ってきた。

　ボルボスの必殺技は、Ｓ気Ｐ力を光弾にして飛ばしてくる。《シャイニングブロウ》だった。

　昔、聖騎士長バドゥタが使ってきたのと同じだ。

　レベル１００以上の拳士か。

　さすがは、少人数でリフェリア王国と戦っている、その族長だけのことはあった。

　ゲームに登場したコボルトは、武器を使ってくるのと数が多いのが面倒なだけで能力値の低い雑魚だった。

　ボルボスが特別なのか。

　他の連中も、同じくらい？

　──いや、それは無いな。

　もしも、この場にいる二〇〇人のうち半分でもレベル１００を超えていたら、スプリガンなど必要ない。リフェリア王国軍が何万人いようと勝てる。

『オレの攻撃を凌しのぐとはな、客人！』

「あとから、本気ではなかったなどと言い出すなよ!?」

　今のディアヴロは、戦士としてもレベル１００を超えていた。速さでは圧倒されるが、防ぎきれないというほどの差はない。

『オレは常に全力だ！』

「そうか。悪かったな。俺は〝全力を出してもいい相手か〟見極めていた」

『ぬッ!?』

　ディアヴロは魔術を放つ。

「こいつを避けられるか!?　《バーストレイン》ッ!!」

　中空に輝く魔術陣が広がった。そこから、無数の火球が発射される。

　効果発動までは遅いが……

　そうそう避けきれるものではない。

『ぬががが!?』

　戦いを眺めていたコボルトの男たちが、どよめき後ずさる。

　女たちも悲鳴をあげた。

　巻きこまないように、角度は充分に計算しているが……

『フェネリ！』

　ボルボスが叫んだ。

　一瞬、気を取られた彼に、火球が命中する。

　地面に倒れこんだところへ、魔剣《トネールアンペラール・リベレ》に変化させた刃の鋒きつさきを突きつけた。

「なかなかの速さだが、それだけでは勝てんな」

『ぐぐぐ……オレの、負けだ』

　潔かった。

　ディアヴロはコボルトの女たちを確認する。

　──ケガはないよな？

　ちゃんと魔術の効果範囲から外したはずだったが、やはり不安なものだ。

　フェネリが脚を開いたまま固まっていた。

　その手が、大切な場所に伸びている。

　彼女は涙目だった。

『あ、あの……アタシ……どうする？』

「早く服を着なさい！」

　二階部分から下りてきたレムとシェラが、フェネリに毛布をかぶせた。
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　大空洞の壇上に、ディアヴロは立つ。

　隣には、ボルボスがいた。もう戦意は感じられない。

　コボルトの女たちは、レムとシェラが連れて隣室へ移っていた。話の推移によっては、大乱戦もありえるからだ。

　──ううぅ……流れで壇上に立ってしまった。

　ディアヴロは人の注目を浴びるのが苦手だった。

　幸いなのは、相手はコボルトの男ばかり。

　全員が狐きつね頭あたまなので、いくらかプレッシャーはゆるかった。ちょっと癒やし系な光景だ。

　キツネ村みたい。

　ボルボスが問うてくる。

『話を聞こう。なぜ、儀式を止とめた？』

　言ったはずだが、全く聞いていなかったらしい。

「この程度の戦力でカリュティア市に攻めこむなど、自殺行為だからだ」

『戦いは、やってみなければ、わからない』

「リフェリア王国には、スプリガンを倒すようなヤツがいる。それでもか？」

　噓うそは言っていない。

　それが自分であることは伏せているだけで。

『なんだと!?　そんなヤツがいるわけが……!!』

「なぜ、いないと言える？　あの街道を進んできた者は、リフェリアの王都から来たと考えるのが当然だろう」

『ううぅ……』

　──まぁ、王宮騎士団の連中なら、スプリガンを倒せるだろうしな。

　前に、ヒュージ級のサンダードラゴンを狩ったのを見た。間違いなくレベル１００以上のパーティーだ。

　南方新地に来るかは、わからないが。

「はっきり言って、貴様らが攻めたところで無駄死にだ。だから、止めた」

『ワレラを助ける気か？』

「違うな！　我は魔王だ！　人ひと族ぞくだろうが獣人族だろうが、助ける気はない。しかし、気が向いたのでな。カリュティアの領主に掛け合ってやろう──この地に貴様たちが住むことを認めるように」

『なんと!?』

　ボルボスだけでなく、他のコボルトたちも驚き、さわぎだす。

『ヒューマン族が認める!?』『戦わなくていいのか!?』『魔王って本当に!?』

「フッ……どうだ、この魔王に任せてみるか？」

　コボルトの男たちが静かになった。

　ボルボスの返事を待つ。

　彼が眉間に深くシワを刻んだ。

『なぜ、魔王が、ワレラのために、そこまで？』

　──一宿一飯の恩義……というのは、魔王らしくないか。

　ディアヴロは不敵に笑う。

　マントを跳ね上げた。

「我は強すぎるゆえ！　弱き者どもの争いなど煩わしいのだ。目の前を飛ぶ羽虫を払うがごとく！　それとも、本気になった魔王と戦ってみるか？　この穴蔵など吹き飛ばしてしまうだろうがな」

　ボルボスが考えこむ。

　しかし、もともと深く思考するタイプではないのだろう。

　ぶんぶんと頭を左右に振った。

『わかった！　ワレラは強き者に従う。任せよう』

　ほぅ……とディアヴロは内心で吐息をつく。

　まず、コボルトたちを止とめることはできたようだった。




　女性たちを避難させた隣の部屋に行く。

「決まったぞ」

　扉などないから、ノックもせずに中を覗のぞいたら──

「ダメ！」

　いきなりダメ出しされた。

　シェラの声だ。

　見れば、レムとシェラが真っ赤な顔をしている。

　だらだら、と汗をかいていた。

「……来てはダメです、ディアヴロ」

「な、なに？」

　彼女たちは立ち塞がって隠そうとするが、その向こう側にいる、フェネリの姿も目に入ってしまった。

　真っ赤に顔を上気させ、呼吸を荒くしている。

『ハァ……ハァ……んぅ……はふぅ……アタシ……がまん、できない、かも』

　言葉の意味はわからないはずだが、レムとシェラが説得する。

「理性です！　理性ですよ、フェネリ！」

「よくわかんないけど、なんかダメっぽいよ!?」

　とんでもないものを見てしまった!?

　他の女たちは、似たような感じで頰を赤くしている者もいれば、そうでもない冷静そうな者もいる。

　つまり、儀式の雰囲気に吞のまれた者は……

　──発●!?

　発●しているのか!?

　ディアヴロは冷や汗を垂らす。

「か、風邪だな！　ちゃんと服を着ていなかったからな。仕方のないヤツめ。厚手の毛布にくるまって、温かいものを飲み、ゆっくり休むがいい！　この魔王が許す！」

　フェネリが身体をよじる。

『んぅ……ここ……むずむずして……ほしい』

　真っ赤になったレムとシェラが、ぶんぶんと頭を上下に振った。

「そうですね、風邪ですね！」

「休んだほうがいいよ、フェネリちゃん！」




　これが獣人族の文化なのか──と感心しつつ、足早に部屋を離れるディアヴロだった。





第三章　カリュティア市へ行ってみる




　翌日──

　発●状態から醒め……いや、風邪の治ったフェネリに案内してもらい、ディアヴロたちはコボルトの森を出た。

　嵐は去り、すっかり晴れている。

　北の山の頭頂に雪がかぶるような季節でも、この一帯は南の海で温められた風のおかげで、おおむね暖かい。

　上空へ召喚獣《ターキーショット》を飛ばし、目印の山を確認した。

　シェラが指さす。

「頭の白い双子山を背に、正午の太陽を目指して歩く──だから、こっちで合ってるよ」

「……もう一時です。少し西へ逸れていますよ」

「時計なんてなくない？」

「……時計なんてなくても、おおよその時間くらいわかります。何分かまで正確には難しいですが」

「わぁー、すごい！　レムの腹時計」

「……腹時計じゃないし」

「こっちに半日歩けばいいんだよね!?　ちょいちょい立木に目印っぽいのもあるし」

　てて、とシェラが森を進む。

　彼女はエルフだけに、そうは見えないが、森歩きが得意だった。

　レムが不服そうに唇を尖とがらせる。

「……獣人族の脚なら半日もかからず街道に出るそうですが」

「昼過ぎには着くかなー？」

「……彼らは森の中を鹿より速く駆けるそうです。わたしたちには無理ですから……丸一日はかかると覚悟しておいたほうがいいでしょう」

「あうぅ～。ベッドで寝たいよー」

　がくり、とシェラが肩を落とした。

　冒険者に憧れ、冒険が大好きな彼女だが、この旅は長すぎて疲れているようだ。

　ディアヴロは話題を転じる。

　ずっと気になっていることがあった。




「獣人族というのは、何だ？」




　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリには、人ひと族ぞく（人間ヒユーマンと亜人）、魔（魔族と魔獣と魔王）、野獣……という区別があった。

　ゲームだと、コボルトは野獣に分類されるモンスターだ。

　獣は、野獣と獣人族に分けられるのか？

　レムが口元に手をやる。

「……獣人族について……少し話しておきましょうか」

「うむ」

「……まず、ご存じのとおりリフェリア王国は人間ヒユーマンの国です。亜人も住んでいますが、それは許されているだけですね」

　ディアヴロは思い出す。

「国王は当然として、大臣や将軍たちも人間ヒユーマンだったな」

　ごく僅かに、エルフや豹ひよう人じん族ぞくも見かけたが。

「……リフェリア王国は、この大陸において最大勢力です。つまり、この大陸は人間ヒユーマンが支配していると言っていいでしょう」

「そのようだな」

「……彼らに人ひと族ぞくと認められている亜人が──エルフ、豹ひよう人じん族ぞく、ドワーフ、グラスウォーカー、混魔族デイーマンです。このうち、エルフは神族に近いなどと言われ、ちょっと特別な存在ですね」

「混魔族デイーマンは逆の意味で特別らしいな」

「……はい。魔族の血が混じっているとされ、忌避されています。その他の──豹ひよう人じん族ぞく、ドワーフ、グラスウォーカーは……昔は獣人族と呼ばれていました」

「ほう？」

　それは、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリの設定資料にもない話だった。

「……リフェリア王国が建国されるより、ずっと昔の時代です。その三種族は人間ヒユーマンの言語を覚えたので、亜人として認められました」

「人間ヒユーマンにか」

「……はい、古代王国の王にですね。古代の王が法に記しるしたから、わたしたちの今があるのです。対して、共通語を拒否した種族は、野獣として扱われることになりました」

　つまり、人に非ずと決めつけられてしまったわけだ。

　それ以来、リフェリア王国ではモンスターとして扱われている。

「横暴な話だな」

「……支配者とは横暴なものです。コボルトだけでなく、オーガ、ドリアード、ラミアなども、広くは獣人族かと。ジャイアントやトロルやオークを含める者もいますが、このあたりの定義は難しいですね」

「ふむ……たしかにな」

　今の定義だと──人ひと族ぞくはリフェリア共通語の話せる種族。魔族や魔獣は死ぬと消滅する者たち。野獣はそれ以外とされている。

　野獣と獣人族を区別する方法はなかった。

「……研究者によっては獣人族と定義しているジャイアントやトロルやオークは、人ひと族ぞくを見ると襲ってきます。その生態からいって共存はできないでしょう」

「たしかにな」

　ジャイアントは人ひと族ぞくを捕食する。というか、自分より小さくて動く物は、全て食糧だと思っている種族だ。

　トロルやオークには雄しかおらず、人ひと族ぞくの雌を利用して繁殖するという──これらは、ゲームの設定にはなかったが。

　悪意があるわけではなく、彼らはそういう生き物なのだ。平和的な共存は難しそうだった。

　レムが言う。

「……とはいえ、人の形から遠い、例えば鳥や魚や虫にだって命はあります。意思もあるし、たぶん言葉みたいなものもあるし、苦痛だって感じるはず……それら全てを人ひと族ぞくと同じように扱うのは無理だと思います」

「そんな考え方をしていたら、植物にだって命はあるわけだしな……かといって、俺たちは何も食べずに生きていくことはできない。人ひと族ぞくを食うのと、鳥や魚を食うのは別のことだ」

　彼女がうなずいた。

「だから、古代の王が〝人語を解さぬならば獣〟と決めつけたのも、ただの横暴とは言えないのかもしれません。誰かが区別を決める必要があっただけで」

「うむ」

　この異世界には、ディアヴロの暮らしていた元世界よりも、人と獣の狭間の種が多く存在している。

　元世界の倫理観が通じないことも多くあった。

　レムが羨望を込めた目で見つめてくる。

「……しかし、皆がディアヴロのように獣人族とも会話ができれば、また違った線引きがされるでしょうね」

「む？　そうかもしれんな」

「……少なくとも、わたしは、もうコボルトを野獣とは思えません」

「同感だ」

　試したことはないが、もしかしたら、ジャイアントとも会話できるかもしれない。

　しかし、そのときは──

〝おまえの頭まるかじり〟とでも言われるのだろうか？

　会話できるからといって、仲良くはできそうになかった。
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　街道が見つかったのは、もう諦めて野宿しようかと相談していた頃だった。すっかり夜だ。

　翌日は朝から歩いて、夕方──

　ディアヴロたちは、とうとう人ひと族ぞくの街へ到着する。

　もう空が茜あかね色いろに染まりつつあった。

「やったー、街だー!!」

　駆けだしたシェラに、「転ぶなよ」とディアヴロは声をかける。

　レムは緊張した面持ちだった。

「……カリュティア」

　背の高い城壁がある外観は、ファルトラ市に似ている。

　尖とがった屋根の見張り塔もあった。

「たしか、カリュティア市にも、魔除けの結界があるはずだな？」

「……はい」

　この地方に魔族はいないはずだが、南方最大の拠点ということで、万全の備えがされていた。

　明確な考えを持って行動する魔族と違って、魔獣は所構わず出現する自然災害のようなものだ。侵入を防ぐ結界は重要だった。

　夕方とあって、農作業から帰ってくる農民たちや、駆けこむ行商人や旅人などで城門は賑にぎやかだった。

　おかげで、角つのを見とがめられることもなくディアヴロたちも、すんなり門をくぐる。

　番兵が声をあげていた。

「通る者は急げー!!　日没と同時に門を閉じるぞー!!」

　そういうことになっているらしい。

「ファルトラ市より厳重だな？」

「……以前は、そうではなかったはず。今は、戦時中ということでしょう」

「ああ、そうか」

　ディアヴロが何もしなければ、この街はコボルトたちに襲撃されていた。夜襲を警戒して門を閉じておくのは当然か。

　シェラがにっこり笑う。

「えへへ！　ディアヴロのおかげだね！」

「む？」

「だって、戦争になるとこだったんでしょ!?」

「まぁ……そうだがな」

　そう言われると、けっこう役立ったような気がする。

　しかし、まだ終わっていない。

　ディアヴロは城門をくぐり、街を見渡した。

「連中との約束を守らないとな」

　カリュティアの領主。ことによれば、リフェリア王に認めさせなければならない──この地にコボルトたちが暮らすことを。

　レムが真剣な瞳を向けてくる。

「……ディアヴロになら、きっとできます」

　プレッシャーがすごかった。

「さ、さて、領主の館はどこだ？　あの大通りを行けばいいのか？」

　この異世界の街はどこも、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリに比べて何倍も建物が多く、道は複雑で、案内も看板も文字が読めない。

　ゲームではプレイヤーに必要な建物しかないし、道行く人の数も圧倒的に少ないから当然ではあるが……

　レムが首を横に振る。

「……城壁の脇にある大通りは、豪商の倉庫へ続いているだけで行き止まりです。中央の大通りも繁華街でしかありません。まぁ、宿屋もありますが」

「むむ？」

「……ここはカリュティア市の北地区にあたり、領主館のある中央地区へ行く道は、あの大きな建物の脇にある小道です」

　シェラが笑う。

「変なのー」

「……ですが、あそこを通ると客引きが多いうえに、西地区を通って遠回りになりますから、地元の者たちは地下通路を使います」

「地下通路ー!?」

　レムが指さした先には、地下鉄の入り口のようなものがあった。

　あまり荷物を持っていない地元民らしき者たちが、出入りしている。

「……慣れていないと、ちょっとわかりにくいかもしれません」

「ちょっとじゃないよ！　ダンジョンだよ!?」

　こればかりは、シェラに同感だった。

　レムが肩をすくめる。

「仕方がありません。カリュティア市は三つの斜面が合わさった土地にある街なので、地下道を下っていくと中央地区の二階に出るような造りなのです」

　──なんだ、その複雑さ。大阪駅前かよ？

「まぁ、道案内は任せる。暗くなる前に、領主の館へ……」

　向かおうとしたとき、若い豹ひよう人じん族ぞくの男たちが、近付いてきた。

　数は六人。

　先頭のモヒカン頭が話しかけてくる。




「やあ、お兄ちゃんさ。もしかして、奴隷商人なわけ？」




　そいつらの視線は、レムとシェラの首輪に注がれていた。

　──久しぶりだ、こういう面倒なヤツは。

　レムが無視して背を向ける。

「……相手にしなくていいです。行きましょう」

「オイッ!!　待てよォ！」

　モヒカンが手を伸ばしてきたのは、なんとシェラにだった。乱暴に手首を摑つかむ。

「痛っ!?」

「貴様ッ!!」

　咄とつ嗟さに、ディアヴロは相手を押しのけるつもりで手を伸ばしたのだが……

　ドフッ！　と豹ひよう人じん族ぞくの胸に掌底を叩たたきこむ形となり、それはもう派手に吹っ飛ばしてしまう。

　──しまったぁぁぁ！　力を入れすぎた。

　モヒカンの豹ひよう人じん族ぞくが、城門前の広場を一〇メートルほど転がった。

　残った五人が血相を変える。

　怒りを露にした。

「テメェ！」「やりやがったな!?」「ぶっ殺すぞ!?」

　はぁ～、とレムが深いため息をついて、目元を片手で覆う。

　街に入って五分で面倒事だ。

　ため息も出るか。

　しかし、やってしまったものは仕方ない──ディアヴロはシェラを後ろへかばった。

「クックックッ……我は奴隷商人などではない、異世界より来た魔王だ！　死にたいヤツから、かかってくるがいい！」

　頭に血が上った連中には、さほど威圧の意味がなかったらしい。

　オラァ！　と豹ひよう人じん族ぞくの男たちが向かってくる。

　破落戸ごろつきのわりに、意外とレベルは高めで全員が40くらいか。弱くはないが、弱くないだけだった。

　今のディアヴロは戦士としてもレベル１００以上だ。人ひと族ぞくの限界を超えている。

　レベル40が束になっても勝負にならなかった。

　二人目が殴りつけてきたところを片手で受け逸らして、相手の体勢が崩れたところへ、その顔面に拳を叩きこむ。

　引く腕の肘を三人目の顎に入れ、背後に回ろうとした四人目の腹へ蹴りを見舞った。

　剣聖ササラや、大魔王モディナラームに比べたら、まるでスローモーションだ。手加減するのが大変だった。

　五秒ほどで、地面に五人が倒れる。

　残った一人が、よろよろと後ずさった。

「つ、強ええぇ……!?」

「貴様らが弱すぎるのだ。命だけは見逃してやる。もう往来で旅行者に絡むような真似はやめておくことだな。それとも、俺に本気を出させてみるか？」

「ひいぃぃぃ!?　すみませんでした！」

　ソイツは悲鳴をあげつつ、仲間を放って逃げていった。

　冷たいことだ。

　ディアヴロは肩をすくめた。

「やれやれ……」

「わーん、ありがとう！　恐かったよ、ディアヴロー!!」

　またシェラが感激して飛びついてくる。

　──たぶん、お前だけでも勝てたぞ？　レベル80の弓使いだし。魔王クレブスクルムが魔力付与エンチヤントした装備で固めてるし。

　ぐいっ！　とレムに、マントを引っ張られた。

「逃げますよ！」

「え？」

　ふと見れば──騒ぎに気付いて、門番が駆けてくる。

　悪いことはしていないと思うのだが、取り調べを受けていたら、領主に会うのが遅くなってしまいそうだ。

　レムの言うとおり、逃げることにした。

　シェラを抱えたまま、地下通路へと入る。

　階段を下りると、いきなり三方向に分岐していた。

「こっちです！」

「マジで迷路だな」

　人混みに紛れるようにして、ディアヴロたちは通路の奥へと駆けるのだった。
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　地下通路を抜けると、本当に建物の二階に出た。

　窓から、一階の大通りが見える。

「……あれが、領主館です」

　レムが指さした。

　背の低い建物がならぶ街のなかで、唯一城のように大きな屋敷がある。

　──権力者ってのは、高い場所が好きだね。

　見覚えのある形の塔もあった。

「結界の塔でもあるのか？」

「……ファルトラ市は別々でしたが、カリュティア市の魔術師協会は、領主館の中にあります」

　それだけ密接な関係にあるわけか。

　小さな商店が軒を連ねている廊下を進み、階段を下りると、やっと中央地区だった。

　ところが、いかにも普通ではない連中に囲まれる。

　豹ひよう人じん族ぞくばかりだ。

　どいつも充分に鍛えているのが一目でわかる。立ち姿からして強そうだ。

　それが、二〇人以上も。

「チッ……さっきの連中の仲間か？」

　ディアヴロはポーチに手を伸ばした。街中で魔術を使いたくはないが、この人数を相手に素手は危険だ。

　レムが嫌そうな顔をした。

「……あなたたちは」

　先頭に立っている豹ひよう人じん族ぞくの男は、なかなか珍しい豹ひよう頭あたまだ。

　普通の豹ひよう人じん族ぞくの男性は、ほとんど人間ヒユーマンの姿をしており、豹耳と尻尾がある。

　ところが、希に頭が豹の者がいた。外見が違うだけで中身は変わらない──と言われているが。

　その豹頭の豹ひよう人じん族ぞくは、まわりより一回りは大きく、ディアヴロより明らかにゴツかった。

　鍛えられた拳からして、おそらく拳士。しかも、かなりの高レベルだ。

　もう間合いに入っているはず。

　気を抜いたら、一瞬で首をへし折られるような距離だ。

　ディアヴロは意識を集中させる。

「…………」

　ニヤリ、と豹頭の男が口元を歪ゆがめた。

　ガバッ！　と頭を下げる。




「お嬢、お帰りなさいませッ!!」




　レムに対して、深々とした最敬礼だった。

　他の連中も同じように、後ろに手を回して、腰を直角近くまで折り、お辞儀する。

「お帰りなさいませ！」「お嬢！」「お待ちしておりました！」

　道行く人々が、何事かとジロジロ見る。

　指さした子供を、母親が慌てて連れ去った。

　チンピラ風の男たちが、くるりと背を向けて逃げていく。

　レムが顔を真っ赤にした。

「……だから……帰るの……嫌だったんです」

　ディアヴロはシェラと、思わず顔を見合わせる。

　──お嬢？

　豹ひよう頭あたまの男が、改めてディアヴロに話しかけてきた。

「御ご仁じんは、お嬢の連れですかい？」

「他人ではないな」

「師範代が会いたいと言ってる。大人しく来ていただけますかね？」

「我を呼びつけるか。何者だ？」

　レムが渋々といった感じで口を開く。

「……この者らは、ガド一門の徒弟です。そして、師範代というのは、わたしの……叔お母ばなのです」

「肉親がいたのか!?」

　彼女がうつむく。

「……もう、故郷は捨てたつもりでしたが」

　豹頭が首を左右に振った。

「とんでもない。師範代はお嬢のことを毎日のように気に掛けています」

　ぽん！　とシェラが手を叩たたく。

「そういや、ガド一門ってなに──ってレムに教えてもらう約束してたよね!?」

　なかなか空気を読まない発言に、周りが固まった。

　そういう話があったとしても、本人たちの前で言うのか。

　豹頭が優しげな声で答える。

「ご友人、ガド一門とは、ガド流武術を教わっている者たちのことだ。師範は親であり、徒弟たちは兄弟であり、その絆きずなは本当の家族よりも強い」

「おー」

　シェラがよくわかっていなさそうな顔でうなずいた。

　レムが断言する。




「たんなる、ヤクザです」




　うわぁ……と内心でドン引きするディアヴロだった。
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　山の稜りよう線せんに太陽が沈んでいく。

　中央地区の一角だった。

　まるで刑務所のような高い塀で囲まれた敷地の内側には、篝かがり火びが焚たかれている。

　ぞろぞろと男たちに囲まれて門をくぐった。

　上半身裸で稽古をしていた徒弟たちが、ハッ！　と気付いて直立する。

「お帰りなさいませッ！」

　暑苦しい。

　この連中に比べたら、まだコボルトたちのほうが爽やかだった。

　体育会系のノリが、ディアヴロは苦手だ。

　まして、本物のヤクザ。

「フッ……」

　魔王らしく平然を装っているが、内心ではビビりまくりだった。




「ひぎゃあ！」




　悲鳴をあげたのは、シェラだった。飛びあがるほど驚く。

　何事かと、ディアヴロは視線を向け──

　理解しがたいことに、シェラの腰をなでまわしている女性がいた。

「あらあら……いいお尻してますねぇ。エルフとは思えないわ」

　──いつの間に接近した!?

　自分たちを囲んでいるのは、男ばかりだったはず。その囲みを一瞬で抜け、しかも誰に気付かれることもなくシェラに触れた。

　超スピード!?　瞬間移動!?　そんなちゃちなもんじゃねえ!?

　その女は黒髪で、黒い豹ひよう耳みみが乗っていた。

　豹ひよう人じん族ぞくだ。

　普通の豹人族はオレンジ色の髪で、黄に黒斑点の豹柄をした耳や尻尾を持っているが、この女は珍しい黒豹タイプの豹人族だった。

　つまり、レムと同じ。

　そのレムが、クワッと𠮟りつける。

「手を離しなさい、叔母さん！」

　叔母さん──と呼ばれた女性が、ふらりとヨロけた。それでもシェラの尻に伸ばした右手は離さなかったが。

「そ、そんな……レムちゃんが反抗を？　まさか、信じて送り出したレムちゃんが、不良に……!?」

「なっていません。シェラから手を離してください。怒りますよ？」

「ちゃんと、ソラミ姉ねえさんって呼んでくださいね」

　今さらになってディアヴロは冷静さを取り戻す。

　唐突に現れた女性の勢いに吞のまれていたが、二人を守らなくては！

「シェラから離れるがいい！」

　ソラミと名乗った（どうやら、レムの叔母）に手を伸ばした。

　といっても、女性に触れるのは、まだ慣れない。

　手を伸ばしただけで、身体には触れなかった。

　ソラミが、くすりと笑う。

「あらあら……勘がいいんですねぇ」

「なに!?」

　彼女の身体に、パリパリッと紫電が走る。そして、空気中へ霧散した。

　──《雷らい装そう》!?

　Ｓ気Ｐ力により、身体に雷を纏まとう。

　触れた相手にダメージを与える武ぶ技ぎだ。

　ただし、効果時間は短い。

　その武技を使えることは不思議ではないが……

　ソラミは現れたときから、ずっとシェラに右手で触れている。しかし、シェラに雷のダメージは発生していなかった。

　つまり、右手を除いた部位にだけ、武技《雷装》を!?　そんなことが可能なのか!?

　どうやら、ディアヴロの理解が追いつかないほどの実力者だということは間違いなかった。

　ソラミが優しげな目つきで見つめてくる。

「うふふ……助けなくていいんですか、ご友人を？」

　シェラが身をよじる。

「はひぇうぇうぅ」

　涙目だ。

　ただ腰をなでられているだけにしか見えないが、シェラが自分で逃げ出さないのは、なにか理由があるのだろう。

　──身動きを封じる武技なんて、あるのか!?

　ディアヴロは動揺を隠す。

「フッ……妙な真似をしてくれるではないか。貴様がレムの叔母で、ここの師範代というわけか」

「こぉら。年上の女性を〝貴様〟とか〝叔母〟とか呼んじゃメーですよ？　ソラミ姉ねえさん、と呼んでくださいね？」

　まるで優しいお姉さんのような、おだやかな口調だった。

　いや、そんな姉などいないが……イメージだ。

　テンションが狂う。

　しかし、実力者なのは間違いない。

　ディアヴロたちを囲んでいた連中は、あえて距離を取っていた。つまり、これはアクシデントなどではなく予定通り。

　目的は読めない。

　いや……

　ふと、考える。




　──俺、ヤクザの娘に《奴隷の首輪》をつけて、本拠地に乗りこんじゃったのか!?




　冷や汗が、だらだらと噴き出してきた。

　レムに自覚はないようだが、とんでもない状況になってしまった！

　あああ……

　お、落ち着け！

　こんなときこそ魔王ロールプレイだ。





俺は魔王ディアヴロ！




我は魔王ディアヴロ！




我こそは魔王ディアヴロだッ！






「クッ……クックックッ……面白い芸を見せるではないか、ソラミとやら」

　くすり、と彼女が笑った。

「あらあら？　ちょっとイイ顔になりましたねぇ」

「貴様が何者で、どんな目的があるにせよ、そいつは我が所有物だ！　手出しするなら、命はないと思え！」

「所有物？　あら、そうなんですか」

　くにゃり、とシェラが身体をくの字に曲げた。

　涙目で、細い声をこぼす。

「…………ディ……ア……ヴロ」

「今、取り返してやるぞ、シェラ！　《ライトニングバレット》ッ!!」

「元素魔術ですって!?」

　やはり、この異世界では使い手が少ないせいか、さしものソラミも驚きよう愕がくに目を見開いた。

　魔ま杖じようから魔術陣が広がる。

　同時に光弾が飛んだ。

《ライトニングバレット》は発生が速く、威力も高い。

　ソラミが左手を突き出してきた。

「えい」

　彼女の指先に、光弾が逸らされてしまう。

「なんだと!?」

　ディアヴロは思わず声を荒らげていた。

　こちらも戦士レベル１００以上だ。Ｓ気Ｐ力を使った武技であることは、わかる。

　──指先にＳ気Ｐ力を集中させた!?

　ソラミが左手を振る。

「ふふふ……ちょっと、痺しびれちゃいました」

　対たい峙じするディアヴロたちに、横からレムが割りこんできた。

「ソラミさん、いいかげんにしてもらいますッ！」

「ん……」

　レムが蹴りを放つ。

《ライトニングバレット》すら受け流す彼女に、生身での攻撃など効くはずがない。

　そうディアヴロは思った。

　ところが、レムの蹴りにもＳ気Ｐ力による輝きがある。

　ソラミの指先と同じく。

　強烈な蹴りを、相手が左手で受け止めた。

　その瞬間──

　パァン！　と火花が散る。

　ようやく、ソラミが間合いを取った。離れる。

「うん、合格です♥」

　満面の笑みで、両手で丸を作った。

　ふにゃふにゃと足腰から力が抜けたように、シェラが倒れこむ。

　ディアヴロは慌てて受け止めた。

「おい！　しっかりしろ、シェラ！」

「はにゃう……」

「大丈夫なのか!?」

「か、るい」

「なんだと？」

「から……からだが、すっごく軽いんだよー」

　はい？　とディアヴロだけでなく、レムまで首をかしげた。

　シェラが瞳を輝かせる。

「ずっと、おっぱいに引っ張られるみたいに身体が重かったんだけど、ソラミさんに触られたら、すっかり軽くなっちゃったー!!」

　うふふふ……とソラミが笑う。

「おっぱいが重い子は、身体を腰の筋肉で引き起こしてるでしょう？　もみほぐすと、楽になるんですよぉー？」

「うん！　すごかった！　気持ちよくって動けなかったくらいー」

　シェラが相好を崩した。

　──自分で逃げなかったのは、そんな理由だったのかよ!?

　レムが吐き捨てる。

「……助けて、損しました」

「あう。で、でも、嬉うれしかったよ？　レムが助けてくれて」

「損しました」

「ありがとうってー」

　言い合いをする二人を見て、ソラミは楽しそうだった。

「レムちゃんに、本当の意味での友達ができるなんて、びっくりです」

　キッ、とレムが反論する。

「……誤解しないでください。この無駄肉エルフは、友人ではありません」

「仲間だもんね！」

　シェラの言葉に、また言い返すレムだった。

　ソラミが優しげな表情のまま。

「技も衰えてないようですし」

　この言葉に、レムが表情を歪ゆがめた。

「……いえ……わたしは、もうガド流には頼りません。敵に接近するのは危険すぎます。今は召喚術士になりましたから」

「あの人は、レムちゃんのほうを跡継ぎに考えてたと思いますよ？」

「……父さまの意志がどうであれ……わたしは拳士にはなりません。才能がありませんから」

　レムは逃げるように建物のほうへと歩いていくのだった。
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　夜──

　さすがに、もう領主を訪ねるような時間ではなくなった。

　ガド一門の屋敷。

　レムはヤクザと言っていたが、その言葉から連想するような、和風な特徴は見当たらなかった。建物の造りは、リフェリア王国の一般的なものと同じだ。

　いわゆる、中世ヨーロッパ風──

　より具体的には、十三世紀頃のドイツやフランスあたりのイメージに近かった。

　当時の欧州で暮らしたことはないから、同じとは断言できないし、そもそも異世界なのだが。

　王宮に比べずとも内装は質素だった。白黄色の壁布に、シンプルな模様のカーテン。

　壁が遠く感じる広さの部屋に、黒塗りで長方形のテーブルがひとつだけ置いてあった。

　鉄製かと思うほど重い木目調の椅子に、ディアヴロは腰掛ける。

　右にレムで、左にシェラがいた。

　そして、向かい側にはソラミが座る。

「改めまして──ガド流の師範代を務めております、ソラミ・ガレウといいます」

「……叔父さんは？」

「うふふ……師範は東方の紛争に呼ばれちゃって、もう半年くらい」

「……相変わらずですね」

　レムがため息をついた。ディアヴロは尋ねる。

「ガド一門というのは、聞き慣れないな」

　少なくとも、ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリには登場しなかった。

「大昔に拳けん聖せいガドと呼ばれた者が編み出した武術を伝えているんです」

「拳聖だと？」

「はい。リフェリア王国に冒険者協会ギルドができる前からあって、王侯貴族の依頼を受けたりもするんですよ」

「ふむ……ならば、冒険者の商売敵か」

「そうですねぇ、そうなりますけど、仲良くやってますね。カリュティア冒険者協ギ会ル会マ長スとは、お茶飲み友達です」

　──拳聖とはな。

　ＭＭＯＲＰＧクロスレヴェリには未実装だったが、剣聖の拳士版ということか。一部のプレイヤーから要望が出ていた。

　それと、ガド一門がゲームに登場しなかった理由は、わからない。

　豹ひよう人じん族ぞくの拳士だけを指導する組織なんて、他プレイヤーに批判されるせいか？　確信は持てなかった。

　ソラミが笑みをこぼす。

「そして、私はレムちゃんのお姉さんでもあります。どうぞよろしくお願いしますね！」

　相変わらず、優しげな笑みを浮かべていた。逆に恐い。

　レムが肩をすくめる。

「……誰が姉ですか。わたしの父親の妹です」

　それは間違いなく叔母だった。

　ソラミが唇を尖とがらせる。

「気持ちだけは、実の姉のつもりなんです。レムちゃんは大切な妹なんですよ？」

　正直、まだ信用しきれなかった。

　ディアヴロは仔こ猫ねこのように怯おびえている内心を隠し、問う。

「レムを呼びつけ、俺たちの実力を試したのは、なんのためだ？　聞いてやるゆえ、語るがよい」

「うふふ……実力を試すだなんて。ただの挨拶ですのに」

「武技まで使っておいてか？」

「誰もケガはしていないでしょう？」

　シェラがガッツポーズをする。

「むしろ、いつもより元気なくらいだよ！」

　レムが冷ややかな声で言う。

「……ソラミさんは、こういう人です。たぶん、本当に挨拶のつもりだったのでしょう。まぁ、実力不足なら無傷では済まなかった可能性もありますが」

　不思議そうな顔でシェラが尋ねる。

「ねえ、レム──ソラミさんっていい人じゃない？　どうして故郷を捨てたりしたの？」

　たしかに、常識の所在はともかく、レムを大切に想っているのは間違いなかった。

　当然の疑問だろう。

　シェラは故郷の森が好きだった。

　しかし、兄キイラ王子は呆あきれるほどの外道で、身の危険を感じた彼女は家出せざるを得なかったのだ。

　ソラミが身を乗り出す。

「それ、私も聞きたいです。こんなに大切に想っているのに、黙って出て行っちゃうなんて」

　どうやら、レムも円満な門出ではなかったようだった。

　レムが俯いた。

「……わたしは拳士ではなく、召喚術士を目指すことにしました。だから、です」

「拳士でいいじゃない！　敵は拳で殴ったほうが、スカッとするわよ!?」

　そういう問題ではなく──とレムが言葉を続ける。

「……母もわたしも、ソラミさんに話していなかった、ある重大な秘密を抱えていました。家を出たことと無関係ではありません」

「秘密ですか」

　彼女の秘密──それは、自身に魔王クレブスクルムが封印されていることだった。

　それを初めてディアヴロに打ち明けたとき、レムは目に涙をいっぱい浮かべていたものだが。

　今は晴れやかな表情だった。

「……でも、ディアヴロのおかげで問題は解決しました。完全に、とは言いがたいですが、もうわたし独りで悩む必要はなくなったのです。いつか、わたしに子供が生まれたとしても悲しい想いはさせません」

「解決……!?」

　ソラミが目を見開く。

　彼女は、ディアヴロをまじまじと見つめた。

　──この叔母は、あるていど秘密について勘付いていたようだな。

　長く一緒に住んでいたようだし、仲も悪くはなかったようだ。どこまで把握していたのかは、わからないが。

　レムが言う。

「……少し長い話になってしまいそうなので、ソラミさんにはあとで話します」

「わかりました。千一夜だって聞いちゃいますよ」

「……そこまでの長話はしません」

　扉が開き、黒色の前掛けをつけた豹ひよう人じん族ぞくの男が入ってくる。給仕係らしい。

　お茶が用意された。

　ファルトラ市や王都で飲まれているのとは違う種類だ。ミントティーだろうか。

　清涼感のある香りが、暑い土地に合っているようだった。
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　ソラミが両手で作った橋に、あごを載せる。

　少し雰囲気が変わった。

「じゃあ、こんどは私の質問に答えてくださいね？　レムちゃんと、シェラちゃんに嵌まっている首輪──なんですか、それ？」

　返答しだいでは、命が危なそうだ。別室の男衆が突入してくるかもしれない。

　ディアヴロは空唾を吞のみこむ。

「フッ……そ、それはだな……」

　どう語ったものか、声が震えそうになるのを必死で押さえこんだ。

　さらり、とレムが説明する。

「……わたしが召喚魔術に失敗して、召喚獣用の《隷従の首輪》が自分に嵌まってしまったのですよ。解除には大変な手間がかかるため、後回しになっています」

　簡潔だった。

　どう伝えるか、事前に考えてあったのかもしれない。

　ソラミが顔をしかめる。

「やっぱり、魔術なんてダメですねぇ。筋肉は裏切りませんよ？」

「……召喚術に問題はありません。わたしが未熟だったのです」

「ここに留まって修練を積んでいれば、今頃は私よりも強くなっていたと思います」

　その言葉には、シェラが反応した。

「レムって強いの!?」

「すごかったんですよ？　拳士としては、子供の頃ですらレベル40以上でしたね。才能は私たち兄妹より上で、拳聖ガドの再来なんて褒められちゃいまして」

　自慢の妹を誇るように、彼女は嬉うれしそうに語った。

　レムが首を横に振る。

「……拳士は、自分の身を危険に晒さらす職業クラスです。召喚獣を使えば絶対に安全とは言いませんが、当時のわたしには死ねない理由がありました。だから、召喚術士を選んだのです。後悔はしていません」

　はっきりと断言した。

　ふぅ～、とソラミがため息をつく。

「そうですか。じゃあ、もうひとつだけ質問です──その薬指の指輪は、どうしたんですか？」

　レムがほんのり頰を染めた。ディアヴロに視線を送ってくる。

　シェラも同じような顔をして、左手を差し出した。

「えへへー」

「……わたしたち、結婚しました」

　レムが言いながら見つめてきて、ディアヴロは赤面しそうになる。いや、実際に赤くなっているかもしれない。頰が熱かった。

　ソラミが目を丸くする。

「あらあら、《結婚指輪マリツジリング》なんですか!?　レムちゃん、異種族と結婚したんですか!?」

「……はい」

　レムがうなずき、シェラが指輪をなでる。

「そうなんだよね」

　ソラミが二人の指輪を交互に眺めた。




「女の子同士で！」




　沈黙が流れる。

　シェラは意味が理解できなかったようで、目をパチパチと何度も瞬きさせていた。

　レムが錆さび付いた機械のように、ギギギと首を動かし、ディアヴロを見る。

「……どういうことですか？」

　バレ来た!!

　魔王ロールプレイで押し切るか？

　いや、それは不誠実すぎる。

　しかし、ここで誤魔化すのは〝優しい噓うそ〟というやつなのでは？　言い訳か。

　正直が一番か……

　鬩せめぎ合った結果、曖昧な返事がこぼれる。

「あ、いや、それはだな……」

「……事実なんですね？」

　全てを察してしまったレムから、真っ赤なオーラが放たれているように感じた。

　ソラミが身を乗り出す。

「あらあら！　ずいぶん外がい輝き功こうも鍛えてるじゃありませんか」

　──外輝功？

　気にはなったが、尋ねている場合ではなかった。

　レムが椅子から立ち上がる。

　無言で部屋を出て行こうとした。

　ディアヴロも腰を浮かす。

「ま、待つがいい、レムよ！」

「……ちょっと、頭を冷やしてきます。お話は、その後に」

　大魔王モディナラームと対たい峙じしたときより、背を向けたままのレムが恐かった。

　バタンッ！　と部屋の扉が閉じられる。

　シェラが耳をビクッとさせた。

「なんか、レム、怒ってたね」

「仕方がないヤツだ」

　ため息をついたが、仕方がないヤツなのは自分であることは自覚している。

　結婚指輪マリツジリングをバレる前にすり替える作戦は、大失敗だった。

　そもそも、水浴びや寝ているときすら外さない指輪をすり替えるなんて、不可能なことだった。

　ソラミが困ったような顔をして、頰に手をあてる。

「あらあら……もしかして、レムちゃんとシェラちゃんが結婚したのは、あなた──ディアヴロくんだったのかしらぁ？」

　──わかっててバラしたんじゃないのか？　つーか、ディアヴロくん？

　魔王の威厳をブロック崩しのようにポコポコ壊してくる女性だった。

　フンッ！　と腕組みして、身体を背もたれに預ける。

「そういうことだ」

　今になって、ようやくシェラが気付いたらしい。

「ハッ！　この《結婚指輪》って、レムがつけてるのと対ついだったの!?」

　ディアヴロは視線を逸らす。

「ま、まぁ、我は異世界の魔王であるからして、この世界の風習には、少し疎いところがあったような気がするかもしれぬな」

　苦しい言い訳だった。

　シェラが軽く笑う。

「あはは……そうだったんだー。じゃあ、ディアヴロの指輪も必要だねー」

　──許された!?

　ディアヴロは思わずシェラをまじまじと見つめてしまった。

　こいつ、実はすごいヤツなのでは？

　ソラミが目を細めた。

「うんうん、とっても良い子なんですねぇ」

　少し救われた気がする。




　部屋の扉が開き、料理が出てきた。

　肉と肉と肉と……

　ハムやソーセージや炙あぶった肉や、生肉など。

　ソラミが「レムちゃんにも持っていってあげて」と指示していた。配膳係の豹ひよう人じん族ぞくが、一部を取り分けて運んでいく。

　シェラが瞳を輝かせた。

「わぁぁぁい！　人ひと族ぞくのごはんだー、ひっさしぶり！」

　ディアヴロはむせそうになる。

　現在、この街はコボルトたちと戦争中だ。先日まで、その獣人族の集落にいたことは絶対に秘密だった。

　誤魔化すように咳せき払いし、ディアヴロは肉に手をつける。

　珍しいのは冷やしていない生肉だ。

　一般的に流通している干し肉ではなく、赤々としたやわらかい生肉だった。ほんのり温かい。

　この異世界には冷蔵庫がないので食材が冷えていないのは当然だが、常温だと短時間で生肉は腐ってしまう。

　つまり、今しがたまで生きていたものから、切り出してすぐ提供しているわけだ。

　ディアヴロのいた元世界では、冷蔵庫のおかげで物流が発達していたが、それだけに冷たくない生肉を食べる機会はなかった。

　口に入れてみると、濃厚な血の臭いがする。

　獣の臭いもする。

　そして、凝縮された〝まさに肉〟という味が舌のうえでドロドロと溶け出してくる。

　美味いとか不味いとかではなく──はっきり〝命を食べている〟と実感できる独特の高揚感があった。

　一口ごとに活力が湧いてくるようだ。

　ソラミも生肉を口にし、満足そうに微笑んだ。

「これは《ウッズベア》の肝臓ですよ」

「ほう……食べるのは初めてだな」

　ゲームで倒したことは何度もあるけれど。

「元気が出るでしょう？」

「たしかに、そんな感じだな」

「一晩中でも元気が続いちゃいますよ♥」

　ボッファ！　と噴き出す。

「そ、その元気かよ!?」

　ディアヴロは思わずツッコミを入れた。

　シェラが首をかしげる。

「ほえ？」

　意味がわからなかったらしい。彼女は香草入りのソーセージをはむはむ咥くわえていた。

　恐ろしい。ソラミの前だと、魔王の演技を維持するのが難しかった。
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　食事のあと──

　ソラミは師範代としてのお役目があるとかで退室。

　シェラは、レムを探しに行った。

「こっちは任せて」

　と言われたので、いつもの魔王らしい尊大な態度で──内心では平身低頭で、お任せした。

　怒った女性との会話なんて、普通の男性でも超高難度ミッションだろう。

　コミュニケーション能力が絶望的なディアヴロにとっては、ひのきのぼうで竜王に挑むようなものだった。

　ポーチ内にはファルトラ市で作ってもらった新しい《結婚指輪マリツジリング》があるのだが……

　これを渡す機会は、果たして来るのだろうか？




　独りで屋敷を彷徨さまよう。

　庭に出た。

　最初にソラミとバトル（挨拶？）をした場所だった。

　屋敷の庭というより、稽古場だ。

　太い丸太を立てて荒縄が巻いてある。打撃技を練習するサンドバッグなのだろう。

　三〇歩ぶんくらいある縦長の砂場もあった。ここを往復して走れば、足腰の鍛錬になりそうだ。

　用途はわからないが、胸の高さで横に張った縄や、滑車に重りを付けた器具も置かれていた。

　──スポーツジムみたいだよな。

　今は誰もおらず、篝かがり火びも消されていた。

　月明かりだけなので暗い。

　ふと思い出す。

「……あいつ、《ライトニングバレット》を素手ではじいたよな？」

　今までも、高速で回避する敵はいた。コボルトの族長ボルボスのように。

　頑強さで耐える敵も。

　しかし、魔術を受け流されたのは初めてだ。

　そんな技はゲームにも存在しなかった。

「Ｓ気Ｐ力を使っていたのは、間違いない……あれは、おそらく武ぶ技ぎだ」

　ディアヴロは小石を拾い、真上に投げた。

　指先に集中する。

　落ちてくる石をはじく。

　砕け散った。

　──違う。これじゃ、普通の武技だ。《フィンガーブレイド》なんかと同じで、素手の攻撃を強化しているだけでしかない。

　どれほどレベルを上げても、これでは魔術と相殺しかできないはず。

「……外がい輝き功こうってのと関係あるのか？」

　怒ったレムを見て、ソラミは〝外輝功も鍛えてるじゃありませんか〟と言った。

　直前に蹴りを放っているから、それは外輝功ではない、ということだ。

　あのときのソラミを思い出して、Ｓ気Ｐ力を指先に集中させた。

　普通の武技であれば剣や拳を覆って強化する。それを指先だけに使うのは、かなりの繊細さが必要だった。

　喩えるなら──野球のボールを手で持つのは簡単だが、指先に乗せるのは難しい。そんな感じだ。

「…………むむ」

　Ｓ気Ｐ力を指先に集める。

　散る。

　集める。

　散る。

　集める。

　散る。

　しばらく試していると、指だけにＳ気Ｐ力を集中させるのには慣れてきた。

　もう一度、小石を投げてみる。

　指先で──

　触れたとき、一瞬だけ小石が流れる。

　しかし、また砕け散ってしまった。

　ディアヴロはうつむき、ぶつぶつとつぶやく。

「うーん……Ｓ気Ｐ力の集中よりも、触れ方のほうが問題なんじゃないか？　卵をキャッチするみたいに、やんわりと……ああ、だから指先なのか？」

　やんわり触れるとき、いきなり掌で触るよりも指のほうが細やかな動きができる。まして、拳では無理だ。

　考えてみて、ぞくりと背筋が寒くなる。

「……それじゃ、あいつは……《ライトニングバレット》を放たれた瞬間に、指先にＳ気Ｐ力を集中させ、卵にでも触れるかのような繊細さで、魔術の光弾を受け止めつつ逸らしたってことか？　できるのか、そんなこと!?」

　独りで思索に沈んでいたら、いきなり物陰から声があがる。




「半分は正解ですよ？」




　飛びあがるほど驚いた。

　建物の陰から出てきたのは、ソラミだ。

　ずっと見ていたのか。

　しかし、潜んでいることに気付かなかった魔王というのは、いかにも格好悪い。

　ディアヴロは余裕の笑みを浮かべた。

「フッ……やっと、出てきたか。終わるまで見ているだけかと思ったぞ」

「あらあら、気付いていたのかしら？」

「当然だ。我は魔王だからな」

「私の隠蔽ハイデイングも、まだまだですねぇ」

　──ソラミは拳士かと思ったが、探索者シーカーでもあるのか？

　彼女の黒い尻尾が、機嫌よさそうに左右に揺れる。

「新しい技を見たあと、すぐに試してみるなんて、素晴らしい向上心ですね。しかも、私に聞かないで独りで試すなんて。とても見所がありますよ」

「フッ……力を身につけるために、他人を頼ろうとは思わない」

　ディアヴロは攻略サイトの掲示板での質問すらできないコミュ障だ。出会ったばかりの人に直に尋ねるなんて無理だった。

　断られたら心が傷つく。

　そんな危険を冒すくらいなら、自分で何時間でも試してみるほうがマシだった。

　ゆっくりと、ソラミが近付いてきた。

　目の前に立つのかと思ったら……

　さらに近く。

　手が届くどころか、胸の先がディアヴロに触れそうな距離だ。

　彼女はスタイルがよくて背が高くて大人びている。

　しかし、ディアヴロに比べれば頭一つぶんは小さかった。三角耳のぶんは除くとして。

「もしかして、緊張してるのかしら？」

「む？　なにを馬鹿なことを。この俺は何者を前にしようとも緊張などせぬ」

　近くで見ると、胸が……大きい。

　ぐっ、と突き出ていて、質量を感じさせる。

　薄紅色の唇が開いた。

「興味……あるのかしら？」

「あ、いや……」

「いいんですよ、隠さなくても。私がやさっしく教えてあげますね♥」

　ソラミが手を伸ばしてきて、ディアヴロの右手を取った。

　ぐっ、と引きつけられ、彼女の左胸を押し当てられる。

　──やわらけ！

　右手が、大きなふくらみに沈んだ。

　いいのだろうか、レムの親族に、こんなこと？　いや、よくない！

　わかってはいるのだが、ディアヴロの右手は、もう自分の意思では引っこめられなくなっていた。

　カァ！　と掌が熱くなる。

「ううぅ……」

　彼女が頰を上気させた。

「ふふ……どうですか、ディアヴロくん？」

　──すんげえさわりごこちです！

　などと素直に感想を言えるわけもなかった。恥ずかしすぎる。

「いや……それはだな……ええっと……」

　魔王ロールプレイを維持するのは、もう困難だ。

　しかし、素でしゃべると「あー、うー」としか言えなくなってしまう。仮面が剝げるほどに語彙が失われていった。

　ソラミが自身の左胸のふくらみに、ディアヴロの手を押しつけながら言う。

「これが、内ない輝き功こうですよ。わかりますか？」

「え？」

「冒険者たちはＳ気Ｐ力と呼ぶらしいですね。ガド流では輝き光こうといい、それを体内で高めることを内輝功といいます。身体の内側を巡っているでしょう？」

「あ、えっと……」

　そんなことだとは全く思っていなかったので、注意を向けていたのは、彼女の左胸の感触だけだった。

「内輝功を鍛えると、限界を超えた身体能力を発揮したり、負傷の程度を軽くしたり、状態異常バツドステータスを防いだりできます。戦士系の冒険者が覚える武技は内輝功が多いですよね」

「う、うむ」

「気配を消したり、知覚を研ぎ澄ますのも、内輝功ですよ」

「むむ」

　そんなことまで……!?　まるで魔術付与エンチヤントのようなことができそうだった。

　しかし、今のディアヴロには彼女の使う内輝功なんて──それどころではない。おっぱいで大変だ。

　ソラミが首をかしげた。

「急には難しかったですか？」

「そ、そんなことは……ない。うむ、わかるぞ。当然だな」

　ディアヴロは焦って、ソラミの身体の内側を右手で感じ取ろうとする。

　感じ取れたのは、おっぱいのやわらかさだけだった。

　──なんということだ！　この俺としたことが！　向上心よりも、おっぱいに意識を奪われてしまうなんて！

　ソラミが、ディアヴロの左手も摑つかんできた。

　ぐいっと引っ張られる。今度は、彼女自身の右胸に、左手が押し当てられた。

「両手のほうが、わかりやすいかもしれませんね？」

「ぐっ……くっ……くくく……」

　とんでもないことになった！

　煩悩が二倍！

「さあ、私の内輝功を感じ取ってみてください」

　ディアヴロは両手を動かす。

　やわらかな感触が二倍になっただけだ。

　わかることは、この両方の胸のさわりごこちが、素晴らしいということだけ！

　──俺に拳士の才能が無いのかもしれない。

「か、簡単に言うがな……」

「あらら……慣れてないと、この程度では見つけにくいでしょうか？　じゃあ、ちょっと強めにやってみますね」

　ふぅぅぅ……とソラミが呼気を整えた。

「ハァァァッ!!」

「なに!?」

　びりびり、と両手に伝わってくる。

　脳みそにかかっていたピンク色の靄もやが消し飛ばされた。その瞬間、彼女の内側に渦巻く力を目の当たりにする。

「……渦だ」

　ディアヴロのつぶやきに、ソラミが嬉うれしそうに目を細めた。

「そうです！　じゃあ、これが──」

　今度は、彼女のほうがディアヴロの胸に触れてくる。

　その指先が、カァッと熱くなった。

「うっ!?」

《ライトニングバレット》をはじいたときと同じ。指先にＳ気Ｐ力が集中している。

「わかりますか？　これが外輝功ですよ？　貴方も近いこととはできていましたよね」

「近いが違っていたわけか」

「外輝功にも種類があります。冒険者たちが一般的に使うのは《堅けん硬こう》ですね」

　押し当てられている彼女の指先の感触が変化する。

　ゴリッと鉄の棒になったかのようだった。長くて鋭い爪で、肌を裂かれているような気分になる。
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　ちょっと痛い。

「《堅硬》は攻防に使いやすいですが、相手が魔力を帯びた武器を使っていると、打ち勝つのは難しいですよね。だから、このように《柔軟》で」

　急にソラミの指先がやわらかく感じられた。人の指というよりも、まるでゴムのように弾力がある。

　ハッ、とディアヴロは気付いた。

「そうか！　性質を変化させたＳ気Ｐ力で、光弾を受け止めたのか！」

「うふふ……ほぼ正解です」

　衝撃を波のように四方へ伝え、わずかな厚みで、強い衝撃を吸収する素材というのがある。

　理解はできたものの──あの一瞬で、それほどの精度でＳ気Ｐ力を操り、使いこなすのは、まさに神業だった。

　彼女が唇を尖とがらせる。

「ほぼ正解ですけれど……教えましたよね？　ガド流では輝き光こうと呼ぶのですよ？」

　さらに彼女の指先の感触が変化した。

　今度は、振動を伝えてくる。

　くすぐったいような、痺しびれるような独特の刺激に、うめいてしまう。

「ううぅ……？」

「んー。このくらいの強さがいいでしょうか？」

「くっ……!?」

　与えられた刺激が、背筋を駆け抜けた。

　──Ｓ気Ｐ力の操作を極めると、ただ触れているだけで、こんなこともできるのか!?

　ソラミが内面まで覗のぞきこむような目つきで言う。

「レムちゃんとシェラちゃん……まだ男を知らないんじゃありませんか？」

　唐突だった。

　ディアヴロは戸惑ってしまう。輝光となにか関係が!?

「なっ!?　いや……」

「結婚までしているのに、まだなんて」

「そ、それはだな……」

　ディアヴロが初夜から逃げ回っているからだった。

「貴方、経験がないんですね」

「ななななにを言っているのか、わからんな！　我は異世界より来た魔王じゃぞ!?」

　ちょっと嚙かんだ。

　ソラミの目つきが恐い。

「いいでしょう。私が教えてあげます♥」

　──ガド流かな!?　内輝功とか外輝功とか、そういうアレのことかな!?

　拳士になるつもりはないが、輝き光こうの操り方には、おおいに興味が湧いた。

　ディアヴロは《魔王の指輪》を装備しているため、自動的に全ての魔術を反射してしまう。魔術付与エンチヤントによる身体能力の強化はできない。

　武技で補えれば……

　──俺は、もっと強くなれる！

　そのためには、このピンチを切り抜けなければ……

　ソラミの指先が、胸元から下腹部へと下りてくる。

　今度は、ゴムよりもやわらかく、なんだかしっとり濡ぬれているかのような感触だ。

　まるで舌で舐なめられているかのように。

「ううぁうぅ……ッ」

「あらあら、このくらいソフトな刺激がお気に入りかしら？」

「ち、ちがう……」

「初う心ぶなんですね。大丈夫ですよ、全て任せてください。ディアヴロくんは強気な顔をしてるから私の好みじゃないかと思ったんですけれど、すっごくかわいい表情をするものだから、きゅんきゅんうずいちゃって……あら、でも姪めいの旦那さんにこんなことしちゃダメなのかしら♥」

　ダメなのかしら──と言いながらも、その手が止まることはなかった。

　逃げればいいのだが……

　なるほど、シェラが動けなかった理由がわかる。

　身体の奥まで響くような刺激が、間断なく続くのだ。上等なマッサージを受けると、こうなるのかもしれない。快楽の鎖で縛られ、すっかり自由を奪われてしまっていた。

「くううぅ……」

「本当、いい表情をしますね」

　ぺろり、とソラミは自身の唇を舌先で舐める。

　豹ひよう耳みみが伏せられ、尻尾はピンと立っていた。

　とうとう、ディアヴロの下腹部に、彼女の指先が到達する。

「ぐうっ！」

「あら？　あらあらあらぁ～、すっごいですよ？　もしかして、ずっと待たせちゃったかしら」

　実は胸を触っていたときから、ずっと臨戦態勢を維持していた。

　そして、いつもは戦闘準備はすれども交戦は起きずに終わるのだが……どうやら、今日は違う。

　ソラミに外へ引きずり出された。

「ううっ!?」

「まあまあ！　なんて、すごい……」

　さらに、彼女が指を絡めてきて、強烈な先制攻撃を受けてしまう。

「──ッ!?」

　声も出なかった。

　ディアヴロは膝から力が抜け、倒れこみそうになる。

　背中が、打撃練習用の丸太にぶつかったのも、あとになって気付いた。それがなければ、地面に倒れていただろう。

　ソラミが瞳を輝かせてしゃがむと、両手で包みこんでくる。

　肉食獣に捕食された亀の気分だ。

　強すぎる刺激から逃れるため、ディアヴロは無意識にＳ気Ｐ力で弱点を防御した。

「わ、我は……異世界から来た……魔王！」

「そうね、そうね、大きさは魔王って感じですよ。でも、この程度の外輝功では、私の攻めは防げません」

　指の動きを警戒していたが、ガド流の師範代は予想を上回ってくる。立ち回りにおいても達人だった。

　なんと、いきなり口に含まれてしまう。

「はむ！」

　──舌で、外輝功を!?

　ディアヴロが無意識に張った防御など、まるで弾丸の前の紙のごとくだ。

　強烈な刺激に背筋が反り返り、あやうく気を失うところだった。

　んふー、とソラミが苦しげな呼吸をこぼす。

『アゴが外れちゃいそうです。本当に魔王なみですねぇ』

　驚いたことに、咥くわえているにもかかわらず彼女の言葉が伝わってくる。Ｓ気Ｐ力を鉄やゴムに変化させることに比べたら、音に変えるくらいは簡単ということか。

「す、すごい……」

『いいんですよ。慣れてないと、ガマンできませんよね。むしろ嬉うれしいですから、お好きなときに』

「まさか……口内でまで……」

『うふふふ……手にした武具にも輝き光こうは伝えられるでしょう？　口の中くらい当然ですよ。えっと、これは徒弟じゃないと教えちゃダメなんですけど……いいですよね？　貴方はレムちゃんの旦那さんで、もう親族ですもの』

　その立場がわかっているなら、口を離すべきだと思うのだが。

　強烈な刺激と同時に、下腹部への刺激と同じくらい驚きよう愕がくな言葉が伝わってくる。

『これは奥義なんですけれど──極めれば、こうして密着した相手の内輝功を、自分の外輝功によって操れるんですよ。ほら？』

「ぐああああぁぁぁー!?」

　神経を鷲わし摑づかみにされ、引きずり回されるような感覚だった。

　意識して我慢していた部分が、あっさりと解放され、未知の領域まで真っ逆さまに落ちていく。

　まるで身体を乗っ取られてしまったかのようだ。

　堰せき止めていたものが多いぶん、噴き出した濁流の勢いは強い。

　ソラミがビクッと身体を震わせた。

「んんんんんっ!?」

　それは彼女の予想すら上回ったのか。ずっと保っていた余裕の笑みが、このときばかりは焦りに引きつった。

　ビクビクビク、とソラミの尻尾が震える。

　とめどない波を脳に流しこまれ、ディアヴロは自分の意志とは関係なしに痙けい攣れんを繰り返した。

　しばらく、呼吸さえ止めていたソラミだったが、思い出したように口に入っていた異物を離し、深呼吸する。

「ぷはぁぁぁ～」

「…………」

「うふふふふ……すごかったです。自信を持っていいですよ、これは間違いなく魔王です。並ぶ者なし。圧倒的な強者ですよ♥」

　──たった今、敗北を教えこまれた気がするのだが。

　どうにか、呼吸を取り戻す。

「はぁ……はぁ……まさか、外輝功とやらで、相手の身体まで自由にできるとはな」

「どうやったのか、理解できましたか？」

「おぼろげには」

「あらあら、まだ稽古が必要みたいですねぇ」

　ぐっ、とソラミが唇を寄せてくる。

　慌ててディアヴロは横に首を振った。

「充分！　充分だ！」

　──これ以上やられたら、本当に俺が死ぬ！

　理屈は簡単だ。相手の輝き光こうを摑つかんで、強制的に内輝功を起こすだけ。

　しかし実際には、自分の身体で内輝功を使うより、何倍も難しいに違いなかった。

　ソラミが口元をぬぐう。

「んふぅ……貴方の●●●●が大きすぎて、アゴが疲れてしまいました。こんな大変な●●●●●は初めてでしたよ」

「輝き光こうの操り方の稽古だよな!?　な!?」

　最後の最後に台無しなセリフをぶちまけやがった。

　ピクッ、とソラミが豹ひよう耳みみを動かした。

　ヤバイという顔をする。

「それじゃ！　私は師範代としての仕事が残っていますから」

　一瞬にして衣服を整えると、彼女は逃げるようにして屋敷へ戻っていった。

　──なんだったんだ？

　茫ぼう然ぜんとする間もなく、建物の陰から別の人物が姿を現す。

　レムだった。
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「あ……ディアヴロ」

「お、おおおう」

　魔王ロールプレイをしているのに、こんなに言葉が出なかったのは初めてだ。

　背筋をつたう冷や汗で、足元に水たまりができそうだった。

　ダラーフクレエイルシフヤの件で〝もう流されない〟と決めたばかりなのに！　また、おっぱいに流されてしまった！

　スンスン……とレムが鼻を動かした。

「……なんのニオイでしょうか？」

「は!?」

「……いえ、ちょっと気になったもので。豹ひよう人じん族ぞくはニオイに敏感なんです」

「そ、そうか！　我はまったくこれっぽっちもわからないな！　屋敷の外からではないか!?」

　ディアヴロの言葉に、そうかもしれませんね──と彼女は応じ、話題を閉じた。

　しばらく、二人して星空を眺める。

　レムはすっかり落ちついていた。どうやら、シェラが上手くやってくれたらしい。密かに感謝した。

　彼女が小さく頭を下げる。

「……先程は、理性的ではない言動をしてしまって、すみませんでした」

「え？　あ、いや……」

　悪いのは自分のほうだ。

「……考えてみれば、あなたが指輪をくれたのは、とてつもない緊急時でした。わたしは迷惑をかけ、そのうえ命も心も救ってもらった立場です。それなのに」

「よい」

　もっと気の利いた台詞を言いたかったが、こんなとき魔王は何と言うべきなのか？

　ディアヴロの知っている魔王は、勇者の挑戦を受けたり、人々を恐怖に陥れたりする存在だった。

　間違った結婚指輪マリツジリングを渡してしまい、それがバレ……しかし、理解を示してくれている。

　こんな少女を前に、魔王が語るべき言葉とは？

　謝罪すべきは自分なのに、いざとなると声が出なかった。もどかしい。

　レムが自身の左手薬指から結婚指輪を外した。

「……これは、ディアヴロが持っているべきでしょう。あなたとシェラの絆きずなの証なのですから」

「あ……ああ……」

　はがゆい。

　ディアヴロは、レムから差し出された指輪を受け取った。

　彼女の指先が震えている。

　気丈に振る舞っているものの、その内心には嵐が吹き荒れているのだろう。

　いつも悲しませたり、怒らせたりしてばかりだった。

　しかし、今回は違う。

　──ファルトラ市で新しい結婚指輪を作ってもらってあるから！

　ディアヴロはポーチに手を伸ばした。

　レムが目元をぬぐう。

「……考えてみれば、ディアヴロがわたしと結婚する理由は、ありませんでしたね」

「えっ!?」

　レムがいつも付けている手甲を見せる。

「……これ、形見なんです。父さまはガド一門の先代師範でした。そして、魔王の魂のせいで逃げるように放浪していた母さまを見初め……わたしが産まれて」

　その先代が亡くなって、弟が今の師範か。妹のソラミが師範代で。

「さぞかし強かったのだろうな」

「はい、とても……ですが父さまは、わたしを庇って、炎と氷の剣を使う魔族に……この身に魔王の魂さえ封じられていなければ、あんなことには……ッ」

「そうか」

「……魔王の魂を滅ぼすことだけ考えて生きてきました。形は変わりましたが、叶えてくれたのは貴方です、ディアヴロ」

「うむ」

「先祖代々の悲願です。これ以上、なにを望むというのでしょうか？」

「それは……」

「……それに、指輪なんてなくても、わたしたちは仲間です。そうでしょう？」

「あ、無論のことだ」

　うなずくしかなかった。

　面と向かって好意を向けられてさえ、ディアヴロは素直に喜べない。

　シェラのときは、放っておいたら他のエルフと結婚してしまうという状況だった。しかも、彼女が相手の男性を望んでいないことも知っていた。

　だから、ディアヴロは行動できたのだ。結婚式で花嫁を攫さらうなんて魔王らしい、とも思ったし。

　もちろん、シェラと結ばれたことは嫌ではない。

　幸せだと思っている。

　しかし、同じくらい──自分みたいなダンゴムシと結婚なんて！　シェラに相応しくないとも思う。

　そのせいか、今でもディアヴロは素のままで話すことができないでいた。

　レムのときも同じ。

　大魔王モディナラームに身体を支配され、要人を襲い、ディアヴロと戦ってしまった。

　彼女は絶望していた。

〝迷惑をかけてばかりの自分など消えてしまえばいい〟と考えていたレムに、そんなことはないと示すための《結婚指輪マリツジリング》だった。

　彼女が、ぎこちない笑みを浮かべる。

「……ディアヴロは優しいから、わたしのために、無理をしてくれたんですよね。あのときのわたしは、冷静さを失っていましたから」

「い、いや……」

　それは理由のひとつではあるが。

「……いいんです。そもそも、異種族に恋愛感情なんて、普通は持ちません」

「そうなのか!?」

　自分が異世界から来たせいだろうか？　ディアヴロは混魔族デイーマンだが、豹ひよう人じん族ぞくのレムにも、エルフのシェラにも、他の女性たちにも、めちゃくちゃ惹ひかれている。

　魅力的だと思う。

　先程のソラミとの行為だって──いやいや、あれは外輝功の指導だったが！

　自分が感じているのは、恋愛感情ではないのだろうか？

　言われてみると、たんなる欲望かもしれない。

　恋愛感情とは!?

〝好き〟って……どんな感情だ？

「わからない」

「……どうしましたか、ディアヴロ？」

「俺のことはいい。お前は！　つまり、その……考えすぎではないか？」

「……やっと冷静になれました、それだけです。ちょっと長い夢を見ていたような気がします。いろいろ迷惑をかけてしまいましたが、許してくれますか？」

「それは……当然だ」

「……よかった」

　レムが安あん堵どするような笑みを浮かべる。




　否定されたのに《結婚指輪マリツジリング》を渡すなんて、ディアヴロには不可能だった。





第四章　戦争を終わらせてみる




　翌日、リフェリア暦一六五年一月二二日──

　ディアヴロたちは領主館を訪れた。

　この国の領主は、軍隊の指揮官でもある。

　ファルトラ市の領主ガルフォードや、ジルコンタワー市の領主ラムニテスは、高い戦闘力を持っていた。

　しかし、このカリュティア市の領主は、トドだ。

　トドのような種族──ではなく、どうやら丸々と太った人間ヒユーマンであるらしかった。

　大きなテーブルには、朝だというのに贅ぜい沢たくな料理がならんでいる。

「おお！　君たちが、王宮から派遣されてきたという冒険者か。よく来てくれたな！　さあ、座って。ちょうど二度目の朝食の時間だ」

「……二度目？」

　レムが首をかしげた。

　シェラが苦笑する。

「わたしたち、もう朝ごはんは食べてきたから」

　ガド一門の朝食もすごい量だった。

　朝から肉と肉と肉と……

　ディアヴロとシェラは見ているだけで胸焼けがしそうだったが、レムは当たり前という顔で食べていた。

　カリュティア領主が意外そうな顔をする。

「朝食は要らない？　具合でも悪いのか、健康には気をつけたまえ。このハーブティーがオススメだ。食欲不振に効能があるぞ」

　レムが一礼して、話を進める。

「……わたしは冒険者のレム……召喚術士です」

　意図的に、ガレウの姓を名乗らなかったし、召喚術士と強調した。

　領主が首をかしげる。

「魔術師かね？　拳士ではなく？」

「……はい」

　やはり、黒色の豹ひよう人じん族ぞくは、この街だとガド一門のイメージがあるのだろう。意外そうな顔をされた。

　レムが次々と紹介する。

「……こちらは、ディアヴロ。魔術師だと思っていただければ」

「そうかね」

「……そして、こちらが、シェラ。弓──」

　その言葉がさえぎられた。

　シェラが自身の大きな胸に手をやって、言う。

「召喚術士だよ！」

　そんな彼女に、レムが肩を当てた。

　小声でささやく。

「……喚べるのは《ターキーショット》だけでしょうに。あなたはレベル80の弓使いです。あるいは、剣聖の弟子なのだからレベル80の戦士です」

「なら、レムも拳士でしょ。才能あるって、ソラミさんが言ってたじゃん」

「……わたしは、あなたと違って魔術師の研鑽を怠っていません。そろそろ、レベル80に到達したかもしれません」

「冒険者協会ギルドで調べてみようよ！　もう、わたしのほうが上かも」

「ありえません」

　言い合いする声が大きくなり、ディアヴロは咳せき払ばらいした。

　二人が黙りこむ。

　カリュティアの領主は朝食を再開していた。ベーコンを貪り食ってから、しゃべるために口を開く。

「陛下から聞いているとは思うが、私はハイト・レイ・マーティス中将だ」

　──初耳だ。

　ディアヴロたちは視線を逸らした。

　野獣やスプリガンについての情報はあったが、カリュティア市の領主や駐留部隊については聞いていない。

　国王も大臣も、あまり重視していないことが窺うかがえた。

　──さて、どう切り出すか？

　コボルトたちと約束した。

　族長ボルボスに託されたのだ。

　フェネリのことも守ってやりたいと思う。

　彼らが山で暮らすことを、このカリュティア領主のマーティスに認めさせなければ。

　考えこんでいると、レムが切り出した。

「……領主様、ひとつよろしいでしょうか？」

「む？　ベーコンを食べるかね？」

「……いえ、食事のことではなく。コボルトたちについてです」

　やはり、交渉事は任せておいたほうがよさそうだ。ディアヴロだと相手を怒らせるか、怯おびえさせるかの二択である。

　円満に解決できるなら、それが一番だった。

　マーティスがフォークを持つ手を止める。

「コボルト？　それが？」

「……彼らは、獣人族です」

「そうかね。まぁ、モンスターの分類など気にしたこともない。カリュティアの北の山からは銀が採れる。採掘したいが、野獣が襲ってくるので鉱夫たちの安全を確保せねばならんのだ」

「……銀？　そんなことは一言も」

「陛下は気にしないだろう。領内に人ひと族ぞくを害する野獣が出没するなら、討伐する。当然のことだ」

　コボルトたちも言っていなかった。

　おそらく、自分たちの山に、人ひと族ぞくが入ってくる理由に関心がないのだろう。

　知ったところで、どうにもならないことだが。

　レムは尋ねる。

「……例えば、コボルトたちが鉱夫たちを襲わない、と約束したらどうでしょうか？」

「どう？　とは？」

「……山に住むことは認めるだとか」

　ハハハ、とマーティスが太い腹を両手で抱えて笑った。

「さすがは王都の冒険者だ、ジョークも一流だな？　ヤツらは人ひと族ぞくの言葉を理解しない。ウーウーワンワンと吠ほえるだけだ。約束などできるはずもない」

　人ひと族ぞくにとって、獣人族はそういう扱いだった。

　しかし、レムは食い下がる。

「……そんなことはありません。ちゃんと会話ができる者もいるのです」

　マーティスが驚いたような顔をした。

「本当かね!?」

「はい」

「連れてくるといい。なかなかの見世物になるぞ」

「なっ!?」

「いやいや、野獣の命さえも重んじる博愛主義は否定しない。だが、それを軍の方針にはできないのだ。亜人と共に暮らすことさえ不安を覚える領民は少なくない。獣人族なんぞ信じられると思うかね？　私の役目は銀山からモンスターを一掃することだ」

「……コボルトだって、戦いたいわけではないんです」

「畑を作るときに雑草を抜くのを躊躇ためらうかね？　狩りのときに鹿に慈悲を？　命は大切だが、領民の安全ほどではない。領主としては当然のことだろう？」

「……そう、ですね」

　正論だった。

　外見は微妙だが、大きな領地を任されているだけはある。

　マーティスが肩をすくめた。

「我々の装備では、スプリガンに対処できなかった。そのせいで四つも砦とりでを失ったが、君たちは撃破可能だと聞いている。数日後には、王都から一万の援軍もあるし、王宮騎士も来るそうだ。他にも戦力を用意した──心配せずとも、次の出兵では、野獣どもを殲せん滅めつできる！　勝てるのだから降りる理由はない。私は手をつけた皿は空にする主義だ」

「……そうですか」

　レムが悔しげにうつむいた。

　無理そうだ。

　領主マーティスは、コボルトたちを〝銀山を荒らす害獣〟としか思っていなかった。

　たしかに、労せずして勝てる勝負なら、妥協する理由はない。

　──戦争を止めるなんて、そう簡単にはいかないか。

　どうする？

　コボルトたちを助けるには、どうすればいい？

　ずっと黙って聞いていたシェラが、泣きそうな顔をする。

「ディアヴロ……」

「フッ……我に、任せておけ」

　妙案は無かった。
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　また雨が降る。

　晴れたのは四日後で、その早朝に急に出兵を告げられた。

　野獣討伐の命令を受ける。

　思うところはあったが、ディアヴロたちの立場で反対できるはずもない。

　カリュティア駐留軍の主力は街に残したまま、領主は少数の手勢とディアヴロたちを連れて街を出る。

　一晩は宿場町で寝泊まりした。

　翌日の朝──

　ようやく、王都から来たという援軍一万と合流した。

　援軍の指揮官が敬礼する。

　マーティスが返礼した。

「ご苦労だった」

　ちなみに、彼の体重を支えられるほどの馬はなく、移動には馬車を使っている。

　扉を大きめに改造した箱馬車に、ベッドのような椅子が備え付けられていた。三人掛けの幅を一人で占領して。

　援軍の中から、見慣れた紋章をマントにつけた男が進み出る。

「……タイプじゃないわぁ。ま、お仕事しましょうか──初めまして、カリュティア公」

《王宮騎士団》

　しかも、そいつは知った顔だった。

　長髪で長身で唇が厚い。筋肉のもりあがった身体を赤色の鎧よろいで覆っていた。

　レムが目を見開く。

「ゲイバルト!?」

「ウフ……また会ったわね、おチビちゃん」

　彼は、レムにウィンクを投げた。

　前に戦ったことのある相手だけに、シェラが怯おびえてディアヴロの後ろに隠れる。

「ひっ」

　たしか、ルマキーナを襲っていた聖騎士だ。

　あのときは《クロスブリザード》を叩たたきこんでやったが、しぶとく生きていたらしい。

《魔王の迷宮》で再び襲ってきて……

　ホルンが水路に落ち、追いかけた結果、ディアヴロは貴重なＥＸ級の装備を失ってしまった。

　そして、レムの話によると、ゲイバルトは教会（枢すう教きよう院いん）を裏切り、王宮騎士団に身を寄せたらしい。

　ディアヴロは鼻を鳴らす。

「フンッ……なにやら、ウロチョロしていたが……今は、あのメガネマッチョの手下なのか？」

「ええ、アタシ……恋をしてるの」

　聞きたくない情報だった。

　マーティスが割りこんでくる。

「知り合いかね？　今回は共同戦線だ、仲良く頼むよ。援軍の者たちは、遠路はるばる来てくれたばかりで悪いが──陛下から命じられた討伐の期限が迫っていてね。そのうえ、今の南方新地は雨期だ。山狩りは晴れている日にやりたいものだろう？」

　強行軍になるが、合流してすぐ山に向かうらしい。

　レムが小さな地図を広げる。

「……街がここ。今、わたしたちがいる街道がこれで……銀山がここ」

　その銀山の中に、コボルトたちの集落も隠れていた。

　ゲイバルトが言う。

「野獣を見つけて、皆殺しにすればいいんでしょう？　そんな簡単なことに一万もの軍勢が必要かしら？」

　マーティスがため息をついた。

「連中は神出鬼没でね。巣穴を叩ければいいが、チマチマと数匹を殺しても、また現れてしまう。根絶やしにするのは簡単ではないのだよ」

「知ってるわぁ」

　それに！　とマーティスが付け足す。

「スプリガンを忘れては困る！」

　その言葉に、ゲイバルトが笑い声をこぼした。

「くふふ……そいつ、もう出てこないと思うわよ？」

「どういう意味かね？」

「援軍の到着に時間がかかったのは、街道が崩れていたから──って報告はしたと思うけど。よく調べたら、スプリガンの破片を見つけたのよね」

「破片!?」

「誰かが、もう倒したみたいねぇ？」

　ゲイバルトの粘つくような視線が、ディアヴロに向けられた。

　内心で舌打ちする。

　ますます、コボルトたちの戦力は低く評価され、和平交渉は難しくなった。

　その原因を作ったのは、自分だ。

「くっ……」

　ゲイバルトが近付いてきて、小さな声で言う。

「ふふふ……グリーンウッド王になり、リフェリア王都にまで名声が鳴り響く英雄になったのに、まだ功績を隠すような真似をしているわけ？　そういう趣味？　それとも、別の目的があるのかしら？」

　ディアヴロは睨にらみつけた。

「余計な詮索をするな。命が惜しければな」

「そ？　べつに、好きにすればいいんじゃない。でも、アタシの邪魔はしないでちょうだい。こんな田舎の任務はササッと終わらせて、王宮に戻ってマックスに褒めてもらうんだから♪」

　マックスとは──マキシマム・エイブラムス王宮騎士団長の愛称か。

　できれば、敵対したくない相手だった。





[image: ]
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　夕暮れ前──

　討伐部隊は銀山の奥で、野営準備をはじめた。

　マーティスは移動中だろうと軍議中だろうと延々と食べているが、兵たちには食事を取るための休憩が必要だ。睡眠も必要だし。

　レムがまた地図を開いた。

「……集落まで、迷わず歩いたら三時間といったところですね」

「銀山って広いんだね」

　覗のぞきこみ、シェラが感心したような声をあげた。

「……そうですね。ただし、銀山といっても、山のどこで銀が採れるかは、わかっていません。専門家が時間をかけて調査し、大規模な坑道を作る必要があります」

　そのためには、山の安全確保は不可欠だ。

　人間ヒユーマン側の主張はわかるが……




　ディアヴロたちは本陣に呼ばれた。

　大きな天幕テントだ。

　以前、ファルトラ市で奴隷商を訪れたことがある。その天幕と同じくらい広かった。

　中央の太い柱に、照明の燭しよく台だいが固定されている。

　その下に、マーティスがいた。

　正確には、彼を乗せた人力車が置いてある。

　森に大型の箱馬車は入ってこられない。かといって、トドのような体型で長々と歩くのは不可能だ。

　マーティスを移動させるときは、護衛を兼ねた歩兵たちが、大勢で人力車を引くのだった。

　今は休憩中なので、引く者のいない人力車のうえで、彼は相変わらず何かを口に放りこんでいる。

「もぐもぐ……今日は、ご苦労だった。まだ野獣の襲撃はないようだが……くれぐれも油断しないように。連中は深夜に襲撃してくることが多い」

　本陣には、当然ながらゲイバルトもいた。

「ふふ……けっこう街道から奥に入ってきたし、そろそろ野獣の巣穴があってもおかしくないかしら」

「そう簡単に見つかるなら、苦労はないのだがね」

　まるで他人事のようだ。

　考えてみれば、苦労しているのは兵士たちであって、領主は座って食べているだけだった。

　それでも、陣頭指揮を執っているだけマシと思うべきだろうか。

　レムが改めて問う。

「……大軍を何日も動員するより、和解の道を模索すべきではないでしょうか？」

　マーティスが苦笑した。

「もしも、君が野獣どもと話せるなら、言ってやってくれ──この山から出て行くようにね。私は山狩りを中止する気はない」

　ゲイバルトが興味深そうにレムを見つめる。

「貴女、そんなことできるの？　獣人族と話せるって本当かしら？」

「……いえ……わたしには」

「そうよねぇ」

　彼らは、和解の提案がされたことさえ頭から消えたように、次の話題へ移った。

　レムは迷ったことだろう。

〝ディアヴロは話せる〟と言いたかったはずだ。

　しかし、そう言ったとして──状況が好転するかは怪しかった。

　そもそも、リフェリア王国は獣人族を認めていない。モンスターとして扱い、殺し、奪い、追いやっている。

　人間ヒユーマンの言葉を使えないという理由で。

　ディアヴロは王都で会った、鬼娘オーガ、ドリアード、ラミアの女性たちを思い出す。

　よく思い出してみると──ディアヴロは、彼女たちと会話していない。

　受付のエルフ女性に、全ての段取りをしてもらった。

　もしかすると、あのモンスター娘たちはリフェリア共通語を使っていなかったのかも。

　確認しに行く勇気はなかった。




　マーティスが会議机に広げた地図を指さす。

　地図がシミだらけなのは、彼が常に何か食べているせいだった。

「明日は、西側を探させるか」

　ゲイバルトが嫌そうな顔をする。

「もしかして、その調子で、この広い山を少しずつ調べていく気かしら？」

「不服かね？」

「ええ、不服だわ。はっきり言って──アタシ、早く帰りたいの」

「しかし、巣穴を見つけないことにはな」

　フッ……とゲイバルトが笑った。

「燃やしましょう？」

「なに？」

「いいじゃない。隠れる木々がなければ、野獣たちも出てこないわ。まぁ、それ以前に、丸焼けかもしれないけれど」

「馬鹿なことを……」

「なぜ？　銀山なんだから木が燃えたところで問題ないじゃないの」

「この山の森で狩りをしたり、木の実を採って暮らしている民もいるのだ」

　ゲイバルトが破顔した。

「そいつらの新しい仕事は、銀山の鉱夫よぉ！」

「むむむ……」

「いいじゃない、山火事くらい起きるものだわ。ねぇ、カリュティア公──一万の軍隊を何日も動かしていたら、幾らかかると思っているのかしら？　ダメよ、そんな無駄遣いしちゃあ」

「たしかに、非効率ではあるな」

　マーティスが自分のアゴをなでた。

　目つきが怪しい。

　バン！　とレムが会議机を両手で叩たたいた。

「ありえません！　自分の領内で山火事を起こすなど！」

　ゲイバルトが肩をすくめる。

「違うわよぉ？　たまたま、起きちゃうこともあるでしょ。なんせ、山火事って天災だもの♪」

　彼は虹色に輝くクリスタルを手にしていた。

　レムが睨にらみつける。

「……《イフリート》ですか！」

　火属性の強力な召喚獣だ。

　レベル１３０。

　術者の装備が万全なら、レベル１５０モンスターまで倒せるほどの強さだった。

　ゲイバルトが凄惨な笑みを浮かべる。

「領主と王宮騎士のやることに、まさか難癖つけないわよねぇ？　アンタはグリーンウッド王妃だもの。リフェリア王国と戦争なんて……でしょ？」

　ぎりぎり、とレムが奥歯を嚙かむ。

　目に涙さえ浮かべていた。

　ずっとずっと黙っていたシェラが、声をあげる。




「戦うよ！　そんな酷いことするなら、エルフは人間ヒユーマンと戦う！　あたしたちが戦うのは、相手がモンスターだからじゃない。みんなを守るためだからだよ。もしも、あなたたちが命を大切にしないっていうなら──あたしは、戦う！」




　レムが目を見開いた。

「シェラ!?　あなた、そんなことを！」

　ディアヴロは《トネールアンペラール》を引き抜く。

「よくぞ言った」

「……ディアヴロまで!?」

　一番理性的なのはレムで、彼女が正しいのかもしれない。いや、おそらく、正しいのだろう。

　しかし、忍耐の限界だった。

　ディアヴロは叫ぶ。




「外道と仲良くするくらいなら、孤ソ立ロのほうがマシだ！」




　ゲイバルトが唇の端を吊つり上げた。

「アンタら、まさか、コボルトのために戦うっていうのかしら!?　リフェリア王国と！」

「うん」

　こくり、とシェラがうなずく。

　ディアヴロは彼女たちをかばうように前へ出た。

「我は異世界より来た魔王！　どうやら、こうなる宿命だったようだな」

　最後に、レムがため息をついた。

「……なんということでしょう。魔王から解放されたと思ったら、自分が魔王の側に立ってしまうなんて」

　クリスタルを取り出す。

　戦闘態勢だ。

　緊張が高まる。
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　一触即発の状況に陥った天幕へ、駆けこんでくる兵士がいた。

「ご報告！　ご報こッ……!?」

　何事かと、固まる。

　ディアヴロたちを睨にらんだまま、マーティスがうながした。

「報告したまえ」

「はっ！　先行した調査隊が、コボルトの集落を発見！　交戦中にて増援求ム、との伝令が！」

　形勢が、一気に変わった。

　マーティスが命じる。

「ただちに、遊撃隊を投入。全隊を急行させよ！」

「了解ッ!!」

　兵士が天幕の外へ走って行った。




　ゲイバルトが悪魔のような笑みを浮かべる。

「カハッ！　結局、こうなるのよ！　勝つのは強者！　数は力！　力で勝る者が、いつだって勝者になるの！　アナタたちも……理解しなさい？」

　レムが叫ぶ。

「まだ！　終わっていません！　ディアヴロ、ゲイバルトの足止めをお願いします！　伝令が来たばかりなら、わたしの足なら間に合うはずです！」

「なにをする気だ、レム？」

「……助けに行きます。調査隊の数は多くありません。今なら、まだ！」

　コボルトたちを認めさせる和平交渉は失敗した。

　集落を発見されてしまった。

　しかし、まだコボルトたちを逃がすことはできるかもしれない。

　カリュティア駐留軍の兵は、決して精強ではなかった。

　大魔王モディナラームと戦うためにレベルアップした現在のレムなら、まず後れを取ることはないだろう。

　──なにか、引っかかるが。

　迷っている暇はなかった。

　状況は一刻を争う。領主の出した援軍が到着する前に、交戦中の部隊を撃破し、コボルトたちを集落から逃がさなければならないのだから。

　シェラが弓を手にする。

「あたしも、行く！」

「……ついてこれなければ、置いてきますよ!?」

「もちろんだよ！」

　レムたち二人が駆けだした。




　ディアヴロは《トネールアンペラール》を向け、ゲイバルトを牽けん制せいしている。

　対たい峙じしているとわかる。

　召喚術士として振る舞っているが、戦士としても相当なレベルだ。

　一対一なら負けはしないが、マーティスの判断によっては一万の軍勢とも戦うことになる。

　──できれば、膠こう着ちやくしたままが望ましいしな。

　外道でも、人だ。

　ディアヴロはコボルトたちを助けたいのであって、誰だろうと殺したいわけではない。

　今は時間稼ぎができれば充分だった。

　ゲイバルトが崩していた表情を元に戻す。

　真剣な顔に。

「やっぱり、アナタたち……コボルトと通じていたのね」

　マーティスがうなずいた。

「これだから亜人は」

「でも、さすがよ？　今まで誰も見つけられなかったコボルトの巣穴に──案内してくれるんですもの」

　ぞくりっ、と背筋が冷たくなる。

　ディアヴロは気付いた。

「まだ、見つかっていなかったのか!?」

「うふふふ……アタシの《シークレットグラホ》が追跡中よ。あら、意外と速いわね。操作の範囲を出ちゃう前に、追いかけなきゃ」

　ディアヴロの知らない召喚獣だが、どうやら、離れた相手の位置を把握できるものらしい。

　ゲームではネタ職だったが、この異世界では主流だけのことはある。応用範囲の広さは相当なものだった。

　とはいえ、単純な火力は、こちらが上だ。

　ディアヴロは魔ま杖じように魔力を込める。

「行かせると思うか？」

　この男さえ足止めしきれば、レムたちに勝てる兵士などいないはず。

　ところが、マーティスが不敵な笑みを浮かべた。

「やはり、備えはしておくものだな」

　天幕に何者かが入ってくる。




　女だった。

　見間違えようもない。

　黒髪に豹ひよう耳みみと尻尾を持つ、黒色の豹ひよう人じん族ぞく──ソラミだった。

「こんにちは。もう、こんばんは……でしょうか？」

「貴様、なぜこんな場所に!?」

「お仕事ですよ？　ガド一門には王侯貴族からの依頼もあるんです」

　つまり、マーティスから依頼を受けて、この場にいるのか。

　そういえば〝他にも戦力を用意した〟と言っていた。まさか、ガド一門の師範代を呼んでいたとは。

　ディアヴロの額から嫌な汗がこぼれた。

「貴様、理解しているのか？　こいつらは、もうレムの敵だ。加担すれば、命の危険もある」

「本当に残念です。でも、こんなことになるんじゃないかなぁ……って思っていました。レムちゃんは優しすぎますから」

　ソラミが全身を外輝功で覆った。

　だらんと両手を垂らし、ただ立っているだけ。それなのに、まるで胸元へ刃物を突きつけられているような威圧感を受ける。

　身体が震えた。

「チッ……」

　ディアヴロは緊張を高める。

　くすっ、とソラミが苦笑した。

「そんなにガチガチでは、初手が遅くなっちゃいますよ？」

「む……」

　言われてみると、ゲームで挑戦者を迎えたときは、いつもリラックスしていた。起きているときは常にプレーしていたから、緊張感を保つほうが無理というものだ。

　集中と緊張は違う。やるべきことを整理して、あとは相手を冷静に観察するだけ。

　──廃人ゲーマーへと意識を切り替える。

　ソラミがうなずいた。

「素晴らしい〝静〟の内輝功です」

　ゲイバルトが肩をすくめた。

「そちらとも、知り合いだったみたいね？　でも、まさか、裏切ったりしないでしょう？」

「ありえません」

　ぴしゃり、と断言した。

　それから言葉を付け足す。

「ガド一門は、依頼を受けたなら、親でも殺します。まぁ、最初からレムちゃんたちに危害を加えるような話なら、お断りしていたんですが……野獣のために王国と敵対するなんて思わないじゃありませんか」

　ゲイバルトが苦笑する。

「同感よー。ちょっと変わってるわよねぇ？　それじゃ、この場は任せるわ」

「はい」

「貴女……本当にいいのね？　レムっておチビちゃん……たぶん殺しちゃうわよ？　降伏なんて死んでもしないタイプでしょ」

「仕方ありません。あの子の選んだ道ですから」

「そ」

「でも、殺してしまったら、できれば私の前に現れないでください。ちょっと理性を保てる自信がないので」

「そのつもりよ。てか、貴女も、おチビちゃんと同じね。もっと自由に生きたほうが、私みたいなイイ女になれるわよ？」

「性分ですから」

　ゲイバルトが片手を振って、天幕から出て行く。

「待て！」

　ディアヴロが意識をそちらに向けたとき──

　まるで瞬間移動したかのように、ソラミが目の前にいた。

「よそ見ですか？」

「《瞬しゆん突とつ》か!?」

　剣聖が使っていた武技だ。習得レベルは不明。おそらくは、１５０より上。

　突進系だと思うが、その速さは瞬間移動のごとく。

　魔銃マギガンの弾丸よりも速かった。

　ソラミが冷ややかな声で言い放つ。

「足止めという依頼でしたが……あんまり油断されると、殺してしまうかもしれませんよ？」

　マーティスが肩をすくめた。

「かまわんよ。どうせ、逆賊だ」

「領主様は、どうされるんですか？　もしかして、ずっと見てるんですか？」

「コボルトの巣穴まで行くつもりだがね。今は兵たちの食事時間だ。私は〝食事を邪魔する者は敵だ〟と考えている。そんな非道はできない」

　森に火を放つよりも上なのか。

　ソラミが薄く笑う。

「私は、信用できませんか？」

「まさか！　ガド一門は信用しているとも。この干し肉を賭けてもいい」

「……どうも」

　さてさて、と彼女が間合いを取って、仕切り直す。

　ディアヴロは何度目かの舌打ちをした。

「堅物め。どうあっても、引く気はないわけか」

「私はレムちゃんのことが大切です……でも、それと同じくらい、祖父と父と兄たちのことも大切で……彼らの守ってきた名誉と、預かった徒弟たちのためにも、この戦いに全力を尽くします」

「くだらんな！」

「むっ!?」

「その祖父や父や兄も、名誉や徒弟のために、レムを見殺しにするような連中なのか？」

「依頼なら、当然ですよ」

「馬鹿者め！　クエストを引き受けたとしても、途中で〝己の正義に反する〟と思えば、いかなる汚名を着せられようと鋒ほこさきを転ずるが勇気！」

「その結果が、逆賊ですか。野獣なんか守る意味がありますか？」

「領主は銀なんぞが欲しいだけだがな？」

「関係ありません……」

「不正義と知って加担し、守った名誉に、価値などあるのか!?」

「……私は、引きませんよ」

　ソラミの瞳には強い意志が込められている。

　ディアヴロは《トネールアンペラール》を変化させた。ＭＰ精神力の消耗は倍増するが、攻撃を七重化できる。

　彼女の覚悟は固かった。

　対たい峙じする自分に、そこまでの非情さはないと思う。

　だから、ディアヴロは魔王になりきる。

「貴様の決意はわかった。だが、そんなものは、この魔王が粉砕してくれる！」
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　先に動いたのは、ソラミだった。

「ハァァァッ!!」

　速さに特徴がある豹ひよう人じん族ぞくで、しかも間合いが短い拳士だ。先手を取るのは当然だろう。

　承知しているから、ディアヴロは慌てない。

　すでに、足元に《スーパーマイン》を設置してあった。

　踏むと爆発する魔術だ。

　わずかな動きで察知されたか、彼女も魔力の流れが視えるのか、それとも読み負けたのか、その場所だけ回避された。

「さすがだな！　だが！」

　しかし、ディアヴロは対人戦で無敗を誇ったゲーマーだ。二手も三手も用意してある。

　こちらが下がり、ソラミが追ってきた。

　──前に《ライトニングバレット》は受け流されたが、こいつはどうだ!?

「喰らえ！　《グラキエスカノン》ッ!!」

　王城の壁を何枚も貫通した、氷の大砲の魔術だ。それが七連射になって飛ぶ。

　こう近くては、回避できまい。

　ところが、なんとソラミに片腕で防御される。

　受けた腕ごと押しつぶす威力を持っているはずだが、彼女は外輝功で耐えきった。

「うっ、ううううぅ！」

「七連撃を!?」

　手加減はしていないはず。

　水属性がハズレだったのか、ディアヴロの火力が多重化しても不足だったのか？　ソラミの盾を貫通できなかった。

　わざわざ攻撃を受け止めた見返りに、二人の距離は手の届くほどに。

「ディアヴロくん！　貴方には殺意が足りません！」

　──お前は、時間稼ぎの依頼を受けてるんじゃなかったのか!?

「貴様ほど思考を捨てていないのでな！」

　ソラミは戦闘になると、いろいろなことが頭から飛んでしまうタイプらしい。

　戦闘に没頭していく。

　自分もゲームをしていた頃は、そうだった。

　まるで機械のように操作し、作業のように敵を屠ほふっていく。

　今は？

　そこまで冷徹にはなれていない。

　頭の片隅で、ずっと相手のことを考えてしまう。

　ソラミが拳を振る。

　回避を。

　ところが、その拳が吸い付くように、追いかけてきた。

「《必中》か!?」

「遅いです！」

　途中で防御に切り替えたが、間に合わない。

　接近戦はジャンケンのようなものだ。相手がチョキを出すのを見てからグーにするのは無理があった。

　よほどレベル差があれば別だが。

　むしろ、ソラミのほうが速いくらいだ。

　ディアヴロは顔面に打撃を受けて、吹っ飛ばされる。

「ガッ……!?」

　瞬時に追いかけてきた。

　──ここで《瞬突》を!?　連続使用できないから、追撃のために取っておいたのか！

　体勢が崩れているところへ蹴りを入れられる。

　ゴキッ、と音がした。

　激痛が走る。

　アバラ骨を折られたか!?

　天幕の柱に激突し、それを押し倒す。勢い余って外まで飛ばされ、森の中へ。

　立木を三本ほど折って、ようやく止まった。

「噓うそだろ……」

　とんでもない女だ。大魔王モディナラームと殴り合いができるんじゃないか？

　ぞわっ、と首筋に寒気が走る。

　崩れた天幕の中から、嫌な気配がした。

　咄とつ嗟さに魔術を放つ。

「《タイダルウォール》ッ!!」

　魔術陣が広がり、水柱があがった。

　直後──

「《輝き光こう波は》ッ!!」

　形を失った天幕を貫いて、巨大な光弾が飛んでくる。おそらくは武技だ。《シャイニングブロウ》を巨大化したようなやつ。

　水の壁にぶつかり、鬩せめぎ合った。

　どうにか防ぐことはできたが……

　ディアヴロは知らずのうちに口元に笑みを浮かべている。

「ククク……やるではないか」

　ＨＰ生命力回復ポーションを飲み、立ち上がった。

　ソラミと対たい峙じする。

「えっ、無傷ですか!?　あ、ちがう……あれだけのダメージを一瞬で治せるポーションなんて、あるんですね」

「勝敗は準備の差で決まるのだ！」

「ならば……ポーションが切れるまで、攻め続けるのみ！」

「我は急いでいるのでな──遊びは、終わりだ！　《クロスブリザード》ッ!!」

　動きが速かろうと、範囲攻撃なら回避できまい。

　無数の竜巻が発生する。

　触れた物の全てを凍らせ、そのうえで暴風により砕き散らす。

　兵士たちは天幕を吹き飛ばしたところで、驚いて逃げ出していた。巻きこむ心配はなかろう。

　そういえば、まだマーティスは天幕の下敷きなのか？

　──まぁ、領主で中将ならガルフォードと同格だ。死にはしないだろう。

　しかも、こちらを殺そうとしている相手だ。万全の配慮をしてやる理由はなかった。

　草木を凍らせ、砕き散らす極寒の竜巻。

　その中に、立っている者がいた。

　全身を外輝功で覆い、耐えている。

「フゥゥゥ……ッ」

「化け物め」

　──武技《鉄壁》か？

「驚きましたよ、ディアヴロくん。こんな凄まじい元素魔術は、初めて見ました」

「フンッ……高レベル魔術のなかで、平然としゃべっているヤツを見るのもな。──謝っておこう」

「なんですか？」

「我は、過ちを犯した。貴様を人として扱ってしまった」

「間違ってはいないと思いますよ？」

「いいや……貴様のことは、魔王級のモンスターだと思って戦うべきだったな」

「あらあら、モンスターだなんて」

「その余裕も、すぐ消し飛ばしてくれる」

　──《クロスブリザード》以上の高火力が必要か。

　しかし、《ホワイトノヴァ》や《グラビティアビス》は使えない。詠唱したところで、発生前に殴り飛ばされるのがオチだ。

　空気が震えた。

《クロスブリザード》の効果が消える前だというのに！

　眼前に、ソラミが現れる。

「戦いの最中、あれこれ考えてしまうのが、魔術師の悪癖ですよ、ディアヴロくん？」

「貴様……!?」

　わざと耐える姿を見せたのは、こちらに隙を作らせるため!?

　次の瞬間には、ソラミの手刀がディアヴロの左胸を突いていた。外輝功で槍やりのように鋭くした刺突だ。

　先程は〝ポーションが切れるまで攻め続ける〟などと言いながら、回復手段があると知るや、一撃必殺を狙ってきた。

　鮮血が飛び散る。

　──本当、すげえ。マジで参考になったよ、師範代。

　ディアヴロは左胸を魔剣《トネールアンペラール・リベレ》で防御していた。

　白銀の魔剣が、砕け散る。

　同時に、魔術を放っていた。

　無詠唱で、詠唱省略──最速の《ライトニングバレット》ッ!!

　閃せん光こうが彼女の腹部ではじけた。

「ぎゃうっ!!」

　ふっとんで、地面に倒れる。

　ディアヴロも同じように、倒れこんだ。

　即死ではない。

　しかし、あまりに傷は深かった。

「うっ……くっ……魔剣を盾にして、Ｓ気Ｐ力を全て防御に集中させてすら……これかよ」

　意識が遠くなる。

　ダメだ！

　しかし、もう身体が、動かない。

　女の声が聞こえた。

　ギョッとする。

　なんと、ソラミが立ち上がっていた。

「Ｓ気Ｐ力じゃなく輝き光こうですよ、ディアヴロくん？」

「……ッ!?」

「剣と輝光を全て防御に回して、私の攻撃を受けると同時に、魔術で攻撃ですか……とても良い反撃でした。いかな私でも攻撃に輝光を使っているときは、身体の防御が疎かになりますからね」

　彼女の腹部は、まったくの無傷だった。無表情で遠くを見ている。

　実は本当に人ひと族ぞくではなかったのか!?

　ディアヴロは痛みや疲労感が吹き飛び、恐怖心に突き動かされる。石のようになっていた腕を持ち上げ、ポーチへ指先を突っこむと、ポーションを取り出した。

　早く回復を！

　そうしなければ、殺される！

　かつて、これほどポーション管が重かったことはない。栓が固着しているように感じた。

　ようやくコルクが抜け、緑色の液体が落ちてくる。

　最高級ＨＰ生命力回復ポーションにより、ディアヴロの傷が瞬時に治癒された。

「カハッ！」

　飛び起きる。

　目を見開いた。

　ソラミが地面に倒れている。起き上がっていない。

　それだけでなく、彼女の腹部からは、けっこうな量の出血があった。

「幻覚だったのか……!?」

　冷静に考えれば、不自然だった。

　あれだけの魔術が命中して、無傷なんてありえない。無表情で、棒立ちで。

　──俺を行動させるために？

　彼女が倒れ伏したまま、唇を動かす。

「さすが……レムちゃんの選んだ、お婿さんです」

「あ、いや、それは……」

「貴方の勝ちです。ディアヴロくん……どうぞ、あの子を……守っ…………」

　ソラミの目が、ゆっくり閉じていった。

　ディアヴロは駆け寄る。

「ふざけるな！　俺に押しつけるのは許さん！　レムを守りたいなら、貴様が自分で守ればよかろう。結婚なら破棄されたぞ。あの夜に離婚したままだ！」

　叫びながら、ポーションを浴びせた。

　傷が癒え、ソラミが啞あ然ぜんとする。

「な、なぜ？　助けたのです？」

「貴様が死んだら、レムが悲しむ」

「私は敵なんですよ!?　あんな奇策で勝って……二度も通じるつもりなんですか!?」

「黙れ！　それほど戦いたいなら、また相手してくれる。だが、俺が勝ったときには、また同じことをするぞ」

「どうして、そんな……あっ！　そんなことよりも、離婚したってどういうことですか!?　ちゃんとお姉さんに説明してちょうだい!?」

　──お前がキッカケだぞ。原因は俺だが。

　どういうことかなんて、ディアヴロのほうが訊ききたかった。

「俺には〝結婚する理由がない〟そうだ」

「え……」

「まぁ、我は……魔王だしな」

「結婚の理由なんて、相手が好きだからで充分です。レムちゃんは、ディアヴロくんのことが大好きですよ」

「理解できんな。その〝好き〟という感情は」

　ソラミが首をかしげる。

「自分の命をかけてでも守りたいと思えるなら、それは〝好き〟な気持ちです」

　ディアヴロは自分の左胸を押さえた。

「……」

　先程、彼女の刺突を受けてできた傷穴は、もう塞がっている。
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　呼吸が苦しく、脚が痛くなっても、レムは走り続けた。

　いつもの旅では、まっさきに音ねを上げるシェラが、泣き言ひとつこぼさず、ついてくる。

「はぁ！　はぁ！　はぁ！　ここッ！」

　深い森を抜けた。

　訓練していない人間ヒユーマンなら、歩くことも難しい暗闇だったが、レムは冒険者で豹ひよう人じん族ぞくだ。夜目が利く。

　少し開けた場所に、枝から枝へロープが渡してあった。

　ぱさり、と濡ぬれた布をかけたのは、コボルトの少女フェネリだ。

　──洗濯物を干している？

　振り返ったフェネリが首をかしげた。

「クゥン？」

　レムは大きな失敗を悟る。

　──ディアヴロがいないと、言葉が通じない！

　いや、そもそも、集落が調査隊に襲われていると聞いたから、走ってきたのだった。

　もうカリュティアの部隊を撃退したのだろうか。

　しかし、戦いの形跡はなかった。

　だとすると、こことは違う場所にも、集落があるのかもしれない。

　シェラが両膝に手を置いて、深く息をついた。

「よかったー。無事だったんだね！」

「……いえ、わたしたちは……とんでもないミスを犯したかもしれません」

　レムは周囲を警戒する。

　ブゥン、と羽音をたてて、虫が降りてきた。

　バッタのようで、少し違う。

　小枝のような胴に、小さな小さな《隷従の首輪》が嵌まっている。

「召喚獣!?」

「え？　なに？」

　青ざめるレムの様子に、シェラが不思議そうな顔をした。

　フェネリも「ワフワフ？」と何か尋ねてくるが、言葉がわからない。

　それでも、真剣に訴える。

「……いいですか、フェネリ、聞きなさい。今すぐに、集落のコボルトたちと逃げるのです。この場所は、王宮騎士に見つかりました」

「クゥー？」

「わかってください。今すぐ、逃げるのです！」

　下草を踏む音がした。

　フェネリが怪け訝げんな顔をする。

「ウゥ!?」

「え、誰!?」

　シェラが後ずさり、レムはクリスタルを手に取った。

「……くっ」

　ぬっ、と暗闇に沈む森から、長身の男が姿を現す。




「うふふふ……おチビちゃんたち、道案内、ご苦労さま♥」




　シェラが悲鳴をあげた。

　レムは、フェネリをかばうように前に出る。そして、神経を研ぎ澄ました。他には誰も来ていない？

「……ディアヴロは、どうしたのです？」

「さあ、どっかで遊んでるんじゃないかしら？」

「噓うそです！」

「当然でしょ。敵に情報を尋ねるほうが、どうかしてんのよ」

　推測になるが、何かしら別の放っておけないほど強い敵に、足止めされている──と考えるべきか。

　ディアヴロが負けるとは思えないが、すぐに来てくれるとは限らない。

　時間を稼ぐ必要がある。

　それと、戦闘するならば、なるべく派手に。

　フェネリか、中の別のコボルトが気付いてくれれば、きっと逃げてくれるに違いない。

　ディアヴロとの戦いを見る限り、族長ボルボスは相当の実力者だ。

　しかし、ゲイバルトに勝てるとは思えなかった。

　今の自分たちは？

「……シェラ、落ちついて聞いてください」

「う、うん？」

「……彼と《魔王の迷宮》で戦ったとき、わたしたち手も足も出ませんでした」

「うん。どうしよう？」

「……しかし、あのときに比べ、二人のレベルは段違いです。ササラの教えを思い出してください。ディアヴロやクルムにもらった装備もあります」

「そうだね」

「……当時よりも、今のほうが」

　ゲイバルトがニヤニヤと笑っている。

「作戦は決まったかしら？」

「……来なさい、《ストーンマン》ッ!!」

　巨大な石像が現れた。四角い頭には目も口もないが、ゲイバルトを威圧する。

　シェラが矢をつがえた。

「やろう！　あたしたちで、みんなを守ろう！」

「あら、意外と正攻法ね？　そんな作戦で、アタシに勝てると思ってるわけ？」

　レムは迷う。

　先制攻撃を仕掛けるべきか。

　なるべく時間をかけたいのは、こちらだった。

　睨にらみ合う。

　ゲイバルトが苦笑した。

「ふふ……待っててくれて、ありがと。やっと、呼吸が楽になったわ」

「あ」

　レムたちを追ってきたのだから、王宮騎士といえど全速力だ。種族的にも、人間ヒユーマンよりはエルフや豹ひよう人じん族ぞくのほうが森を走るのは得意だし、相手は鎧よろいをつけて、しかも追跡のために召喚獣を使っていた。

　疲労しているところを攻め立てるべきだったのか。

「相変わらず、対人戦は経験不足みたいねぇ」

「……くっ！　行きなさい《ストーンマン》ッ!!」

「もっとマシなの、契約してないの？　出し惜しみしないほうがいいわよ、すぐ殺しちゃうから」

　シェラが、空に向かって矢を放つ。

「《レインショット》だよ！」

　一本の矢が空に消えた。

　しばらくして、何本もの矢になって降ってくる。

　Ｓ気Ｐ力による矢の雨だった。

　すいすい、とゲイバルトは小さなステップで、降ってくる矢を避ける。

「相手を見て武技を選びなさい？　どれほど多くても、こんな遅い攻撃が当たるわけないでしょ」

　彼は虹色のクリスタルを出した。

　あれは、極めて上位の召喚獣を呼び出すクリスタルだ。

「さあ、お披露目よ──《ファフニール》ッ!!」

「ッ!?」

　レムは驚きよう愕がくに凍りつく。

　シェラでさえ、名前くらいは聞いたことがあった。

　闇属性で最上位とされている召喚獣！

《ファフニール》

　渦巻く魔力の奔流から、黒々とした蛇が姿を見せる。その長さは、一〇〇歩から二〇〇歩ほどもある。

　左右に広げた細長い二対の翼は、胴体よりも長かった。

　禍々しい姿の有翼の蛇だ。

　鱗うろこは紫色の光沢を持つ黒色で、巨大な口からは黒色の煙がこぼれている。

　ジャアアアアアアアアア！　と耳障りな鳴き声をあげた。

「ビャアーッ!?」

　飛びあがって驚き、フェネリが集落の穴へ逃げこむ。

　結果的に、コボルトたちに危機を伝えることができた。集落が見つかってしまったこともわかるだろう。

　ゲイバルトが肩をすくめた。

「なるほど……そんな穴の中で暮らしてるわけ。イヤねえ、見つからないわけだわ」

「追いかけさせないんだから！」

　シェラが矢を放つ。

　ゲイバルトが腰の剣を抜き放ち、その矢を斬り払った。

　彼が舌打ちする。

「アンタら、ろくにレベルアップしてないみたいね。サボってんじゃないわよ！　アタシはブラックドラゴンと再び戦うことになったときのために、こんな大型の召喚獣を増やしたってのに！」

「……くっ」

　彼が強いことは知っていた。

　レムたちとて、剣聖の修行を受けたり、装備を強化してもらったりしている。

　しかし、まったく不十分だった。

　意識が違う。

　ゲイバルトはラージブラックドラゴンに、殺される寸前だった。ルマキーナの奇跡がなければ死んでいた。

　それなのに、再戦を考えて。

　しかも、勝つために準備していた。

　──違いすぎる。

　震えるレムの横で、シェラが弓を引き絞る。

「サボってないよ！　てぇ～い！　《波は動どう弾だん》ッ!!」

　巨大な光弾と化した矢が飛んでいった。

　ファフニールのアゴに直撃する。

　派手にのけぞらせ、山々に響き渡るような悲鳴をあげさせた。鱗が砕け、血が落ちてくる。

　シェラが残念そうに言う。

「あー、刺さらないや」

　たしかに、ダメージはありそうだが、矢は刺さっていなかった。

　ゲイバルトが目を瞠みはる。

「オゥ……少しはやるじゃない。まさか《波動弾》を使えるなんてね。レベル90って言われてる武技よ？」

「えへへ……」

「ご褒美に、アンタから殺してあげるわ♪」

　パチン、とゲイバルトが指を鳴らした。

　ファフニールが巨大な翼を動かす。胴体まで裂けたような口を開け、突っこんできた。

「きゃあああああ！」

　攻撃はいいが、自分が攻められるとシェラは極端に弱かった。

「避けなさい！」

　レムはストーンマンを使い、彼女を突き飛ばす。

「ひゃぎゃ!?」

　次の瞬間、シェラのいた場所をファフニールが通り過ぎた。身代わりのように、ストーンマンが削られる。

　あっさりと、上半身がなくなった。

　黒色のクリスタルと化し、レムの手に戻ってくる。

「くっ……」

「あ、ありがとう、レム」

「……お礼は後です。もっと攻撃してください！　防御は任せて」

「うん！　がんばろう！　《ライトニングシュート》だよ！」

　シェラの放った矢が、光を帯びた矢となって、とんでもない速さでファフニールに命中した。

　またも敵をのけぞらせた。

　効いている。

　どうやら、シェラの攻撃はダメージを与えていた。

　レムたちの戦法は、基本に忠実だ。

　召喚獣を前衛に立てて、防御や囮おとりに専念させる。攻撃は射手であるシェラに任せる。

「来なさい、《アイアンゴリラ》と《アイアンゴーレム》！　ならびに《ロックワン》と《ドラゴンフライ》と《サーベルタイガー》もッ!!」

　敵は強力だが一体だ。

　翼はあるが、飛んでいるわけでもない。

　一斉にファフニールを狙う。

　巨大な相手だけに、攻撃は命中するのだが……

　やはり、このレベルの召喚獣では、明確なダメージは与えられなかった。

　それでも、無視はできないはず。

　案の定──ファフニールは先に召喚獣を狙ってきた。アイアンゴリラ、アイアンゴーレム、ロックワン、ドラゴンフライが次々と潰されていく。

　サーベルタイガーは回避力が高く、しばらく粘ることができたが、やはり撃破されてしまう。

　その間に、シェラが強力な矢の武技を使って、ダメージを与えていった。

　順調だ。しっかり時間を稼げているし、このままならファフニールを倒せるかもしれない。

　レムの召喚獣が、どんどん倒されてしまっているが……

　敵の召喚獣のＨＰ生命力と、どちらが先に尽きるかの勝負だった。

　ゲイバルトがうなずく。

「前よりはマシになってるわね、アナタたち。ファフニールだけで押し切れるかと思ったけど、意外とやるじゃない。でも、野獣に逃げられたら面倒だし……そろそろ本気を出してあげるわ」

　彼がポーチから出したのは、ＭＰ精神力回復ポーションだった。それを飲み干してから、別のクリスタルを掲げる。

　またも虹色のクリスタルだった。

「野獣ごと焼き殺してあげるわ、アタシの炎の魔人でね！　《イフリート》ッ!!」

　炎をまとった召喚獣が現れる。

　溶岩が人の形を持ったかのようだった。少し前に遭遇したスプリガンと大差ない大きさ。その熱により、周りの木々が燃えだした。

　レムは取っておいた召喚獣を出す。

「来なさい、《アスラウ》ッ!!」

　大きくて頑丈で、一撃の威力が大きい。

　結局は、そういう召喚獣が強いと信じている。

　ゲイバルトが顔を歪ゆがめた。

「グフフフ……アナタたちを丸焼きにしたら、《灼しやく熱ねつ化》のスキルで、穴の中の連中をローストキツネにしてやるわ！　それとも、ファフニールの《毒のブレス》がいいかしら？　悩んじゃうわぁぁぁ」

「……シェラ、撃ちなさい！　集中攻撃です！」

「わかった！　《必中》で《ライトニングシュート》だよッ!!」

　絶対命中の武技を使ったうえで矢を放つ。

　標的は、魔術師だ！

　今までは、召喚獣ばかり狙っていたが、それは相手の油断を誘うためだった。

　ゲイバルトは自身も優秀な戦士であるため、あまり召喚獣を盾にしない。攻撃は避けるか受けるかする。

　そこに、つけいる一手だった。

　シェラの渾こん身しんの攻撃に、最も信頼できる召喚獣を重ねる。

　そのうえで、レム自身も飛びこんでいった。

「ていやあああああ──ッ!!」

　相手は避けない。

　全ての攻撃が命中する。

　間違いなく、手応えがあった。レムの拳も──彼の顔面に叩たたきこんだ。

　──仕留めた!?

　ところが、血を噴き出したのは、ファフニールだった。絶叫し、長大な胴体をくねらせて暴れはじめる。

　ゲイバルトがニヤリと笑った。

「アナタも召喚術士なら、《バックパッシング》くらい修得なさい？」

「……なっ!?」

「レベル１００以上で使えるはずよ。ダメージを召喚獣に肩代わりさせる魔術をね」

「そんなものが……ッ!?」

　相手が無傷なら、この間合いはマズイ！　そう察して、後ろへ跳んだ。

　しかし、レムの腹部が熱くなる。

　地面に倒れこんだ。

「……がっ!?　かはァ!?」

　ぼたぼたと大量の血がこぼれ落ちる。ゲイバルトに剣で斬られたのだった。

　──だから、相手に近付くなんて、ダメなんです。

　最後に、拳に頼ってしまった。

　魔術師としての知識量で負けた。

　遠のく意識のなかで、少女の悲鳴を聞く。

　──シェラ!?

　暴れるファフニールの尾に、彼女が吹っ飛ばされたのが見えた。

　立木に激突し、動かなくなる。

「シェラ！」
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「ビスケットを食べるがいい！」

　ハッ！　とレムは気付いた。

　左右を見渡す。

　ファルトラ市のパン屋──今は、魔族カフェなどと呼ばれている《ピーター》だった。

　時間は昼だろうか。

「……え？　わたしは、夜に、森で、王宮騎士と戦って」

「どうしたのだ、レムよ？」

　目の前にはテーブルがあって、向かい側にはクルムが座っていた。

　いつの間にか皿があり、山盛りのビスケットも。

　クルムが差し出してくる。

「ほら、食べるのだ」

「……ありがとうございます」

　レムは受け取った。

　手にしたビスケットを見つめる。

　クルムが楽しそうに、ビスケットを頰張った。

「美味いのだー。これは美味いのだー!!」

「…………」

「ビーはビックリのビー♪　スーはステキのスー♪」

　ビスケットの歌だった。

　この歌を作ったのは──

「……シェラは？　シェラはどこです？　ディアヴロは？」

「さてな？　まだ来てないのだ」

　レムは手の中のビスケットを握りしめた。

「……ここは、どこですか、クルム？」

「狭間だな」

　フッ、と周りが暗くなった。

　もうパン屋ではない。

　テーブルもないし、ビスケットの皿もなくなっていた。

「……狭間？」

「この世と、あの世の間だ。キサマが来るのは二度目だが、覚えておらんか？」

「……なんとなく」

「あのときは、シェラが連れ戻したのだ。本来なら、戻れぬところだったのだが……さすがは神族の末まつ裔えいといったところか」
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　だんだんと記憶が鮮明になる。

　そのときのことではなく、直前の記憶が。

「……シェラは!?　フェネリたちは!?　ゲイバルトはどうしています!?」

「いや、キサマが意識を失ったあとのことは知らないな。知るよしもないのだ」

「……あなたは、いったい？」

　クルムが眉をハの字にした。

「んー。残留思念……と言ってわかるか？　このマオーは本物のマオーではなく影のようなもので、レムの中に存在した残ざん滓しとでもいうのかな。そんなもんなのだ！」

「……わたしは、どうしたら？」

「どうしたいのだ？」

　問われて、考えこむ。

　自分は、何がしたかったのか。

「……シェラを……守りたいです」

「本当か？　それなら、最初からコボルトなど捨て置けばよかろうに」

「……いけません。そんな生き方をしては、シェラに。そして、ディアヴロに嫌われてしまいますから。わたしは仲間たちに胸を張って、生きたいのです」

　クルムが笑う。

「ワガママなヤツなのだ！」

「……そうですね。身に過ぎた望みを持っていると思います」

「ふっふっふ……よいではないか。過ぎた大望なくして、なにが自由か！　なにより、それを成すための力は、もうキサマに渡してあるのだ」

「え？」

　クルムが、レムの右手を指さす。
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「……ビスケット？」

　自分のつぶやき声で、レムは目を覚ました。

　直後、腹部に激痛が走る。

「あぐっ!?」

　森の中だった。

　夜だというのに、赤々と明るい。

　顔を向ける。

　燃えさかる森を背に、戦っている者たちの姿があった。

　コボルトのボルボスと……他にも、戦士たちが。

　フェネリが襲撃を告げたはず。逃げずに、立ち向かったというのか。

　敵はゲイバルトの召喚獣──

　有翼の毒蛇《ファフニール》と、炎の魔神《イフリート》か。

　すでに、獣人族には何人もの犠牲者が出ていた。

　ボルボスも手負いだ。

　ディアヴロの姿は、まだない。

「くっ……どうしたら？」

　ふと、思い出す。

　おそらくは夢なのだろうけれど……クルムに言われた言葉を。




〝それを成すための力は、もうキサマに渡してある〟




　レムは手を広げる。

　ビスケットではなく、小さな白い欠片だった。

　──歯。

　以前、クルムがくれたものだ。ポーチに入れておいたはずだったが。

　思い出す。




「キサマがディアヴロに頼るのではなく、自分の本当の力を望むとき、額に当ててみるがいい。ちょっと荒っぽい効果になるだろうが……」

「わたしのために、歯を!?」

「この街でキサマたちと一緒に暮らすのが、マオーは楽しいと思う。だから、死なないように、これを渡すのだ」




　レムは《魔王の牙》を額に当てる。

　自分に本当の力などというものがあるのなら、望むのは今をおいて他になかった。

　しん……

　なにも起きない。

　──まさか、からかわれたのだろうか？

　不安が過よぎる。

　唐突に、そして劇的に、変化は起きた。

　額から後頭部まで、何かで貫かれたような衝撃が走る。

「ガッ!?」
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　ゲイバルトの胸元に入れた魔術仕掛けの時計が、振動で経過時間を伝えてきていた。

　コン、コン、コン……

　召喚術士にとって時間の把握は、とても重要なことだ。

　特殊能力を次に使えるタイミングは？　召喚獣により消費するＭＰ精神力量は？

　体感や直感に頼らず、正確に管理することで、より効率的な運用ができる。強い召喚獣を調子に乗って使いすぎ、ＭＰ精神力切れに陥るなどは、召喚術士として最も恥ずべきことだった。

　ゲイバルトは自分に完璧を求める。

「あらやだ、マニキュアが剝げてるじゃないの」

　今すぐ直したい。

　ささいなことでも、気になる性格だった。

　──ん？

　視界の端で、立ち上がった者がいる。

　黒い豹ひよう人じん族ぞく──レムという名の少女だった。

「フゥー」

「あら、生きてたの？　でも、どうせ召喚獣は残ってないでしょう。なにもできやしないわ」

「……どうでもいいです」

「え？」

「わたしのお腹に、大きな穴を開けてくれたのは、あなたでしたね？」

　瞳が赤色に輝いていた。

　彼女の周囲が歪ゆがんで見える。

　ゲイバルトは高レベルの拳士と戦ったことがあるから、それがＳ気Ｐ力によるものだと察した。

　ただし、見たこともないほど高濃度だ。

　雰囲気が、まるで別人だった。

「……アナタ、誰？」

「知っているはずです──わたしは、レム・ガレウですよ。今は少しばかり、魔王に近いですが」

　彼女が唇の端を、自分の指で引っかけて開く。

　豹ひよう人じん族ぞくにしても大きすぎる牙が、月の光を受けて輝いた。

「魔王ですって!?」

「いろいろ、酷いことをしましたね？　少しは後悔するといいです」

　レムが地面を蹴りつける。

　爆発したように、土くれが巻き上がった。

　次の瞬間、ゲイバルトは腹に強烈な一撃をくらう。吹っ飛ばされた。

　──なんだ!?

　新調したＥＸ級の鎧よろいをつけていなければ、背中まで貫かれていたかもしれない。地面を転がった。

　顔をあげると──

　レムが睨にらんでいる。なにも武器は持っていない。

「意外と頑丈ですね？　さすがは王宮騎士といったところですか」

「うっ、うううぅ……おげえええええええ！」

　ゲイバルトは吐と瀉しや物ぶつを地面にぶちまけた。

　屈辱だ。

　怒りまで吐き出す。

「殺しなさい！　《ファフニール》ッ!!」

　コボルトの巣穴を攻撃するために温存しておいた特殊行動を使用する。

　巨大な蛇が《毒のブレス》を噴いた。

　レムは片手を伸ばす。

「《輝き光こう波は》ッ!!」

　掌から、巨大な光弾が飛んだ。

　真っ黒な毒息を吹き飛ばし、そのままファフニールの頭を粉砕する。

　撃破された！

　黒色のクリスタルになり、ゲイバルトの手に戻ってくる。

「ア、アタシの《ファフニール》が!?」

　レムが首をかしげた。

「全力で撃ったわけじゃなかったんですが……？　まぁ、シェラの攻撃も当たってたし、あなた自身へのダメージも移していましたからね。こんなものでしょう」

　ワァ！　とコボルトたちが喝采の声をあげる。

　獣たちの吠ほえ聲ごえだった。

　ゲイバルトは舌打ちする。

「調子こいてんじゃないわよ！　アタシの切り札は、こっちだっての！　《イフリート》燃やしてやんなさいッ!!」

　炎の魔人が雄叫びをあげた。

　レムも叫ぶ。

「どいていなさい、コボルトたち！　穴に戻っていなさい！　こいつは、わたしの獲物ですからッ！」

　言葉の意味はわからなかっただろうが、その迫力に気圧されてコボルトたちが距離を取った。

　イフリートが拳を叩たたきつける。

　レムが拳で迎え撃った。

「ていやあああッ!!」

　彼女の一撃によって、イフリートの右腕までが砕け散る。

　ゲイバルトには悪夢だった。

「ウソ!?　さ、最上位の召喚獣なのよ!?　装備を固めた戦士ならともかく、拳士なんかに力負けするはずないでしょ!?」

「そうですか？　それなら、わたしは拳士じゃないのかもしれませんね」

　先程の言葉を思い出す。

「ま、魔王!?」

　よろり、とゲイバルトは後ずさった。

　レムが唇の端を歪ゆがめて、笑う。

　彼女の右拳が輝きはじめた。目に見えるほどの濃さでＳ気Ｐ力を集中させる。

　その光が渦を巻き、右拳に騎ラ乗ン槍スのような形を作る。

「《螺ら旋せん槍そう》です」

　レムが突進してきた。

　ゲイバルトは叫ぶ。

「全力で戦いなさいよ、《イフリート》ッ!!」

『ジェアッ!!』

　イフリートが声をあげる。

　その胴体が裂け、内部からドロドロの溶岩が噴き出した。

　突っこんできたレムに浴びせる。

　──直撃よ!!

　一瞬の歓喜が、最悪の絶望に取って代わった。

　溶岩すらも弾き飛ばし、レムはイフリートの胴体をぶち抜く。

　膨大な量のＳ気Ｐ力は、右拳に槍やりを形作っただけでなく、その全身までを覆っていた。

　イフリートも黒色のクリスタルに戻る。

　ゲイバルトは戦力を失った。

　他にも召喚獣はいるが、最上位の二体が、ことごとく粉砕されてしまったのだ。何を喚ぶというのか。

　あまりに常識外れな戦闘に、レムの衣服が耐えられなかったらしい。

　ぼろぼろと崩れだす。

　レムが眉を寄せた。

「困りますね。べつに見られて減るもんではありませんが……こうしておきましょうか」

　その身体を覆っていたＳ気Ｐ力が、鎧よろいに変わる。

　ゲイバルトは目を剝いた。

「なっ……Ｓ気Ｐ力の物質化ですって!?」

　しかも、瞬間的ではないとなると、レベル１４０以上は確実か。

　普通の人ひと族ぞくには到達できない。

　天才。

　それも、希有な天才が、研けん鑽さんを極めて辿たどり着くような領域だった。

　──あるいは、本当に魔王なのか!?

　先程までは、間違いなく普通の召喚術士だったはず。

　潜在能力は高いと感じられたが、これほど悪魔的な実力を隠しているようには思えなかった。

　レムが右拳を突き出してくる。
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「そういえば、シェラのぶんを忘れていました」

「うっ……!?」

「あの子のことだから、生きていると思いますが……とりあえず、ぶっ飛ばしておきましょうか」

「こ、降参！　降参するわ！　もともと、こんな田舎の任務、乗り気じゃなかったもの。アタシ、もう王都に帰ることにするから！」

「そうですか。あなたは──獣人族が降伏したら、受け入れてくれましたか？」

「当然じゃないのー!!」

「ウソつき野郎」

　螺ら旋せんの槍やり──ではなく、逆の左拳に、ゲイバルトは顔面を打ち抜かれる。

「ンガッ!?」

　冗談みたいに宙を舞って、立木に背中をぶつけるまで吹っ飛ばされた。

　意識が飛びかける。

　──し、死ぬ。

　逃げないと。

　ＭＰ精神力を大幅に消費しているせいで、意志が弱まっていた。

　立ち上がることも難しい。

「ううぅ……《トラップワーム》」

　地面ごと、ゲイバルトは地下を走る召喚獣に、吞のみこまれた。

　暗闇に落ちる。

　──ダ、ダメよ。今、意識を失ったら、土の中で、召喚獣が消える。

　指先から、するりとこぼれそうになる意識を必死にたぐり寄せるのだった。





終章　レムと話してみる




　夜の森は、真っ暗だった。

　ソラミを倒し、レムたちを追いかけたディアヴロだったが……

　──なにも見えない！

　エルフ、豹ひよう人じん族ぞく、ドワーフは夜目が利く。

　けれども、混魔族デイーマンは人間ヒユーマンと同程度の知覚力しかなかった。

　走ったら立木に激突しそうだ。

　このほうがマシだと思い、《飛ひ翔しよう魔術》で森の木々の上へと出る。

　月明かりもあって、どうにか樹海を眺めることはできた。

　しかし、こうなると森の中の目印はわからないから、コボルトたちの集落が見つけられない。

　頭を抱えていたら、遠くで火柱があがった。

　──敵の魔術か!?

　全力で飛ぶ。

　しかし、それでも徒歩の何倍も速いわけではない。小一時間かけて着いたときには、ほぼ戦いは終わっている様子だった。

　森が燃えている。

「《ウェザーレイン》！」

　ディアヴロは片手を振って、魔術の雨を降らせた。

　この地方は雨期ということもあり、すぐに雨雲が発生し、ばらばらと地面を濡ぬらす。

　森の木々を燃やす炎が、どんどん小さくなっていった。




　雨のなか、立ち尽くす者がいる。

　格好は変わっているが……

「レム！」

　ディアヴロは名を呼んだ。

　彼女が振り返る。

「ああ、あなたは……本当に、いいところへ」

「そうか？　もう戦いは終わっているようだがな。森の火を消したことを言っているのか」

　レムがうなずく。

「……たしかに、放っておいたら、大惨事でしたね」

「その格好は……どうした？」

　彼女の姿は、前に見たことがあるものに近かった。大魔王様モディナラームに支配されたときの外見に似ている。

「……心境の変化です、と言ったら──笑ってくれますか？」

「まさか、また魔王に支配されているのではなかろうな？」

　レムは思案顔になった。

「……当たらずとも、遠からずといったところです。ただし、今回は魔王が入ってきたわけではなく、わたしの心持ちが影響しているだけですが」

「どんな心持ちだ？」

「困ったことに」

「うむ」

　レムの瞳が赤く輝く。

「……あなたを、殺して……わたしも死にたい」

　バッ！　と彼女が右手を突き出して、ディアヴロの左胸に掌を押し当ててきた。

　ちょうど、ソラミに貫かれた場所だ。

　服が破れていた。

　直接、肌にレムの手が触れる。

　それにより、彼女の輝き光こうを感じ取ることができた。

　沸騰するような温度。

　猛烈な嵐。

　そして、感じ取ったのは、こちらの感情まで引きこまれそうになるほどの、悲しみだった。

　泣いている。




　暗い部屋で独りで泣いているレム──




　そんな光景をディアヴロは幻視した。

　自分は裏切ってしまったのだ、と気付く。

　相手がどれほど傷ついているか、傷つけた側にはわからない。そんなこと、ディアヴロ自身が深く深く知っているはずだったのに……

　レムの纏っている輝光は、あまりに膨大だった。今の無防備なディアヴロであれば一撃で致命傷となるかもしれない。

　そして、攻撃の意志も感じ取った。

　にもかかわらず、ディアヴロは無事なままだ。彼女はひとつの技も撃ちこんでこなかった。

　──なぜ、何もしなかったのか？

　レムを背後から、抱きしめている者がいる。

　シェラだった。

「ダメ。そんなことしちゃ、ダメだよ、レム」

　背後からレムのことを抱きしめて、身体を震わせている。声も震えていた。

　見れば、シェラも無傷ではない。

　いつもの服は派手に裂け、血で濡ぬれていた。

　レムがつぶやく。

「……わかっています。そこまで理性を失ってはいませんよ」

「本当に？」

「……さて、どうでしょうか？　あなたが邪魔をしなければ、もしかしたら、撃ってしまっていたかもしれませんね」

　シェラの瞳から、涙がこぼれて頰をつたう。

　透明な雫が、レムの黒髪へと落ちた。

「ディアヴロに酷いことしたら、ダメだよ」

「……あなたに許されないことは、覚悟しています」

「違うよ。そんなことしちゃったら──レムも泣いちゃうでしょ」

「……相変わらず、あなたは」

「みんなで悲しいよ」

「……ええ、わたしも、わたし自身が許せないと思うので、だから自分の手で」

　シェラが息を吞む。

「おかしいよ！　そんなこと言うの、レムじゃない！　今のレムは、やっぱり、なんだか、違っちゃってるよ！」

「……そうかもしれませんね」

「元に戻って、レム」

「ふぅぅぅ……」

　レムが深呼吸した。

　バンッ！　と爆ぜる音があがる。

　シェラが突き飛ばされるようにして、地面へ尻餅をついた。

「痛ッ!?」

　まさか、シェラを振り払うなんて！

　レムの瞳が潤んでいた。泣きながら、静かな怒りに満ちてもいる。

「……勝手なことを。戻れって言うんですか、あんな……耐えるばかりの毎日なんかに！」

　ディアヴロは奥歯を嚙みしめる。

　息を吐いた。

　自分の戦いは、ここにあったのだ。どのような極大魔術も通じない戦いが。

「レムよ、やはり我慢させていたんだな。俺は」

「……今さら」

「すまなかった」

「……悪いのは、ディアヴロではありません。わたしの気持ちです」

　違う。

　好意を向けてくれたことは、嬉しい。

　まだ戸惑っているけれど。自分なんか相応しくないという不安もあるけれど。そもそも、自分自身はどう想っているのか断言できないけれど。

　レムを失望させたのは、ディアヴロの失敗だ。

「まぁ、今さら……なのだろうな」

「……」

　しかし、どれほど状況が悪くとも、それが諦める理由にはならない。

　ディアヴロはポーチから、指輪を取り出した。

「本当に……今さらだが」

　レムが目を見開く。

「……それ？」

「実はな、ファルトラ市で用意した。どこで、おかしくなったのか……」

　モンスター娘ソープランドの無料権につられて、王都に向かったところから──という考えが過ったが、忘れておく。

　今は、真剣な話をしているときだ。アレを思い出している場合ではない。

　レムが手を震わせた。

　それが、肌に伝わってくる。

「……ディアヴロが……わたしに？」

「うむ」

「……本当の、本当に、今度こそ……信じても、いいんですか？」

　真剣な瞳で見つめられた。

　こんなときくらい、魔王の演技ではなく、本当の自分の言葉で語るべきだろう。

　覚悟を決めてディアヴロは口を開く。

「あー……」

　ダメだった。

　レムも、地面にしゃがみこんだままのシェラも、ディアヴロの言葉を待っている。

　切り替えて魔王らしい言葉で。

「我を信じるかどうかは、貴様が決めるがいい！」

「……」

「この魔王を信じるならば、受け取れ。信じられぬと思うのなら、その右手で我の心臓を貫くがいい」

　レムを助けたことは何度もあって感謝もされている。しかし、怒らせたり我慢させたりしたことも多かった。

　シェラが、ごくりと喉を鳴らす。

　レムは果たして──

　ゆっくりと左手を差し出してきた。

「……わたしは、あなたを……信じます、ディアヴロ」

　ホ～ッ、とシェラが息を吐く。

　ディアヴロも内心、安堵していた。

「フッ……魔王を信じるとは、おもしろいヤツだ」

　いつもの口調で雰囲気を作りながら、ディアヴロはレムの左手の薬指に、今度こそ本物の《結婚指輪マリツジリング》を嵌める。

　レムの瞳から、大粒の涙がこぼれはじめた。

　赤い輝きが消える。

　ぱらぱら、と身体にまとっていたもの──物質化した輝き光こうが、崩れ落ちはじめた。

「……ディアヴロ」

　力を使い果たしたのだろうか。

　レムが眠るように意識を失ってしまう。

「あ、おい、レム！」

「レム！」

　全裸で倒れこむ彼女を、ディアヴロとシェラで、慌てて抱き留めるのだった。
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　コボルトの族長ボルボスが言う。

『助けられた、礼を言う』

「いや……こちらこそ」

　レムのために、寝床と服を用意してもらった。

　場所は集落の穴の中だ。

　あわただしくコボルトたちが引っ越しの準備をしていた。

　それを横目に見て、ディアヴロはため息をつく。

「約束は、守れなかったな」

　今回の討伐は防いだが、人間ヒユーマンたちの目的は銀山だ。そのうち、再び軍隊が来るだろう。

　ボルボスが首を横に振った。

『ワレラが身の程を知らなかった。あの戦いを見せられては、生きていることを喜ぶ他はない』

「なかなかの強さだったようだな」

『オレは拳で戦う。あれが、どれほどの高みにあるか、理解しているつもりだ』

「うむ」

　どうやら、様子のおかしくなったレムが、《ファフニール》と《イフリート》を拳で粉砕したらしい。とんでもない火力だ。

　しかも、ＳＰを鎧に変えていた。おそらく、武技《サイコアーマー》の類たぐいだろう。拳士レベル１４０以上は確実か。

　──なぜ、急激にレベルアップを？

　レムは召喚術士レベル60くらいだったはず。剣聖にはオマケで弟子入りできたが、まだ戦士レベル80には達していなかった。実力を隠していたとは考えにくい。

　レムが目を覚ましてから、理由を訊いてみるしかなかった。

　もしも、ソラミ以上のレベルなら、今のディアヴロでも勝てるか怪しい。

　危なかった。

　冷や汗が出る。




　ひょこ、とフェネリがやってきた。

『ディアヴロ！』

「む？」

『これ……作った。ダメじゃない、なら……持っててほしい』

　差し出されたのは、銀色の飾りだった。

　ほんのり輝きを帯びている。

　ディアヴロは目を見開く。

「ミスリル銀!?」

『ひぇ!?　な、なに、おかしかった!?』

「いや。おかしくない。わかった。もらっておく」

『やった！』

　フェネリが嬉うれしそうに飛びあがった。

　ぴょんぴょん飛びながら、奥へと駆けていく。

「……」

　ミスリル銀だ。この山では、純度の高いミスリル銀が採れるのか。

　ただの銀とは価値が違う。

　高レベルの魔力を帯びた武器を作るとき、絶対に必要になる材料だ。

　埋蔵量にもよるが、リフェリア王が王宮騎士まで投入してきた理由がわかった。

　フッ、とボルボスが口元を緩める。

『ワレラは、もっと奥の山へと移ることにした。今度は、もっと上手く隠れる。もう会うことはないだろう』

「そうか。そうだな」

　ディアヴロは人ひと族ぞくの国へ帰る。

　コボルトたちは人ひと族ぞくから隠れ住む。

　接点は消える。

『さらばだ、ワレラの恩人よ。一族は忘れない──ディアヴロたちのことを』

「ああ……その……元気でな」

　湿っぽいのは、少し苦手だった。
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　ボルボスと別れ、借りている部屋に顔を出す。

「どうだ？」

「あ、ディアヴロ」

　シェラが顔をあげた。

　ずっと、レムの傍らにいるのか。

「おまえも、疲れているんじゃないのか？」

「ううん！　ほとんどレムが戦ってくれたし……傷はディアヴロがポーションで治してくれたし」

「無理はするなよ？」

　ディアヴロは、横になっているレムを前にして、シェラの隣へ座る。

　──よく寝ているな。

　念のためポーションは使ったし、呼吸も体温も正常だ。

　医者ではないから、それ以上のことはわからないが、疲れて寝ているだけに思えた。

　シェラが見つめてくる。

「ディアヴロこそ、大丈夫？」

「ん？　まぁ、さほどＭＰ精神力は消費していないしな」

　結局、今回はソラミと戦っただけだ。ゲイバルトはレムたちに任せてしまった。

「元気なくない？」

「そりゃ……あ、いや……我は魔王だからな。人ひと族ぞくの王と対立したくらいで、気落ちなどするものか」

　言い張ってみたものの、やはり重い。

　完全に叛逆してしまった。

　──グリーンウッド王国は、リフェリア王国と、戦争になるかもしれない。

　シェラが元気よく言う。

「よくわかんないけどさ！　どうなっても、森を燃やすより、ずっといいよ！」

　深刻な事態なのに、シェラは底抜けに明るかった。

　この前向きさを見習うべきか。

　──たしかに、今日の行いを後悔はしていない。

「レムの体調しだいだが、一度は王都に戻るべきだろうな。ホルンやシルヴィを残しておくのは危険だろう」

「そうなの？」

「おそらくだが」

　この国の法には詳しくないが、叛逆者の仲間だと思われているはずだ。

　下手したら処刑されるかもしれない。

「ホルンちゃんや、シルヴィさんと一緒に、ファルトラ市に戻る？」

「ああ、そのあとは──」

　クルムたちを連れて、グリーンウッド王国に？

　しかし、重大な問題がある。

　グリーンウッド王国にビスケットはないのだった。

　──あとのことは、あとで考えるか。まずは王都だな。入るだけでも大変そうだぞ。

「まぁ、案ずるな、シェラよ。全て我に任せておくがいい。この魔王にな」

「ルマキーナちゃんに頼んでみる？」

「む？」

「アリシアさんも王都だよね」

「ヤツは……」

　こうなった以上は、使える人脈は全て使ってみるべきか？

　不安もあるが。

　当面の方針は決まった。

　レムが起きたら、より具体的なことを相談するとしよう。

　穴の中だから時間感覚が狂いそうだが、そろそろ夜明けだろうか。

　徹夜になってしまったので、少し眠気を感じる。

「シェラよ、交代で寝ておくか？」

　彼女が考えこむ。

　ぐぐ、と顔を寄せてきた。

　だいぶ見慣れたが、いまだに間近で直視すると、その美しすぎる顔に赤面してしまう。

　こんなの、たぶん一生慣れないと思う。

「あのね……ディアヴロ……」

「な、なんだ？」

「わたし、見ちゃったんだけど」

「は？」

　シェラが赤面する。




「昨夜、庭で……ソラミさんと…………してた、こと」


つづく　　　
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あとがき




　本シリーズのＴＶアニメが、２０１８年７月から放映しております。大変にご好評をいただき、本当にありがとうございます。村むら野の監督や携わってくださった全ての方々に感謝いたします。

　アニメが素晴らしすぎて、もう思い残すことはない……というくらい幸せですが、またこうした機会をいただけるよう、地道にがんばります。今後ともよろしくお願いします。




　さて、第十一巻です。とうとう、ディアヴロがリフェリア王と対面しました。しかも、城に穴を開けたり、魔王と名乗ってしまったり。

　新しい土地を訪れ、新しい人々との出会いや別れがありました。

　今回はレムのエピソードが中心となりましたね。楽しんでいただけたなら幸いです。

　この話は第一巻を発表する前から、イラストレーターの鶴つる崎さき先生と相談していたもので、第八巻あたりに入れる案もあったのですが……

　どう考えてもエピソードが一冊に収まらないし、大魔王戦までがぐだぐだ長くなっても仕方ないということで、このような構成になりました。ちゃんと書けてよかったです。




　本シリーズの福ふく田だ直なお叶と先生によるコミック版が刊行中です。ＷＥＢ漫画ニコニコ静画「水曜日のシリウス」にて好評連載中なので、読んでみてください。

　イラストレーターの溝みぞ口ぐちケージ先生が企画もしている『14歳とイラストレーター』（ＭＦ文庫Ｊ）刊行中です。14歳のコスプレイヤーと、プロのイラストレーターの交流と業界ネタを盛りこんだお仕事コメディです。Ｋａｍｅｌｉｅカメーリエ先生によるコミカライズが無料マンガ配信サービス「サイコミ」にて好評連載中です。

　ファンタジー戦記の『覇は剣けんの皇こう姫きアルティーナ』（ファミ通文庫）も刊行中です。




　謝辞──

　鶴崎貴たか大ひろ先生、アニメＥＤやパッケージも、今回のイラストも最高です！

　デザイナーのアフターグロウ大おお石いし様、今回は地図まで、ありがとうございます。

　担当編集の庄しよう司じ様、「次こそは！」と言い続けて何度目かになりますが……今回もスケジュール的に、ご迷惑をおかけいたしました。──次こそは！

　講談社ラノベ文庫編集部の皆様と関係者の方々。応援してくれている家族と友人たち。そして、読んでくださった読者様に最高レベルの感謝を！　ありがとうございました！


むらさきゆきや　　　　　
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本作品は、二〇一八年一〇月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







異い世せ界かい魔ま王おうと召しよう喚かん少しよう女じよの奴ど隷れい魔ま術じゆつ11
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